
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼は貧乏である。

　跳ねた髪の端から履き潰つぶされたスニーカーのつま先まで、貧乏である。

　どこに出しても恥ずかしくない程の貧乏であり、オリンピックの種目に『貧乏フリースタイル』というものがあれば彼は間違いなく日の丸を背負うであろう。今のところ、そのような種目が新設されると言う話を耳にしないのが残念でならぬ。

　彼がなにゆえ貧乏なのかは、本人の口から然しかるべき説明があるはずだ。よって、この場にて私が言及するのは避けようと思う。しかし、彼はなかなかに奥ゆかしい人間であるからして、恐らく己おのが身の不幸を嬉き々きとして吹ふい聴ちようするような真似はしないと思われる。これは確信に近い予測であるが、実に平明な内容に終始するに違いない。それでは、彼がいわゆる『身から出た錆さび系貧乏』であると言う誤解が生まれる可能性を考慮するに、まず私がいくつかの邪推されるであろう項目を潰しておくのもやぶさかではない。彼とも長い付き合いであり、共に過ごした時間に比例して敬愛の情も湧いてくると言うもの。そんな彼が不名誉なレッテルを貼られるのは私としても心苦しい。

　まず、如何いかにして人は金を失うか、その特徴について考察すべきである。

　筆頭候補は、ギャンブルか。賭かけ事は人生に刺激をもたらす一種のスパイスであることは承知しておる。一時の熱に興じる人々の心中も理解できる。だが、彼に限ってそれはない。なにせまだ、齢よわい十七の青少年である。高校生の身でありながらギャンブルに狂うのは、少々現実的ではなかろう。

　次に思い浮かぶのは、女。色香に惑わされ、手玉に取られ、金品を搾取された挙句出がらしになった途端に捨てられる。男とは、なんと悲しき生き物か。しかし、これも彼は該当しない。思春期といえば恋に恋する年頃ではあるが、彼は純朴な男だ。未いまだ純潔を守っている彼が、金の力で女子をどうこうしようと考えるだろうか。愚問である。

　それならば、趣味の道はいかがか。今の世の中、高校生だって簡単に散財できる。例えばバイクであったり、ギターであったり、ソーシャルゲームの課金もそうだろう。だが、趣味に金を使い貧乏になると言うことは、元々ある程度の財力がなければ成り立たない理屈である。さりとて、彼は生まれてこの方ずっと貧乏なのだ。それでは筋が通らぬ。

　ならば一体何なのよ。皆の衆の憤りも分かる。

　結論から言えば、彼に非はまったくない。全て、外的要因が悪の根源なのだ。

　確かに、彼は底抜けに善人であり、聖人君子もかくやと思おぼしき生活態度を頑かたくなに貫く。その結果、貧乏くじを引いてしまうことも多々あり、それが彼を貧乏たらしめる一つの理由になっている点は認めよう。しかし、学業そっちのけでアルバイトに励み、アルバイトそっちのけで勉学に打ち込む彼を以もつてして、善人体質だけでここまで困窮を極めるのは難しいだろう。







　いずれにせよ、彼は貧乏なのである。

　現時点においては、この一点だけを認識してもらえれば私としては満足である。







　ああ、これは私としたことが、名も名乗らずに身を乗り出して講釈に躍起になるとは無礼千万。

　平に頭を下げて、この場を納めようぞ。

　私は、恵え拏な俚り。

　三百年に渡り、福の神として人々に恵みと実りを与えてきた。八百やお万よろずの神の一人である。

　だが、今は身をやつし、貧乏神と成り果ててしまった。

　待たれよ皆の衆、出オチじゃないかと青筋を浮かす気持ちも分からぬではないが、ここは一つ寛大な心で見逃して頂けはせぬか。決して手近にある物を投げないように。

　何故ならば、これは彼の成長物語であり、救世物語でもあり、もしかすると恋物語なのかもしれないのだから。

　七大陸よりも広く、マリアナ海溝よりも深い心の持ち主たる皆の衆には、そんな彼を温かい目で見守ってやって欲しい。
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　僕は貧乏である。

　ＴＰＯを問わず学生服で過ごすのは、マナーを知らない訳ではない。そこらに生えている植物を食べられるか否か瞬時に見分けられるのは、その筋の研究に興味がある訳ではない。今しがたファミレスのバイトを終えたのに交通整理のバイトをハシゴするのは、勤労に意欲を燃やしている訳ではない。

　重ねて言うが、僕は貧乏である。




　　　　＊




　まずは、なにゆえ僕が貧乏であるか、その理由を聞いて欲しい。

　……え？　もう知っている？　またまた、意地悪を言わないでもらいたい。諸君と僕は、今この瞬間がはじめましてではないか。交通整理をしながらで恐縮だが、出来るだけ短くまとめるので、ご静聴をば願いたい。

　天てん満ま清せい太た郎ろうとは、僕の名前だ。

　天満家は江戸時代から続く豪商の家系で、ご先祖様はどの代でも一山当てては財を成し、子孫に家督を継ぐ度に勢力は拡大していった。聞いた話では、五代将軍御ご用よう達たしのドッグフードを作っていたとか、八代将軍の食べる米を全て取り仕切っていたとか、実に景気の良い歴史を築いてきたそうだ。

　石を投げれば金が増える。一事が万事、毎日がフィーバー。どうして雪玉が坂道を転がるが如ごとく財が増えていったのか。断っておくが、ご先祖が有能だったのではない。いや、中には秀でた者もいたかもしれないが、原因は別にある。

　天満家には、福の神が憑ついていたのだ。

　これほど名前を見ただけでハッピーな印象を受ける神もそうはいない。しかも、天満家の幸運はさらに続く。この福の神、そんじょそこらの福の神とは一線を画した、超絶パワーの福の神だったそうだ。ひとたび天を仰げば枯れ果てた大地に潤いの雨が降り、地面に触れれば草木が生い茂り、着物の袖そでからは金銀財宝が湧き出たと言う。そんな神が憑いていたのだから、一族は常に順風満帆。停滞などするはずもなかった。

　もうオチが見えてしまっているような展開で、僕もそれをわざわざ口にするのは一族の末まつ裔えいとして恥ずかしいのだが、言わないわけにもいかないだろうから、続けよう。

　人とは強欲である。

　人気バンドのライブに行けば、終わるのが惜しくてアンコール。アンコールが終わるのが辛つらくて、更にアンコール。アンコールのアンコール。アンコールのアンコールに次ぐアンコール。終しまいにはバンドのメンバーもぶち切れて、「二度とここでは演奏などするものか」と吐き捨てるだろう。

　食べ放題の店にて、料金の元を取らねばとパクパク、モグモグ。気付けば腹も膨れ、支払った金額をペイするにちょうど良い塩あん梅ばい。止めておけば良いものを、もう少し食べられる、まだ時間がある、あとひと頑張りで実質的に得をする。顔を出した助平根性に身を任せ、気付けば大量の食べ残し。待っているのは追加料金と言う名の制裁である。

　さて、僕の微妙な喩たとえでその後の天満家に起きた出来事を想像させるのは難しいと思われ、ならばなにゆえその様に心もとない例を挙げたのか。ひとえに、交通整理と言う単純作業の気を紛らわせるためであろう。何と言う自分勝手さか。

　少しばかりの反省をしたのち、結末を語ろう。

　寓ぐう話わのオチとしては、下の下、何とも捻ひねりのないものである。要するに、充分に巨万の富を築き上げたにも関わらずさらなる要求の受け入れを強いた天満家は、ある時福の神の堪忍袋の緒を、パッツンと景気よく切ってしまったのだ。ユタ州を馬鹿にされたケント・デリカットの様相で激げつ昂こうした福の神は、怒りに震える声でこう言ったという。

「これより四代先まで、私は貧乏神と成りお前たちの家を祟たたり続けよう。命は取らぬ。病も与えぬ。その代わり、一切の金を奪う。己の強欲さを呪いながら生きてゆくがよい」

　やはり神の言葉とは偉大なもので、そこから天満家の没落する速度はジェットコースターも驚くほどであり、気が付いたときには僕の先祖は貧乏であった。

　そういう訳で、僕は貧乏なのである。

　……え？　やっぱり予想通りだった？　なるほど、諸君はエスパーか。では、もうちょっとだけ話を聞いてくれ。

　実は、現状をそう悲観することもない。

　福の神改め、貧乏神による祟たたりが起きてから、僕の父でちょうど四代目。つまり、もう祟は解けているはずなのだ。しかし、父は生来の虚弱体質で僕が生まれてからしばらくして早世してしまった。よって、父が担当する予定だった区分の祟がまだ支払われていないとは、貧乏神の言い分であり、もっともな理屈でもある。それを背負って僕は今日までシコシコ生きてきたのだが、その追徴分もあと一年半で終わりを告げる。先祖代々、いや、僕の先先先祖から持って来た負債を返しきるまで、あと少し。その先は、バラ色の未来が待っているだろう。これは、希望的観測や夢想妄想の類ではなく、確かな筋からの情報なので、僕は今日もせっせとバイトに励むのだ。

「そうだよね、恵え拏な俚り？」

「うむ。相違ない。今しばらくすれば、私は福の神としての力を取り戻すであろう。しかし、清太郎よ、もう少し現代っ子っぽいと言うか、今風の語り口調にはなれぬのか？　マンジとか、激おことか、若者らしく使って良いのだぞ。私の口調と殆ほとんど差異がないとは、若者としてどうなのだ」

「いや、微妙に古いよ、それも。と言うか、生まれてからずっと一緒にいるからかも知れないけど、恵拏俚の喋しやべり方が伝染うつっちゃったんだよ。そして、それはもう僕の言語中枢に深く根を張っているから、今更どうこうしようがない」

「なんと、そうであったか。清太郎にも苦労をかけるな。それもこれも、百と数十余年前に私が癇かん癪しやくを起こしたばっかりに。あの時の私はどうかしていたのだ。せめて、罰を与えるのは当代の者に限るべきであった」

「いや、なに、気にしなくていいよ。悪いのは僕の先祖だ。それに、僕は貧乏以外の生活を知らないから、そこまで苦しいと言うこともないし。バイトのおかげで社会勉強できるし、体も鍛えられる。料理も上達したし、生活の知恵も自然と身に付いた」

　僕の言葉を聞いて、恵拏俚はおいおいと泣き、着物の袖で目を覆う。

「なんとまあ、この歳でそんな境地に達するとは……。これが涙なくして語れようか！　このように清い心を持つ者に艱かん難なん辛しん苦くを強いるとは、神とはなんと残酷なものか!!」

「……いや、恵拏俚がその神なんだけどね？　それにしても、お腹が空いたなあ。今日はファミレスで廃棄する卵を貰もらったから、家に帰ったら卵かけご飯にしよう。あっ、醬しよう油ゆを切らしていたんだっけ。……まあ、卵だけでも美味おいしいから、良しとするか」

「……ああっ、どうしてこんな事に！　世には神も仏もおらぬのか!!」

　僕が、「いや、だから目の前にいるからね」とツッコミを入れると、恵拏俚は再びおいおいと泣いた。

　恵拏俚は長く美しい銀髪をなびかせる。桜をあしらったかんざしが彼女のトレードマークである。雪のように白い肌はその心根を映す鏡のようで、体を実体化させれば一瞬で芸能事務所のスカウトマンが人だかりを作るだろう。纏まとう着物も高潔さに溢あふれており、身のこなしを見ては優雅で、彼女の姿を見た者がいれば間違っても貧乏神などとは思わない。外見が随分と若い、と言うよりも幼いのは、福の神時代に起こした祟で力を使い過ぎた反動らしい。四代先まで続く祟なのだから、そこに注がれるエネルギー量も相応に多大だったと思えば得心がいく。しかし、彼女に向かって「中学生かな？」、などと軽口を叩たたいてはいけない。瞬く間に貧乏光線を放たれるだろう。たとえそれが、本当は小学生に見えるけど気を遣って少し年上に言ってみた結果であったとしても、だ。

　貧乏神と言えば忌み嫌われるのが相場だが、僕にとって恵拏俚は大切な家族であり、祖母代わりであり、一番の親友でもあった。




　　　　＊




　翌朝、腹の虫が鳴く声で目が覚めた。

「いやあ、参った。まさか米がなかったとは。僕としたことが。はっはっは」

「笑い事ではない！　もっと体を労いたわらぬか！」

「平気、平気。体が丈夫なのは僕の取り柄の一つだよ。ゆで卵から摂取できる栄養も無視できない。それに、醬油はなくとも塩はあったから、考え方によってはラッキーだったとも言える」

「いや、言えないだろう!?　とにかく、今日は給料日であろう。学校が終わったら即時スーパーにて米を買え。あの、郵便局の隣にあるヨンマート。あそこが米の特売日だ。輸入米だが、この際文句は言っておられぬ」

　恵拏俚はいつでも僕の事を考えてくれる。今日も、僕が起きる前に近隣のスーパーやドラッグストアを回って最安値を確認してきてくれたようである。神の体は物体をすり抜けられるので、どこにでも飛んでいけるらしい。空を飛び、壁を抜けるとは、僕も一度体験してみたいものだ。だって、男のロマンじゃないか。

　塩をかけたゆで卵を二つ食べて、アパートを出た。

　僕は高校の近くでひとり暮らしをしている。

　勿もち論ろん、僕にだって実家はあるし、そこで生活をした方が余計な出費を抑えられる事も理解している。だが、実家には母がいる。僕は貧乏で多少苦しい思いをしても全然問題ないのだが、そんな僕を見て心を痛める母の姿を見るのは余りに忍びない。そのため、高校進学を機に格安のアパートを借りて家を出た。母には定期的に手紙を送っている。ああ、実家はほんの数キロ先にあるのだが、なにぶん僕は携帯電話の類を持っていないので、連絡手段となるとどうしても値段の安い手紙がメインになってしまうことを付け加えておく。祟が明けたあかつきには、母と一緒に料亭で懐石料理などに舌鼓を打つのもいいだろう。これまで出来なかった分、親孝行はしっかりしなくてはならない。

　そんな事を考えていると、僕の通う大おお平ひら高校が見えてきた。
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　大平高校は、これと言った特色のない進学校である。僕がこの学校へ入学を決めたのは、特待生制度があったからだ。一定水準の成績を保っているだけで、授業料が全額免除される。僕は勉強が得意という程ではないが、取り立てて嫌いなこともない。中三の夏、進路を決めかねていたところ、この大平高校の存在を知ったのはまさに僥ぎよう倖こうであった。勉強をするだけで無償にて更なる勉学の場を提供してくれる。まるで錬金術ではないか。確かに苦手科目、僕にとって理数系などは少々の苦難を感じることも時にはあるが、そんなもの十八時間ぶっ通しで行われる交通量計測のバイトに比べれば可愛いものだ。二年生になってから半年経っても特待生の称号を剝はく奪だつされていないことを顧みても、学校生活だけは順調だと思われる。

「おっはよう、清太郎っ!!」

「ぶほっ!?」

　突然の背中への張り手で、僕は鼻水を吹いた。これはいけない、僕としたことが。貧乏人にとって、清潔感を保つのは必ひつ須す行為であり義務と言ってもいい。素早くティッシュで鼻を拭ぬぐい、平静を取り繕う。

「どうしたのさ、朝から元気ないじゃんか！　ちゃんとご飯食べたのかーい？」

「僕は基本的に毎朝こんな感じだけど。美み咲さきが元気すぎるんじゃない？」

　自転車のスピードを乗せて無防備な背中に突っ張りをかますという、およそ女子にあるまじき行為の主。その名は、月つき永なが美咲。彼女とは、小学校、中学校、高校とずっと同じ学び舎やに通うという縁があり、気心の知れた仲でもある。スポーツ万能、学業はそこそこ。姉御肌で級友からの信頼も厚く、ポニーテールのよく似合う幼おさな馴な染じみだ。出るところの出た、実にメリハリの利いたボディは男子生徒の目を釘くぎ付づけにするが、彼女がそれに気付いているのかいないのか、実に無む頓とん着ちやくであり、その様は時折僕をやきもきさせる。

「いやぁ、ウチってばバイタリティの塊みたいなとこあるからなぁー。そっか、そっか、清太郎に覇気がないんじゃなくて、ウチが輝きすぎていたのか！　うん、確かに、ガイアがウチにもっと輝けと囁ささやいている気がするし！　ぬっふっふー」

「覇気がないとは失礼な。それに、朝ご飯だってちゃんと食べたよ」

「へぇー。ちなみに、何をお召し上がりに？」

「ゆで卵を二つばかり。ああ、ちなみ返しになるけど、片方は固かた茹ゆで、もう片方は半熟で食べたから、これはもう二食分と言っても過言ではないね」

「えっ、過言だよ!?　って言うか、ちなまないで！　聞いてるウチが切なくなってくるから!!　ホントに、清太郎の食事事情はいつも世知辛いなぁ。完全に栄養が足りてないのに、どうしてそんなに大きく逞たくましくなってしまったのか……」

「そりゃ、鍛えてるからね。それに紳士たるもの、自分の胃袋くらい制御できないと」

　僕の言葉を受けて、恵拏俚のよよよと泣く声が頭の中に響く。彼女は僕と二人きりの時以外は姿を消し、コミュニケーションはテレパシーによって行われる。つまり、僕らはいつも以心伝心。便利なものである。

「よしよし、ならばこの美咲さんが清太郎に食事を恵んであげようじゃないか！　実は、鞄かばんの中にクッキーが入っているのです。しかも、ウチの手作りだよ？　これを、特別に進呈しよう!!」

（清太郎！　糖分補給の願ってもない機会だ！　乗るしかなかろう、このビッグウェーブに!!）

　恵拏俚の声が一際大きくなる。彼女の言うとおり、僕の生活で糖分は貴重だ。大航海時代の胡こ椒しように匹敵する価値があるだろう。

「でもお高いんでしょう？」

「ヘイヘイ、何を言っているんだい、清太郎ボーイ。今なら特別価格！　ウチを後ろに乗せて自転車を漕こぐだけで、とっても美味しいクッキーが食べられるのよ!!　こりゃ、買わない手はない、噓ではないでしょ!!」

「なんて良心的なんだ！　よし、自転車を貸してごらんよ!!」

　商談は成立し、僕は美咲からハンドルを譲り受け、彼女は後輪の出っ張りに足をかけ跨またがった。

「よっしゃー、出発進行っ!!」

「任せてもらおう！　ああ、その前に、美咲。カーディガンを腰に巻くように」

「ほへ？」

「いや、その姿勢でスピード出したら、スカートが捲めくれるでしょうが」

「あー。なるほど。そこに気付くとは、やはり天才か……」

「まったく、美咲はそういうところが無頓着過ぎる。美しく咲くと言う上品な名前が泣いている声が聞こえるよ、僕には。いや、美咲に限らず、最近の女子と言うものは……」

「はいはい。これでいいでしょ？　べつに、ウチだってそこら中の男どもに無料でパンツ見せる趣味はないっての！　……清太郎になら、特別に見せてあげてもいいけど？　ぬふふっ」

「下らないことを言うんじゃありません。……ったく、もう行くからね。しっかり摑つかまってるんだよ」

「おっ、なんだか耳が赤いぞ、少年。さては照れておるな、お主」

（そうなのか、清太郎!?　いや、実は私も日頃からお前は年頃の娘と遊ぶでもなく、興味を示そうともせぬので心配しておったのだ。よもや、おなごを好かんのかと思っておったが、そうか、この娘のパンツが見たいか！　いやはや、結構、結構!!）

　僕は、この二人に品性と言うものについて二時間くらい説教したくなった。そして、良い機会なので断っておくが、僕だって思春期真っ盛りの健全な男子である。女子など意に介さず生きている僧そう侶りよのようなものと勘違いしてもらわれると心外だ。その機会に恵まれていないだけだ。バイトのせいで時間がない。けどバイトをしなけりゃお金がない。結局僕には時間がない。それなら当然出会いもない。このように、ネガティブな事象も軽快にライムを刻めば何だか悲ひ愴そう感も感じられない気になってくる。ん？　そんなことはない？　まったく、差し出がましいようだが、諸君は少々柔軟な思考を養う必要があるのではなかろうか。

　その後、風を切る勢いで登校した僕は、美咲お手製の甘いクッキーを五枚も頂いた。中にイチゴジャムを練りこんであると言う嬉うれしいサプライズもあり、僕の脳は久方ぶりの血糖値の上昇で活性化される。

　これならば、今日の授業は捗はかどりそうである。
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　放課後になり、僕は一目散にバイト先のファミレスへ向かう。

　前述の通り、今日は嬉しい給料日。昼食もゆで卵二つという世間一般からすると哀愁すら漂うメニューだったらしく、クラスメイトの何人かが僕を気遣いおかずやパンを分けてくれた。その対価として、野球部の助っ人とと剣道部の部室掃除、手芸部のパッチワーク作りの手伝いを各々と約束した。タダでものを頂ちよう戴だいするのは余りにさもしい根性であり、それは僕の理想とする紳士像にとっては御法度だ。

（お前は知らぬだろうが、清太郎に食事を提供して恩返ししてもらう一連の流れをある筋では、『天満清太郎参り』と呼び語られておるぞ。彼らからすると、格安で超人の手を借りられるともっぱら評判のようだ）

　なんと、そのような事になっているとは。まるで昔話の笠地蔵ではないかと思う反面、自分が頼りにされている事実は僕の心をホッコリとさせた。とりあえず、直近に行われる野球部の練習試合ではサイクル安打を目標にしよう。

　そうしてたどり着いたファミレスであるが、どうも様子がおかしかった。

　営業時間中であるにも関わらず、店内が暗い。照明器具の故障だろうか、それとも停電か。そう思い店の入口に近づくと、自動ドアが反応しない。やはり停電のようだ。となれば、今頃バイト仲間や社員の皆さんはてんやわんやであろう。今日はシフトに入っていないが、これは僕も力を貸さねばなるまい。給料を貰もらうのはその後でも良かろう。

　従業員用のドアを開けスタッフルームに入ると、予想外の光景が待っていた。てんやわんやどころか、場にいる全員がお通夜の様な顔をしている。バイトリーダーなんて、機織りをしている鶴をうっかり覗のぞいてしまった翁おきなのように萎しおれてしまっている。これは、真実を確かめる必要があるだろう。

「リーダー、一体何事ですか!?」

「……ん？　ああ、天満君か。……うん」

　大学でアメフト部の主将をしているバイトリーダーは、どんなに店内が混み合ってもメンバーを熱く鼓舞する事にかけて右に出る者なしと謳うたわれる燃える魂の持ち主である。そんな彼がこの惨状とは、好きなアイドルがマネージャーとスキャンダルでもおこしたのだろうか。

　事は僕が考えているよりもずっと深刻であった。そして何より悪いことに、それは僕にとってもバッドニュースに他ならず、耳にした瞬間、「ああ、聞かなければ良かったなあ」と後悔した。

「店長がね、店の売上金やら運転資金やらその他諸もろ々もろを持って、昨日逃げたらしい。今朝現場に来た時には、すでにもぬけの殻だったよ。で、オレは本部に電話したよ。事情を話して、対応策を仰いだのさ。……どうなったと思う？」

「……どうなりましたか？」

「この店、今日で閉店だってさ。従業員も、本社の社員だけは僻へき地ちに異動で、オレたちバイトは全員解雇。しかも、しかもさ、天満君。今日はさ……」

　バイトリーダーの言わんとしている事を察してしまい、僕は無言で首を振った。リーダー、貴方あなたに責はないのですから、そんな申し訳なさそうな顔をしないで下さいと。

　しかし彼は、大きな声で言った。恐らく、自分にも言い聞かせるためであろう。

「給料日なのに、オレたち全員の給料まで、きれいサッパリ持ち逃げしやがったんだよ、あのクソ店長！　オレは今月二十日働いた！　天満君!!　君に至っては、二十五日だ！　この場にいる誰よりも、君は働いた！　そんな君にこんな酷ひどい事を言いたくはないが、敢えて言う！　我々の労働は、無駄だった！　全部タダ働きだ!!　あーっはっはっは!!」

　バイトリーダーは、笑った。笑いながら、滂ぼう沱だの涙を流した。他の面々も無気力に天井を眺めたり、無言で壁を殴ったりしている。

　僕からすればこの程度の不幸など慣れているとまでは流石に言わないが、過去に幾度か経験済みなので自暴自棄にはならない程度のメンタルは保てている。しかし、これは困ったことになったのは間違いない。

　実は恥ずかしながら、僕はアパートの家賃を二ヶ月分滞納している。これも、語り尽くせぬ貧乏ストーリーが複雑に絡み合った末の悲劇なのだが、現実的な話としては家賃を払えていない僕が１００パーセント悪い。管理会社の人が温情で今日まで期日を先延ばしにしてくれていたのだが、入るべき給料の行方が知れなくなった今、非常にまずい。

　だが、まだ手はある。

　僕は現在バイトを三つ掛け持ちしている。メインがこのファミレスだったのでそれに比べると額はズドンと落ちるが、他の二つの給料を全てつぎ込めばどうにか滞納分の家賃は支払えるはずである。

（恵拏俚、炊きたてのご飯はまた、次の機会だね）

（なんと、なんと惨むごい……。まっこと、どうしてこのような事に……。ああ、私のせいか。くうぅぅっ、私が自害できれば、今すぐにでもこの腹かっ捌さばくと言うものを!!）

　憤慨する恵拏俚を「まあ落ち着いて」と宥なだめたのち、僕はファミレスで苦楽を共にしてきた仲間たちへ丁寧に挨あい拶さつをして、店を出た。

　銀行へ走らねば。
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　犬も歩けば棒に当たる。

　角を曲がれば美少女とぶつかる。

　いずれも古くからあることわざだが、僕は生まれてこの方どちらも目にしたことはない。目撃したことすらないのだから、実体験をしているはずもない。考えるに、これはどちらの方が発生する確率の高いものなのか。犬は賢い生き物であるからして、軽々に棒などに衝突することは滅多にないだろう。ならば、やはり人同士の方が現実的だ。そもそも、地球上の犬と人の数を考えれば、すぐに分かることであった。いつか、僕にもそんな事態が訪れるのだろうか。出会い頭に交通事故に巻き込まれたことならあるのだが。

「ええと、バイクに二回、車に三回、トラックには一回撥はねられたんだっけ？」

（うむ、その通りだ。しかし、何と言うか、それだけの事故に遭遇してなお一度も大怪我をしていないとは、人の身ながら清太郎の頑丈さには舌を巻く思いぞ。しかも、お前の場合、常に周囲を確認したにも関わらずその数だ。ああ、私が代わってやりたい!!）

「こればっかりはね。向こうから突っ込んでくるものだから、僕としても避けようのないケースもあるし。むしろ、僕なんかを撥ねたばっかりに任意保険の等級が下がってしまうドライバーの人が気の毒だよ」

（仏か!!　そのように眠たい事を申しておるから、向こうから不幸が突撃してくるのだ。もっと、毅き然ぜんとした態度で、少しは身の上を嘆いたりせぬか！　……そら、そこの角から何か飛び出してくるかも知れぬのだぞ？）

「はっはっは。恵拏俚は心配性だな。そんな都合よく事故なんて起きないよ。それより、急がないといけないね。管理会社の人は六時にアパートへ来る約束だから、もう一時間半くらいしかない。最後通告だから、間に合わなかったら今日からホームレスだよ。──ふぁおぼっ!?」

「みぎゃああっ!!」

　角を曲がると同時に、僕の下腹部に何かが猛烈な勢いで突っ込んできた。その反動を受けて、僕は尻しり餅もちをつく。この程度で尻を地面にキスさせるとは、集中力が足りぬ証拠だ。

（わ、私がいらぬフラグを立てたせいなのか!?　す、すまぬ、すまぬ!!　大事ないか、清太郎!?）

「ああ、いやいや、平気だよ」

　尻をはたいて立ち上がると、眼前に僕と同じように尻餅をついた女の子がいた。

　察するに、どうやら僕は彼女とぶつかってしまったらしい。そして、よくよく見ると彼女は小柄ながら整った体形をしており、話には聞くが実際にみる機会はとんとない「お人形さんのよう」と形容される女子とはかくあるべきかと思わされた。肩まで伸びたサラサラの髪からは何だか気品が漂っている。つり目がちな瞳ひとみは見ていると吸い込まれてしまいそうな、不思議な魅力をたたえていた。着ている制服を見ると、なるほど、近くにあるお嬢様が通うとされる女子校のものである。制服のフリルは愛らしさと清せい楚そさを道行く男子に振り撒まき、その割に彼女から快活な印象を受けるのは、少し短くしたスカートの影響かとも思われる。

　ついに僕にも訪れたらしい。何が？　とは、諸君もまったくもって意地が悪い。先ほど見解を述べたばかりではないか。角を曲がり、美少女とぶつかった。この事実に噓偽りはなく、思い返してみると、出会い頭に無機物以外と衝突したのは初めての事でもあった。その事実に、時間にして数秒の間感動していた僕だったが、すぐに美少女に非礼を詫わびる必要性に気付く。完全に向こうからぶつかられた気がしないでもないが、ここは僕が頭を下げるべきなのは明白。紳士とはそういうものである。

「あの、大丈夫ですか？」

　僕はそう言って、彼女に手を差し伸べた。

「ちょっと、どこ見て歩いてんのよ!?　このあたしにぶつかるとか、アンタ正気!?　踏んづけて欲しいの!?」

　美少女は、美少女が口にするには些いささかビターな言葉を放った。そして、ついでに僕の手も払った。それもフルスイングで。彼女のストロークは余りにも力強く、僕の体は物理法則に従いくるりと一回転した。

「……あ、ああ、申し訳ない。僕の方も、注意が足りなかったようだ」

　それでもメゲずに頭を下げる僕。頭の中には恵拏俚のエールが響いている。

「僕の、なんですって？　ほ、う、も？　まるで、あたしにも責任があるみたいな言い方じゃない!?　何なの？　さては、あたしが見るからにか弱い可か憐れんな女子だからって、舐なめてるわね？　ふざけんじゃないわ、踏んづけるわよ!!」

　彼女には、セリフの最後に「踏んづける」と付随させないといけないルールでもあるのだろうか。見た目は確かに彼女の言うように純真可憐な風ふう貌ぼうだが、果たしてか弱い女子が「踏む」という聞いているだけで痛そうなワードを連呼するだろうか。

（清太郎、ここは謝り倒すのだ。この娘に関わると、何やら良くないことに巻き込まれる予感がする。貧乏神の私が言うのも矛盾しているが、早く逃げよう！）

（そうだね。そうしよう）

　僕は一つ頷うなずき、最敬礼ばりに頭を下げる。

「いや、まったく、この通りです。完全に、僕の不注意でございました。以後、このような事がないよう、注意、注視、確認を怠らないよう誓います。ですので、どうかお怒りを鎮めて頂けないかと。……おお？」

　彼女の反応がないので、不思議に思い僕が頭を上げると美少女は僕の顔に齧かじり付くように接近して来て、こう言った。

「……へぇ。アンタ、面白いもの持ってるじゃない」

　言葉の意味が分からず、当惑する。もしかして、カツアゲされるのかしらと身構えるも、考えてみれば取られる程の現金を持ち合わせていない事に気付き、今度は身ぐるみ剝はがされるのではと結局身構える。

　しかし美少女は、先程までの怒りはどこかに羽を生やして飛んでいったらしく、

「まっ、次から気を付けなさいよね。相手があたしみたいな善人だったから良かったけど、世の中色んなヤツがいるんだからっ」

　と、今回の衝突事故の総括を述べた。

　結構な勢いで腑ふに落ちないことだらけではあるが、丸く収まったのならもうこれ以上望むべくもない。割に合わない仕打ちにも慣れているので、ことさら心が傷つく訳もない。

　そう思っていたのだが、颯さつ爽そうと去っていく美少女の後ろ姿を見て僕は考えを変える。

　彼女に伝えなくてはならないことがある。

　今、この瞬間に言わなければ、僕も彼女も不幸になるであろう。

　僕は、意を決して美少女の肩を摑つかんだ。

「ん？　なによ、まだ何か用があるの？」

「何と言うか、言いにくいことなのだけどね。でも、僕が言わないと。ここには、幸いな事に僕しかいないし、まだ被害は最小限に抑えられていると思うし」

「だーかーらぁ!!　なんなのよ、回りっくどいわねっ!!」

　僕は、大きく息を吐いて彼女に伝えた。

「さっきから、パンツ見えてます。スカートが捲めくれ上がってて。早く直したほうがいいとおもうおべらぁぁぁぁぁぁぁっ」

　僕の右側頭部を、彼女渾こん身しんのストレートがとらえた。きっと僕の言い方が悪かったのだろう。それは申し訳ないが、ここは普通平手打ちくらいが相場というか、話の流れ的にもスムーズなのではないか。よもや、美少女に腰の入ったストレートを見舞われるとは想定外であった。

「こんのぉ、変態っ!!　死ねっ!!　いーい!?　次にあたしの目の前に現れたら、即刻通報するからっ!!」

[image: ]

　そう言うと彼女は「ふんっ」と鼻息荒く、うずくまる僕を残して歩いて行ったのだった。

　とにもかくにも、不幸になるのが自分だけで良かったと思う僕であった。
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　諸君、悲報だ。

　不幸というものは、連鎖するものである。

　どこかの哲学者の金言かと思った人には申し訳ないのだが、僕の持論である。持論と言うよりも、経験則と言った方が良いかもしれない。何年かに一度、ドドドと雪崩のように不幸が大挙して押し寄せてくることがあるのだ。

「おらぁ、騒ぐんじゃねぇぇ!!　客は部屋の端まで歩け、モタモタすんなよぉ!!」

　窓口業務が終了した銀行を襲う銀行強盗なんているのだろうか。いや、現実から目を逸らしてはならない。事実として、目の前の二人組がそうなのだから。

「てめぇ、さっさと歩けぇ!!」

「あいた」

　わざわざシャッターを開けさせる強盗の様子をポカンと口を開けて見ていたら、片方の男に背中を蹴けられてしまった。こうして、ＡＴＭコーナーにいた客、僕を含めて七人は銀行の待合席の端っこに集められる。

　銃で武装した強盗の人質になった。

　これは、近年でも稀まれに見るレベルの不幸である。以前、ファミレスで貰もらった余り物の牛レバーに、それが加熱済みであるにも関わらず大当たりしてカンピロバクター腸炎で入院して以来の大物と言えるだろう。あれ以来僕は牛、豚、鳥に関わらず、内臓系の部位と対面する際は親の仇かたきに遭ったかの如ごとく炎を浴びせ、真っ黒になるまで焼いて焼いて焼き尽くして食している。諸君は、そんなものを食べなければいいと思うかもしれないが、食べられるものを捨てるだなんてとんでもない。

「よし、職員のヤツらは、一番偉いヤツを残して客と同じところへ移れ!!」

　僕がカンピロバクター腸炎の思い出に浸っている間に、少しずつ強盗たちも目的へ向かって邁まい進しんしているようであった。

　最悪、六時までに解放してくれれば何でも良い。残り45分しかないが、強盗諸兄には早いところ金品を盗んでもらうしかない。このカボチャ銀行平ひら目めヶが丘おか支店には何の恨みもないし、このような考えは紳士とか以前に人としてどうなのかと思わないでもないが、このままでは僕の住む場所がなくなってしまうのだ。これから秋も深まり寒くなると言うのに、ホームレス生活だけは何としても避けたい。いくら頑丈な僕だって、風邪くらいは引くかもしれない。

「なあ、この監視カメラ、撃っていいか？」

「ばっか、お前、そんな事で弾を無駄にしようとしてんじゃねぇよ！　これは、こうやってな、叩たたいて壊すんだよ。おらぁっ！　……あれ、意外と固かてぇな、これ」

　何をモタモタしているのだ、強盗!!

　監視カメラくらい、布を被かぶせるとか、スプレーで画面を塗り潰つぶすとか、やりようは幾らでもあるだろうに。そもそも、そんなところに集まってアッチだコッチだやっていると、まだ窓口の向こうにいる偉い人が通報ブザーを鳴らすかもとは考えないのだろうか。

　いや、待て。そのパターンでも、僕は一向に構わないのではないか。

　と言うか、それが一番良い解決策じゃないか！　今だ、チャンスだ、銀行の偉い人。多分机の下とか、その辺に警察か警備会社に繫つながる緊急スイッチがあるのだろう？　強盗が間抜けな事をやっている今こそ、絶好機。さあ、早くボタンを、スイッチを。

「ああ、神様、神様、お助けください。母さん、母さん、ぼくを守って。あああああ」

　──何をしているのだ、銀行の偉い人!!

　彼は地面に頭を擦こすりつけ、生まれたての仔こ馬うまの様にピクピクプルプルと体を震わせている。念仏のようにブツブツと救いを求める言葉を口にしつつ。さながら、仔馬の口に念仏である。せめて、顔を上げてはもらえないだろうか。ノーアウト満塁でキャッチャーがボールを後逸、後は三塁ランナーがホームへ走り込むだけなのに、肝心の三塁ランナーが生まれたての仔馬。こんな惨劇はない。

「おーい、アッチにモップが落ちてたぜぇ。こいつでカメラを割ろう！」

「おっ、お前、イイもん見つけてくんじゃねぇか。よし、割ろう、割ろう」

　こっちはこっちで、掃除の時間に悪ふざけをする男子中学生のような事になっている。そのうち、丸めた雑ぞう巾きんと手に持ったモップで野球を始めるのではないか。これは、ほんの数行前に僕が野球を喩たとえに使ってしまったのが原因なのか。そんな事をしている間も、あなた方の奇行はカメラにまるっと映り続けているのだが、そこはいいのか。考えていると、何だか目め眩まいがしてきた。

（……一つ妙案を思い付いたぞ）

「ぜひ聞かせてよ」

（お前の身体能力ならば、あの様に隙だらけの男二人くらい、いなして逃げるは造作もないことなのではないか？　どうしてかは分からぬが、未いまだシャッターは半開きのままであるし、滑り込めば余裕でくぐれるであろう）

「なんと。その手があったか」

　目から鱗うろこ。

　僕がいくら知恵を、いやさ全身を絞って考えてもそんな着想は出てこないだろう。出てくるのは、せいぜい汚い汁が関の山だ。胸を張って自慢すれば道行く人に嘲ちよう笑しようされるは必至の我が人生であるが、その苦難の日々のおかげで身体能力にだけは些いささかの自信がある。

　僕の敬愛する元メジャーリーガーのイチローがかつて見せた、忍者のような走塁。バイト先のテレビで見たあの光景は、今でも鮮明に覚えている。あのような神業を再現できると言うのは不ふ遜そんもいいところで、ともすれば腐った生卵を投げつけられても仕方のない妄言である。だが、イチローの相手が名うてのメジャーリーガーだったのに対し、僕の相手はどう頑張って形容しても飾り付けるのが困難に思える間抜けな強盗二人だ。

　……行けるのではないか。

　今の僕の位置は出入口から最も離れた場所で、そこまでの距離は25メートルくらいだろうか。奇遇なことに、野球の各ベース間の距離は約27メートル。何と言う巡り合わせか。ここまでの思考が、全て僕の背中を押してくれているような気がする。

　行くしかない。

　そう決意した瞬間、僕の斜め後ろで同じく人質になっているお婆さんが、

「なんまんだぶ、なんまんだぶ」

　と、経を読む声が聞こえた。

　僕は、ハッとした。

「ダメだよ、恵拏俚。その作戦は出来損ないだ。実行できないよ」

（何を申すか!?　どう考えても、あの痴しれ者たちよりも清太郎が優れておるのは明白。さすれば、ここは一刻も早く無為な空間を抜け出し、別の銀行のＡＴＭで現金を引き出したのち、速やかに帰宅するのが肝要であろう!?）

「確かに、僕も一時心が揺れたのは認めるよ。でも、ダメだ。それをして、もしも、万が一、僕の代わりに他の人質の身に害が及ぶとも限らない。……だったら、僕は敢えてこの場に残る選択をする。それがきっと正しい」

（なんと……まっこと、清らかな考え!!　だが、それでは今晩からの寝床が……）

　苦渋の決断であった。

「仕方ないさ。幸い、口座には数万円入っているはずだから、それを握り締めて今後の身の振り方を考えよう」

（おおっ……おおうっ……。私はなんと無力なのだ。許せ、清太郎……）

　恵拏俚の嗚お咽えつを聞きながら、僕はスッキリとした気持ちで強盗のとんちきな行動に付き合うことを決めた。まあ、この有様を見たところ、そのうち警察なりが救助に来てくれるだろう。僕たち人質はそれまで彼らの気をなるべく惹ひかないように、じっと身を屈かがめておけば良い。

　僕は中腰で様子を窺うかがっていた姿勢を解き、その場であぐらを組んだ。

　そんな僕の頭が、突如何者かに摑つかまれ強引に１８０度近く回転させられる。ヨガの達人でもなければ軟体人間でもない僕の首はモキョッと奇っ怪な音を立て、そのまま我が道を行こうとする首から先に追いすがるよう、グルリと半身を反転させた。

「また会ったわね、変態」

　そこにいるのが先刻会ったばかりの美少女であり、先刻遭ったばかりの災難がフラッシュバックした。なにゆえ彼女が人質になっているのかは、運命の巡り合わせであろう。そんな事を問いただすような野暮はしない。ただ、先ほど僕の心をもにょりと折ってなお、今まさに僕の首をモキョッと折りにかかった理由についてくらいならば、僕にだって聞く権利があるはずだと思った。

「さっきから、ボソボソ誰と喋しやべってんのよ。言っとくけど、あたしずっと見てたんだからね？」

　このような美少女に、「さっきからずっと見てたんだからね。きゃっ」と言われるは、男の本懐であろう。平時であれば、「僕の隠しきれなかった魅力が彼女を虜とりこにしてしまったのか」と、自らの罪を嘆くのも楽しそうだが、現在進行形で首をモキョられている以上そんな甘酸っぱいシーンでないことだけは鉄板であり、それどころか質問の答えを誤れば大惨事が待っているだろう。

「あ、ああ、ちょっとした、独り言みたいなかんじゃああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　有無を言わさずモキョられた。世界観が世界観ならば、とんでもないスプラッタな場面の出来上がりだったであろう。僕の首から先がほぼ反対を向いてなお、胴体と接合されている奇跡に今は感謝しかなかった。

「おい、うるせぇぞぉ!!」

「何事だ、てめぇ！　いきなり悲鳴あげられっと、ビックリすんだろうが!!」

　ごもっともな言い分である。僕だって、強盗している真っ最中に奇声をあげられたら、とりあえず発砲されても仕方ないだろうなくらいには慮おもんぱかることができる。

「すみませーん。なんか、この人ふくらはぎがつったみたいなんです。あたしが責任もって黙らせるので、許してくださーい」

　自分の蛮行を棚に上げて何と言う態度だろうか。美少女だったら何をしても許されるのか。僕としたことが少々憤りを覚える。

「マジか、それなら仕方ねぇな。アレ、痛いてぇもんなぁ」

「つった所をよく伸ばしとくといいって聞くぜ？　あ、寝っ転がっていいから、安静にしてやがれよ」

　どうして強盗の方が優しいのか。

「あたし、ずっと見てたって言ったわよね？　どうして噓をつくのかしら？」

　どうして美少女の方が恐ろしいのか。

　僕だって、噓をつく事を善しとするつもりはない。何時だって、誰にだって、僕は正直でありたい。常日頃からそう思っている。

　あれは僕が幼かった頃。小学三年生くらいの時分だったか。仲の良い友達数人に、「自分には貧乏神が憑ついているのだ」と告白したことがあった。彼らは、ひどく可哀想なものを見たとアイコンタクトを交わし、翌日から妙によそよそしくなった。そして、毎日給食のおかずを一品、僕の皿にそっと載せてくれた。僕はこの時、全てを包み隠さずに生きる事は辛つらく、時として周りにも迷惑をかけてしまうものなのかと悟ったのだ。

　だが、考えてみれば、今のこの状況では僕に選択肢などハナから与えられていないではないか。多分、もう一度でまかせを言ったところですぐに看破され、首をモキョッとされるであろう。そんな明確なビジョンが何故だかハッキリと見えた。

　という事で、僕の腹は決まった。

　どうせ、二度と会うこともないであろう相手だ。憐あわれな目を向けられても少しばかり心がもにょりとするだけである。

「実は、僕には貧乏神が憑いていてね。名前を恵拏俚と言って。今、彼女とこの状況をどうしたものかと話していたんだよ」

　すぐに、「ははは、僕って気持ち悪いでしょ？」と付言しようとしたところ、それよりも早く彼女が口を開いた。

「知ってるわよ。だって、見えてるもの。正確には、視みえてる、だけど」

（ほがっ？）

「へげ？」

　僕と恵拏俚は、予想だにしない展開に耐え切れず珍妙な言葉を発した。
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「ふーん。へぇー。あたし、女の貧乏神って初めて見たわ。案外ちゃんとした身なりをしてるのね。着物なんて、ちょっと生意気。しかもなんでミニ丈なのよ。それに、もっと年取ったよぼよぼの風体を想像してたのに、なによコイツの外見、下手したらあたしより幼くない!?　もっと、縁起の悪そうな顔して貧相な服着ときなさいよ。まったく、詐欺よ、こんなの」

　美少女は、確かに恵拏俚の浮いているところに焦点を合わせて彼女を観察している風に見えた。そして、着物の柄にまで言及し始めた頃には、どうも彼女は本当に視えるらしいと認めざるを得なくなった。

（な、何者なのだ、この娘は!?）

「ぼ、僕に聞かれても。この子については今のところ、パンツの色くらいしか知らないんだかえんだあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　この状況でも躊躇ためらいなくモキョッてくるとは、もはや彼女の胆力には敬服する他ない。

「またお前かよ!?　今度はどうした!?」

「こっちは忙しいんだぞ!?　てめぇ、このやろー」

「あ、なんか、今度は足の指が全部同時につったとか言ってます。静かにさせるので、作業を続けてくださーい」

　僕も学習すべきだった。この子は、周りより誰よりまず自分の我を通す性格らしい。もう不用意な発言は控えよう。さすがの僕でも身がもたない。

「マジかよ！　聞いてるだけで痛ぇな！」

「兄ちゃん、日頃の生活習慣が乱れてんじゃねぇのか。これを機に、正した方がいいぜぇ」

　そして、相変わらず優しい強盗。

「次に変なこと言ったら、マジでアレだから。アレしてアレするから。いいわね、変態っ」

　マジでアレされそうなので、僕は神妙な顔で承諾する。全面降伏である。

（なんとまあ、私の姿を見ることが出来る人の子と会うとはのう。大都会ならいざ知らず、このような街に霊視の出来る者がおるとは、驚いた）

「なんで大都会だったらいざ知らずなのさ？」

　美少女が、懲りずに０点の答案を持って帰ってきたのび太たを見るドラえもんのような表情で、失望のため息を吐いた。

「アンタ、霊視探偵って知らないの？」

「ああ、聞いたことはあるかな。ええと、……何だったっけ」

（ふむ。昭和、戦後の復興期に名付けられた職業で、神仏であったり、霊や妖よう怪かい、魑ち魅み魍もう魎りよう、はたまた異能力を持つ人間や動物、その他有象無象が原因となって起きる不都合を政府に代わって処理しようという者どものことだ）

「そう、それよ！　恵拏俚って言ったかしら。アンタは、そっちの変態よりは話が通じそうね」

「ひどい！　と言うか、ナチュラルに恵拏俚の念話を聞き取ってるし。君は本当に視えるし聞こえるんだね」

「当たり前でしょ。聞いて驚きなさい！　あたしの名前は、五ご斑まだら叶かな絵え！」

　控えめな胸を堂々と張る美少女、五斑叶絵はそれ以上何も言わない。どうも、こちらのリアクション待ちのようである。

「変わった苗みよう字じだね。あひゅんっ!?」

　無言で頰を引っ張られた。どうやら彼女の求める反応ではなかったようだ。しかし、この程度でめげるようでは貧乏なんかやっていられない。リテイクだ。

「可愛い名前だね。んああああっ!!」

　さっきの三倍引っ張られた。年頃の女の子の扱いはミルフィーユを綺き麗れいに食べきるのと同じくらい難しいとは、今も失意のどん底にいるであろうファミレスのバイトリーダーから拝聴した格言である。僕はこれまでミルフィーユを食したことはないが、あの形状を見るに粉一つ落とさずに食べるのは至難の業と思われる。

（五斑とは、かつて妖よう怪かい祓はらいで名を馳はせた家ではなかったか？　とは言え、それもかなり昔の話になるが）

「さっすが、長生きだけが取り柄の貧乏神！　よく知ってるじゃない。そうよ、あたしはその五斑家の一人娘、叶絵様よ!!　まあ、今日きよう日び妖怪退治なんかじゃ食べていけないから、あたしの何代か前からは霊視探偵を生業なりわいにしてるの。だから、恵拏俚の姿もバッチリ見えてたってわけ。分かったかしら？　変態も」

「ああ、うん、そうだね、れいし探偵」

　呆ほうけた顔で先ほど初めて耳にした新出単語をリピートしてみたが、イントネーションが分からない。

「えっ、噓でしょ？　ドラマとかでもやってるじゃない。『霊視探偵、悦えつ子こは見た』とか、大ヒットしたじゃない!?　まさか、知らないの？」

（これ以上清太郎を責めんでやってくれぬか、五斑の娘よ。その作品は私でも知っているが、清太郎のアパートにはテレビがないのだ。もっと言えば、テレビがあっても見る時間がない。余暇の時間を作るためには、相応の労働が必要となり、労働のためには時間が必要なのだ……。おお、おおう……）

「あっ、そ、そうなんだ。うん、なんか、ごめんね」

　嘆く恵拏俚に謝る五斑叶絵さん。辞書の唯我独尊の項目のところに赤字で名前を記入してあげれば「分かりやすい例ができた」と出版社は大喜びとすら思えた彼女が謝るとは。僕の貧乏って、どの程度のものなのだろうか。何だか無限に広がる宇宙のようなイメージが湧き、スペーシーな気分に浸った後言い知れぬ悪寒を感じた。

「ええと、五斑さん？」

「ちょっと、そんな風に呼ばないで」

「五斑様？」

「そうじゃないわよ！　あたし、五斑って苗字嫌いなのよ。なんか、ゴマだれみたいで可愛くないじゃない。だから、用があるときはあたしの顔と同じくらいプリチーな名前の方で呼びなさい。ああ、別に呼び捨てでいいわよ。だって、アンタの方が多分年上だし。あたし、高一。変態は？」

「高二だよ。ああ、僕の名前は、天満清太郎と言って」

「あっそ。でも、あたしは変態のこと名前で呼ぶつもりないから。自分で認めた人間しか名前で呼ばないことにしてるの。だから、あたしの麗しい声で呼びかけてもらいたければ、アンタがいかに有用かアピールすることね。頑張んなさい、変態」

　叶絵は「ふふんっ」と鼻で笑って満足そうにしている。

（それで、叶絵よ。よもや、霊視探偵である身分を自慢するために私たちを見初めた訳ではあるまい？　そろそろ、本題に入ってもらえぬか）

「恵拏俚って、なかなかデキる女ね。そこまで察しがついてるなら、話が早いわ。あたし、ちょうど助手を探してるの。霊的な耐性を持ってて、なおかつ身体能力の高い人が希望ね。危険な仕事も報酬次第でバリバリやってくれるとなお良し!!」

　遅ればせながら、やっと僕にも何となく輪郭が見えてきた気がする。だって、彼女の求める人材がピンポイントで僕じゃないか。諸君、そんな目で見ないで欲しい。僕だってこのくらいのことは分かる。

「もしかして、叶絵が今ここにいる理由って、僕たちの品定めのため？」

「おっ、変態もここに来て冴さえてきたじゃないっ。叶絵様ポイントを１点あげるわ！　そうよ、最初にぶつかったのはホントに偶然だったけど、アンタと恵拏俚を見て、ピンときたの。恵拏俚が神ってことにはすぐ気付いたから、適当に尾行してれば、そのうち何かしら力を見る機会に巡り会えると踏んだのよ！」

（我々もちょうど職を失い、寝床を失い、手元にあるは僅わずかな路銀のみ。願ってもない話ではあるが……。清太郎、この娘、一筋縄ではいかぬ相手ぞ。ここは慎重に思案すべきだ）

「恵拏俚の言うことも分かるけど、叶絵が困っていて僕で力になれるのなら、どうにか手を貸してあげたいと思うなあ」

（何と言う人の良さ!!　この数時間で一体どれだけ叶絵にひどい目に遭わされたと思うておるのだ。きっと、これからもひどい目に遭うぞ。間違いない）

　その推測には僕も同意見である。

「……黙って聞いてりゃ、結構な言い草じゃない。別に、あたしだって鬼じゃないんだからねっ。住む場所は、あたしの屋敷の使用人室を提供するわ。当然、冷暖房完備よ。何なら、部屋に冷蔵庫も付けてあげる。まっ、あたしの審査に合格すれば、だけどね」

（やるぞ、清太郎！　私も協力するから、矢でも鉄砲でも持ってくるがよい!!）

「うん、頑張ろう、恵拏俚!!」

「呆あきれた手のひら返しね。まあ、やる気があるのはいい事だわ。それで、アンタたちが使えるかどうかの判断材料だけど、実地で見させてもらうから」

　スポーツテストのようなものだろうか。ふふふ、ここだけの話、僕は垂直跳びには自信があるのだ。クラスメイトで陸上部の大おお場ばくんにも勝った程だ。

　改めて思い知らされるのは、叶絵の持つ、浮かれた心を叩たたき潰つぶす技術である。「あはは、うふふ」と念話で、新しい布団の柔らかさや、これからの季節暖房は助かるとか、冷蔵庫には何を入れようかと夢見心地で議論をしていたところ、「はい、注目っ」と、僕たちを現実に引き戻す。そして、「八百屋で大根買って来て」くらいの軽いノリで彼女は我々に言い放った。

「これから、あたしとアンタとで、そこの間抜けな強盗グループを制圧するわよ」

（ほがが？）

「へけ？」

　言葉の意味が理解できず、僕と恵拏俚は再び珍妙な言葉を発した。僕なんてもうほとんどハムスターみたいな声になっている。

　間抜けとは言え銃を持っている大の男二人相手にして、何をしろと言われたのだっけ？
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「この程度の荒事くらい簡単にこなしてくれないと、とても助手になんかしてあげられないわよ。当然でしょ？」

　叶絵の求める「当然」のハードルが高い。高すぎる。いっそ下を潜ってしまった方が楽に違いない。「この程度の荒事」と言うが、これは武装した警察の仕事ではないのか。それをさも些さ末まつな事のように軽々言ってのけるということは、もしかして彼女の助手になるということは、そういうことなのだろうか。……しかし、冷暖房完備の住居が捨てがたいのもまた事実。最後に暖房を使ったのは、五年くらい前だったろうか。

「それで、一体どうやってこの局面を打開すればいいのだろう？　僕は頑丈さには少し自信を持ってるけど、銃で撃たれるとなると話は別だよ。絶対に怪我をする」

「……銃で撃たれても死なない自信はあるのね。うん、叶絵様ポイントを３点あげる。それで、何だったかしら。ああ、作戦の説明を聞きたいのね。そんなの、決まってるじゃない。お互いの優れているものを然るべき方法で行使するのよ。そうすれば、世の中大抵のことは上手くいくわ」

　僕たちが作戦会議を始めたのと同じタイミングでついに強盗コンビが監視カメラの破壊を完遂したらしく、彼らは大いに喜んでいる。決勝ゴールを決めたサッカー選手のように、お互いを称たたえ合い、ついには抱き合う。ひとしきり感激を極めたところで冷静さを取り戻したらしい彼らは、次の段階へ進む。

「よっしゃ、よっしゃ。おい、そこの偉いヤツ！　待たせたなぁ！　痛い目に遭いたくなけりゃ、ここにある金、全部出しな！」

　監視カメラと戯れること、およそ10分と少々。満を持していかにも銀行強盗らしいセリフが行内に響き、それを受けてひたすら震えることに徹していた偉い人も、いよいよ逃げ場がなくなる。

「そ、その、このように小さい支店では、あ、あなた様たちが満足される程の現金は保管しておりませんのです。え、ええ、ですから、ね？」

　偉い人の中に僅かながら残っていた闘志が、さながら消えかけの線香花火のように弾ける。相変わらず足は震えているが、僕は「よく言った！」と心の中で拍手した。

「うるせぇ!!　こっちは人質がいるんだぞ!?　これ以上逆らうなら、こうだ!!」

　バーンと言う、文字に起こして擬音にするとどこぞの大魔王のような音が、小さな四角い部屋に残響を轟とどろかせる。同時に、咽むせるような火薬のにおいが立ち込め、僕たち人質はたった今強盗の手に握られている銃が天井に向けて発砲されたのだと認識する。

「わぁあぁっ」

「きゃあああっ」

「なんまんだぶ、なんまんだぶ」

　人質の忍耐力ゲージが一気に目減りした。色も、緑から黄色へ、そして赤へ。レッドゾーンに突入である。中年の男性は床に伏せ、買い物袋を持った主婦は目を閉じ、お婆さんの経を読む声が大きくなった。

「お、おっま、お前ぇ!!　いきなり撃つんじゃねぇよ！　ビビってちょっと漏らしちまったじゃねぇかよ!!　いや、ちょっとじゃねぇ……。ジャジャ漏れじゃねぇか!!」

「わ、わりぃ……。いや、オレも撃つつもりなかったんだけど、テンション上がっちまって、つい。ってか、さすがに今の音、外に聞こえたんじゃね？　まずくね？」

「まずいに決まってんだろぉ!!　おい、偉いヤツ！　もう、額はどうでもいいから、あるだけの金、全部出せ！　金と、替えのパンツとズボンを用意しろ!!」

　強盗たちの緊迫感も急上昇し、こうなると何かの間違いで大惨事が起きても不思議ではない。最悪なのは、先程までは待ちわびていた警察の到着であろう。こんな情緒不安定な強盗たちから逃げ場まで奪ってしまえば、凶行に打って出る可能性は非常に高いと思われた。

「ひぃぃぃっ。今、今すぐに用意しますので、しばしお待ちを!!　そちらの番号札をお持ちになって、もう少々お待ちくださいぃぃ!!」

「よし、急げよ！　ええと、おっ、48番だせ、相棒」

「マジかよ、すげぇな！　元巨人のドミンゴ・マルティネスの背番号じゃねぇか!!」

　完全に火の消えた線香花火の燃えかすとなった偉い人は、せっせと金庫からお金を取り出している。見ると顔にはうっすらと笑みを浮かべている。大丈夫であろうか。

「変態っ！　なにボサッとしてんのよ。そろそろやるわよ」

「やるって何を!?」

「アンタに憑ついてる恵拏俚は、貧乏って冠がついてるけど、紛まがいなりにも神様なのよ？　だったら、神通力の一つや二つ、使えるに決まってんじゃない」

「えっ、そうなのかい、恵拏俚？」

（……むぅ）

　いつになく、歯切れの悪い反応である。そしてこの反応に僕は覚えがあった。これは、僕に気を遣った沈黙。思えば四歳の頃に、なにゆえ僕のところにはサンタクロースが来ないのかと彼女に聞いた時も同じように唸うなっていた。

　少しの間僕たち二人の視線を浴び続けた恵拏俚は、諦あきらめたように重い口を開いた。

（……ないことは、ない。……あることは、ある。だが、言えぬ。このような事実を清太郎が知れば、我が身を顧みず方々で困窮する者のために力を行使するであろう。その結果、清太郎がさらに困窮を極めるのは、火を見るよりも明らか。あと二年足らずの辛抱で漸ようやく貧乏と言う名の重い枷かせが外れると言うのに、どうして私の口から言えようか！）

「恵拏俚……。僕のことを、そこまで真剣に……」

　僕と恵拏俚は見つめ合う。彼女は、僕が生まれた時から今この時まで片時も離れることなく苦楽を味わい、時には辛酸を舐なめ、またある時は涙の雨に打たれた。そんな彼女の心配りが、僕にとっては何よりも愛いとおしい。

「ふむふむ。なるほど。つまり、神通力は使えるけど、ソレを使うことによってこの変態にリスクが発生するのね。分かったわ。……使いましょう！　で、どんなことができるの？」

（清太郎、やはりまだ間に合う。この娘とは関わらぬ方が良い。今すぐ逃げよ！　少しでも速く、少しでも遠くへ!!）

「……うーん。その提案は恐らく一つの正解だと思うし、そうすることができれば何よりだと思うよ。でも、一ひと先まず、今この場所で恐怖に震えている人たちを助けることができるなら、僕は少々のリスクくらい、背負ってみるつもりでもある。まあ、命を取られるとかだと尻しり込ごみするけど。これが、僕の今取るべき、最適解だろうね」

「はいっ！　なんか綺き麗れいにまとまったわね！　じゃあ、さっさと本題に移って」

（この娘、いくらなんでも冷徹過ぎやせぬか？　とても赤い血が流れているとは思えぬ）

　その意見には、僕も同意せざるを得ない。しかし、彼女がただドライなだけなら非難もできるが、ドライに徹して現状を把握していることもまた事実。この現代社会は、僕や恵拏俚のような人情派が我を通すには、少々風当たりが強いことを認めなければならない。

「で、結局のところ、恵拏俚は何ができるのさ」

（致し方あるまい。……私が元々福の神であったことは、当然知っておろう。そして、今の私は貧乏神。つまり、両方の性質を併せ持っている状態にあり、これは極めて珍しい。八百やお万よろずの神の中でもかなり稀け有うであろう）

「はいはいっ。それからどうしたのよ。簡潔に言いなさいっ」

（くっ、この娘は！　とにかく、だ。私は、福の神として人に与える力と、貧乏神として人から奪う力の両方を持っているのだ。ただし、これは重要なことなのだが、あくまでも今の私は貧乏神。与える力に対して、奪う力の方が大きく勝まさってしまっている。だが、それでも、人から、この場合は憑いている清太郎から、過剰に奪いすぎた分を還元することはできる）

「つまり、僕が何かを失えば、その分に応じた何か、えも言われぬ神の奇跡的なことが起きるって、そういうこと？」

（まあ、ざっくり言ってしまえば、そうなるな。これを、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』と言う。『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』の対価は、宿主の福であれば何でも良い。が、分かりやすいのはやはり財であろう。貧乏神の性質からしても、それが最も筋の通った話だ）

「なるほど。しかしアレだね。なんだか不思議な名前だね」

「そうね。全然貧乏神っぽくないわね。アンタ、ホントに日本生まれ日本育ちなの？」

（お主ら、それは偏見と言うものぞ。時代も進めば貧乏神だって横文字の一つも使うに決まっておろう。江戸時代ではあるまいに。ぬはははっ）

　少し得意げな恵拏俚。そんな彼女を見て、叶絵の洞察力が光る。

「ははーん。アンタ、さては今、咄とつ嗟さに考えたわね？　しかもちょっと良い感じのネーミングセンス発揮してやった的な悦に入ってると見たわ。あー、やだやだ、年寄りが無理して横文字なんか使っちゃって」

　神をも恐れぬ叶絵のディスりっぷりだが、それこそ神である恵拏俚に効果があるはず、

（な、なな、何を言うとるのだ、お主！　ばっ、別に、そういうアレじゃないからの!?　この『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』だって、明治の大正デモクラシーの時期に高度経済成長がアレして、その関係でつけられた名前であって、今考えたとか、お主、それは言いがかりと言うもの！　そもそも無理しとらんぞ、私だってキャッチーな名前くらい幾らでも思い付くし!?）

　ないと言い切れないのが、彼女の可愛いところでもある。何と言うしどろもどろだろうか。このままだと恵拏俚がバターになって溶けてしまう。

「でも僕はカッコいいと思うけどなあ」

（……っ!!　清太郎、お前には分かるか、能力をオシャレに言い換える遊び心と、思わず叫びたくなるような語感の良さが!!　いやぁ、やはり清太郎はそこらの若者とはモノが違う！　そうか、そうか、カッコいいと思うたか、いやいや、参った参った）

　失敗した福笑いみたいな満面の笑みを浮かべる恵拏俚。

「あー、はいはい。カッコいい、カッコいい。って言うか、名前なんてどーでもいいのよ！」

　そして自分から絡んでおきながら飽きたからもうどうでも良いと言う叶絵。二人が良いなら僕は一向に構わないのだけど、こんな不毛なやり取りに時間を割いている場合ではない事態に身を置いていることを忘れてはいけない。

　それにしてもなんとビックリ、恵拏俚にそのような力があるとは。そして、僕が漫画やアニメで目にする何だか異能の力的なものを使える日が来ようとは。世の中、どんなに辛つらくとも頑張って生きてみるものである。

　何を隠そう、僕の幼い頃の夢は、世界を救うヒーローになることであった。今思えば何とも過分な将来設計であり、我ながら微笑ましくも照れくさい思い出だが、どうやらそれはただの妄想では終わらないようだ。

　助けられる。

　世界を救うのは無理だけど、手の届く範囲の人を不幸から救ってあげられる。沈着に考えてみても、こんなに嬉うれしいことはない。その分、貧乏とはこれまで以上に仲良く接する必要があるだろうが、それがどうした。貧乏のことなら、もう知り尽くしている。その道のエキスパートと言っても良い。なればこそ、今日までの生活とそう変わらないではないか。

「……恵拏俚。僕はやるよ。この力で、困っている人を助けてみせる!!」

「いいわよ、変態っ！　じゃんじゃん救っていきましょう!!」

（……ああ。……だから言いたくなかったのだ。清太郎よ、お前は、どこまで人の業を背負えば気が済むのだ）

　恵拏俚の嘆き節が聞こえた気がしたが、僕の頭は既に強盗撃退の方法を考えるシークエンスに移行していた。
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「じゃあ、恵拏俚、早速『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』だ！」

　やる気モリモリ、元気ビンビンである。かつて、僕がこれほどの熱を持ったことがあっただろうか。考えるまでもない。

（……止むを得んか。ならば、対価はどうする。……晩のおかず一品くらいにしておくか？）

「バッカじゃないの!?　アンタたちの晩ご飯におかずなんてないでしょ。あったとしても、その辺に生えてる草とか、そのレベルでしょ？　それで銃を持った強盗をやっつけるとか、考え方まで貧相なのね、貧乏神って」

（……ぐぅ）

　恵拏俚が反論できないのは、三日前の夕飯が山菜のおひたしとご飯だったからだろう。その山菜はアパートの裏山で採取したものなので、叶絵の指摘した「その辺に生えてる草」に該当する。と言うか、ピンポンである。ジャストミートである。

「でも、初めてのことだから、加減が分からないのは困るね」

「変態も馬鹿ね。この、馬鹿コンビ！　こういう場合は、タネ銭ケチって結局足りないってパターンが最も避けるべきなのは明白。だったら、やる事は決まってるわ。有り金全部、オールベットよ!!」

「……なるほど！　そう言われれば、そうだね！」

（落ち着け、清太郎！　完全に叶絵の口車に乗せられておるぞ!?　その車に乗ってはいかん！　行き先は、三さん途ずの川か、はたまた地獄の一丁目か。いずれにしろ、ろくなことにならぬのは明らかではないか!!　今すぐ降りよ！　速やかに!!）

「あー、あー。うっさいわねぇ。もう、こんなの無視して始めちゃいましょ。あたしの経験上、この手の術の行使は、撃ち手のキッカケで執行されるもんなのよ。例えば、呪文の詠唱とか、何か特殊な仕草をするとか。まあ、詠唱系は──」

　叶絵はじろりと恵拏俚を睨にらむ。

（……。今日は実に良い天気だのぉ）

「違うみたいね。じゃあ、なんか印みたいなのを結んだりとか──」

　再び彼女に向けられるは、刺されそうなほど鋭い視線のレーザービーム。

（……ぴゅー。ぴゅぴゅー）

「しないわね。……ってか、何その誤魔化し方。昭和か！　この二十一世紀に口笛吹いて誤魔化せると思ってる神がいるなんて、世も末ね。……さて、こうなると考えられるのは、撃ち手本人による術行使の意思表示……とか」

（…………）

「それも、具体的に、例えば１万円分の対価で福を交換してくれ──みたいな」

（…………）

「うん、うん」と満足そうに頷うなずいた叶絵は、僕の肩を叩たたく。

「使用法が分かったわ。あとは、アンタの言いやすい口上でいいから、何か適当に唱えなさいな。お待ちかねの、反逆タイムよ!!」

（ちょ、ちょまぁぁっ!!　それ、噓だぞ!?　アレだぞ、お前、それ間違っておるからな！　そんなことしたら、ええと、そうだな、ああ、うん、罰が当たる。罰が当たるぞ、清太郎!!）

　僕は、恵拏俚に笑顔を見せた。共に暮らし共に生きてきた僕たちは、やはりどこか似ている。……お互い、噓をつくのが下手くそだなあ。

「──天満清太郎の名において宣言しよう。僕の現在の預金残高全てを賭かけて、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を行使する!!　この場を収める力をくれっ!!」

（んほぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ）

　恵拏俚の素すっ頓とん狂きような声に誘われるように、僕の手のひらが藤色に優しく輝いた。
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　眩まばゆい輝きに目を細める僕たちであったが、周囲の人質のみなさんはノーリアクション。どうも、この現象は視みえる者にしか見えないモノらしく、その答えは異能力と言う全男の子の憧あこがれたる栄光をこの手に現在進行形で摑つかんでいることにほかならず、僕は一人身震いをした。

「……おおおっ！　どうなるのかな、これ!?　うおおおっ」

「うっさいわよ！　せっかく周りに見えてないから目立たないのに、大声出して強盗たちに気付かれでもしたらどうすんのよ、この馬鹿！　変態馬鹿!!」

　叶絵にベシンと首筋をチョップされ僕のテンションは些いささか低下し、幾分かの冷静さも取り戻したが、それでもなお期待感はストップ高。この先に待っている展開が待ち遠しくてたまらない。何が出るのだろうか。今回の場合は敵を無力化するのが目的なので、対人に効果のあるものか。もしかしたら、この手から波動的なものが放たれるのかもしれない。それとも、対象者を捕縛するピストルでも現れるのだろうか。なにせ、僕の全財産、具体的には６万と４０００円と少しをつぎ込んでいることを考えても、それはもう期待するなと言う方が無理である。これだけのお金があれば、いったいどれほどのことが出来るだろうか。それを供物に神の力を借りるのだから、それはもうとんでもない事になるのは約束された未来であろう。ああ、考えただけでワクワクする。

　そんな僕の気を知ってか知らずか藤色の光は少しずつ弱くなっていき、それに反比例するように僕の手のひらには何かの感触が感じられる。どうも、物質が生成されたらしかった。神託を受けた道具、つまりは神器である。僕の予想通りピストルであろうか。それとも、日本の神らしく刀であろうか。いっそ、ライトセイバーのようなものだったら、画え的にも実に格好が良い。僕は学校の選択体育で剣道を学んでいるので、それを活いかすにももってこいだ。

　一抹の不安は妙に感触が軽く、小さいような気がすることだが。

　いやいや、僕としたことが、人間の常識で推し量ろうとは愚かである。神器なのだからこの世の質量法則など無視したものに違いない。

　僕が気持ちをもどかしく震えさせている間にも光は消え去り、ついに全容が明らかになった。

「な、ななっ!?　……こ、これは!!」

　言葉を失った。想像を遥はるかに超えていた。

　しばし放心状態の僕の代わりに、叶絵が右手に握り締められたものを見て、短く一言。

「……輪ゴムね」

　──この世には、神も仏もいないらしい。

　僕の興奮で汗ばんだ右手には、確かに青い輪ゴムが三つ握られていた。僕に残ったティースプーン一杯分のポジティブシンキングで、その輪ゴムを引っ張って伸ばしてみたり、匂いを嗅かいでみたり、舌で舐なめてみたりと試してみる。

　──輪ゴムだ。

　僕が汗水流して稼いだ全財産は、なるほど世間一般の価値からすれば端はした金がねであろう。それは認めよう。認めざるを得ない。しかし、しかしだ、諸君。これでも僕にとっては、一生懸命に働いて稼いだ虎の子の全財産だったのだ。それをぶっ込んだ結果が、輪ゴム三つとは、いくらなんでも酷ひど過すぎやしませんか。上がりに上がって下り方を忘れた期待値はストップ安。大暴落である。大恐慌である。これは、歴史に残る惨事であろう。

「……ま、まあ、元気出しなさいよ。貧乏神の起こす奇跡なんて、そんなもんだってば。さ、さあ、作戦の練り直しよ。アンタも知恵を出すのよ。あと、ホント、元気も出しなさいよ」

　ついには叶絵にまで気を遣われる始末。どこまでも惨めで憐あわれな男がここに誕生したらしかった。そうとも、僕である。

（しばし待たれい、お前たち）

　少しの間沈黙を続けていた恵拏俚の声がする。

「いや、いいんだよ、恵拏俚。君が悪いわけじゃない。悪いのは、全部貧乏な僕なんだ。そうさ、僕には輪ゴムがお似合いさ。いや、僕は輪ゴムのように伸びたり縮んだりすら出来ないか。はははっ、輪ゴム以下の人間って、いるんだね……」

「ちょっと、恵拏俚！　アンタ、自分の宿主泣かせて、どういうつもりよ!!」

　泣いてなどいないさ。これは、少し心が汗をかいただけさ。

（いや、ちょっと話を聞かんか。お前たち、ソレを外見だけで判断しとるだろう。一見すると、確かに輪ゴムに見えるだろうが、それは神器だ。間違いなく、神の力が宿った道具に相違ない）

「……本当に？」

（他でもない、私と清太郎の仲ではないか。私がお前を謀るなど、あるはずなかろうて）

　言われてみれば、恵拏俚が僕に噓をついたことはこれまで一度としてない。そして合理的に考えても、この局面で僕を騙だますとも考えにくい。

　どうやら、輪ゴムと言う余りにもしょっぱい外見で、正体をなくしてしまっていたらしい。まったく修行が足りないな、僕も。

「んじゃ、この輪ゴムは何なのよ。こんなので、何ができるって言うのよ」

（これは、『射しや魂こん奪だつ』と呼ばれるものでな。読んで字のごとく、ひとたびコイツで射い貫ぬかれれば、その者はたちまち昏こん倒とうする。さながら、魂を奪われたように。本来の姿は矢のような形状なのだが、これは恐らく清太郎が最も使い易い形に具現化した結果であろう。ほれ、お前は小学生の頃、よく輪ゴム鉄砲で的当てをして遊んでいたではないか）

「い、言われてみれば。うん。僕は、輪ゴム鉄砲は百発百中の腕前だった。小学二年生の時には、ゴム太郎と畏い怖ふされていた記憶があるよ！　そうか、そうだったのか!!」

「……アンタ、辛つらい幼少期を過ごしてたのね。なんか可哀想になってきたわ。ゴム太郎って。それ、いじめられてたんじゃないの？」

　僕が不思議そうに「いや、友人関係は良好だったけど」と答えると、叶絵は「あっそ」と手を挙げて、それ以上この話題に触れようとしなかった。

　その代わり腕まくりした彼女は、猛たけ々だけしく言うのだった。

「まっ、いいわ。それじゃ、採用試験のスタートね。……アイツらを、あたしとアンタでぶっ殺すわよ!!」

　相変わらず、可愛い顔からは想像もつかぬドスの効いたセリフである。
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「ここから吞のん気きに椅子に座ってる強盗の片割れまで、だいたい20メートルってとこかしら。こんなに離れてるのにその何とかって輪ゴム、当てられるの？」

「勿もち論ろんさ。僕の輪ゴム捌さばきは伊達だてじゃないよ。それにしても、よく正確な距離が分かるね」

「ふふんっ。アンタこそ、あたしの目を舐めんじゃないわよ。あたしは、全国に数十人しかいない霊視探偵様よ？　この目で測れないものなんて、この世にないの」

「なるほど。了解した。じゃあ、僕は叶絵の指示に黙って従うことにする」

（ああ……。何やら、もうすでにいい様に扱われておる……。分かってはいたが、どこまで人が好よいのだ……）

「うっさいわね、貧乏神！　アンタは、外の様子でも見てなさい。このタイミングで警察が来たら厄介だから、その場合はなんか呪術的なアレで足止めしといて」

　有無を言わせぬ叶絵の指示に、恵拏俚も「なんと傲ごう慢まんな娘か」と嘆きながらも、渋々と天井を抜けて行った。一軍の将に求められるのは統率力と人を見る目であると聞き及ぶが、彼女にはそのどちらもが備わっているらしかった。心強いやら、末恐ろしいやら。

　ここからの展開は実にめまぐるしく、まさに疾風怒ど濤とうのそれを体現しており、僕はただただ、目の前にいる可か憐れんな女子の実力の程を思い知らされるのであった。

「目標、ラガーシャツを着て椅子に座ってる縦にでかい間抜け！　外したら承知しないわよ!?　第一射、撃てぇ!!」

「了解！」

　僕の指からパシュンと勢いよく飛び出した『射しや魂こん奪だつ』は、叶絵の指示通り、ターゲットのこめかみに命中した。

「痛いてぇっ!?　なんだ、これはぁぁぁぁぁん──」

　強盗の片割れが、泡を吹いて床に倒れこむ。

「……驚いた。すごいなあ、これは」

　身の丈１９０センチ近くはあろうかと言う成人男性を一瞬で気絶させてしまうとは。実のところまだほんの少しばかり半信半疑だった輪ゴム状の神器に、僕は敬服した。

「コラ、呆ほうけてるんじゃない！　続いて、間抜けの異変に驚いて駆け寄ってくるサングラスの横にでかい間抜けに向かって、第二射、撃てぇ!!」

　叶絵の指示が、夢見心地の僕に冷や水を浴びせる。輪ゴム鉄砲のコツは精神統一にあるのは全国民が知っていよう。無論、僕だって知っている。大きく息を吐いて、感情をコントロールする。そして静かに張り詰めた輪ゴムを──離す！

「おい、おめぇ、いったいどうしたんだってんだあぁぁぁぁぁぁぁぁ──」

　二人目の強盗も僕の放った『射しや魂こん奪だつ』を受けてグラリと体勢を崩し、無言で崩れ落ちた。

　数秒の間のあと、場にいた人質たちが「わああぁっ」と歓声を上げる。緊張状態から解き放たれ、涙を流す人もいた。

　僕もほっと一息、肩の荷を下ろそうとしたところ、未いまだ眼光鋭い叶絵に首根っこを摑まれ無理矢理に再び緊迫感溢あふれる空気の中へと戻される。
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「まだ終わってないわよ」

　そう断言する彼女の横顔を見ながら、僕は「へえ？」と、要領を得ない。

　そんな僕を引きずりながら、叶絵はツカツカと銀行の奥へ進んでいく。そこには強盗が倒れてもなお、現金をバッグやらアタッシュケースやらに詰め込み続けている銀行の偉い人がいた。

「……ねえ、おじさん。忙しそうね？」

　叶絵の言葉に気付き、顔を上げる偉い人。彼の手には拳けん銃じゆうが握られており、僕の心臓は早鐘を打った。状況が飲み込めず、餌を催促する鯉のように口をパクパクさせるも、言葉が出てこない。彼女は続ける。

「間抜け二人は捨て駒で、最初からアンタが黒幕だったのよね。アイツらが全ての目を引きつけている間に、上手いことお金を持ってサヨナラ……ってとこかしら」

　偉い人は、先程まで右往左往していた姿など微み塵じんも見せず、目をギラつかせてゆっくりと銃口を叶絵に向ける。

「おっかしいねぇ。わたしの演技は完かん璧ぺきだったと思ったのだが」

「くそ馬鹿ね。真っ黒な色がダダ漏れしてんのよ。……アンタの心、いい色してんじゃない。あたしの目まで引きつけちゃったのが、失態だったわね」

「訳のわからんことを言うなぁ!!　大人を馬鹿にしやがってぇ!!」

『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』によって出現した『射しや魂こん奪だつ』の数は三つ。凶弾の込められた銃口を向けられ、なおも余裕な叶絵。そして、彼女の横に連れてこられた僕。点と点が繫つながり、線となる。そうすれば、次に何をすべきかも自おのずと鮮明になる。

「どっせぇぇぃ!!」

　輪ゴムを指にかけ引き伸ばし、狙いをつけて放つ。勢い任せに掛け声なんてものもトッピングしてみた。電光石火の早技は、僕の幼少期に培った独り遊びの賜たま物ものであった。人生に無駄な時間はないと諸君にも知ってもらいたい。

「あひぃぃぃん──」

　幕引きまで馬っぽい、最期と呼ぶには余りにも貧相な声を出して、お粗末な銀行強盗事件の幕は下ろされた。

　同時に、僕の人生において本当の意味での幕が上がった瞬間でもあった。




　最後に彼女は、それまでの仏頂面から一転、ニッコリと僕に微笑んだ。

「アンタにしては頑張ったわね。やるじゃない、清太郎っ！」

　季節外れに咲いた向日葵ひまわりの様な笑顔が、実に印象的だった。
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　皆の衆、壮健であろうか。

　誰だお前とは、心外ではないか。貧乏神美少女総選挙で五年連続一位を取ったのは記憶に新しい、私、恵え拏な俚りであるぞ。

　清せい太た郎ろうが叶かな絵えと出会った、いや、出遭ってしまったあの日から二週間が過ぎようとしておる。相変わらず彼は貧乏だが、その生活は大きく変へん貌ぼうを遂げた。一ひと先まず、その辺の話から始めようではないか。

　住居の問題。

　アパートの家賃を支払えず、ついに管理会社から見放され家なき子になった清太郎であったが、叶絵の計らいにより五ご斑まだらの屋敷の敷地内に建つ使用人室へ転居が叶かなった。使用人室と言うと、かの有名な『小公女セーラ』に出てくる屋根裏部屋みたいな想像をする者もおるかと思うが、それはとんでもない勘違いだ。これまでの煎せん餅べいのような布団は柔らかいベッドになり、シミだらけのちゃぶ台は、椅子付きのモダンなテーブルとなった。しかも、ここにはミンチン先生もいない。セーラには申し訳ないが、彼女とは似ても似つかぬ快適空間を手に入れた我らである。

　バイトの問題。

　清太郎の勤めていたファミレスは潰つぶれ、今は空き店舗になっている。と言うよりも、叶絵の助手となったのだから当然その給金が支払われるので、もはやバイトをする必要はない。……それなのに、それなのにである。聞いてくれるか、皆の衆。清太郎はあろうことか、「衣食住のうち二つもの世話をしてもらっているのに、この上給料まで貰もらってしまっては申し訳ない」などと言い、叶絵の申し出を断固拒否した。それでも辛抱強く説得を続けた私と叶絵であるが、清太郎は頑かたくなであり、ついには我を貫き通してしまった。何と言う心の清らかさだろうか。だがその代償に、彼は生活費の獲得のため今もバイトを三つ掛け持ちしておるのだ。

　霊視探偵助手の問題。

　前述の通り、清太郎は正式に叶絵の助手として迎えられた。彼女は、今、この街に起きている大きな事件を追っている。そのために、強力な助手を求めておったのだ。その案件は実に厄介であり、緻ち密みつな捜査と強きよう靭じんな忍耐、さらには大胆不敵な奥の手が求められ、清太郎の能力はその全ての適性に符合した。未だその事件の全容は我らに明かされていないが近いうちに示されるであろう。我らはその時まで、しっかりと牙きばを研いでおく所存だ。

　このように、彼を取り巻く環境は激変したが、彼が行使する事は変わらない。

　今日もそろそろ朝日が昇るが、願うべくは穏やかな一日であって欲しいと、ただそれだけなのだ。そして、私の願いは基本的に叶わない。貧乏神の悲しき性さがである。
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「おはよう、恵拏俚」

「ああ、おはよう、清太郎」

　今朝も爽さわやかに起床し、自室を出て洗面所へ向かう清太郎。そこには先客がいる。

「あっ、おはようございます！　清太郎さん!!」

　まだ五時半だと言うのに元気な少女。名を梅うめ園ぞの茉ま莉り亜あと言い、叶絵の従姉妹いとこにあたる娘らしい。茉莉亜は中学二年生であり、この街にあるアイリス女学院に通うため、五斑の屋敷に下宿しておる。

　ちなみに、アイリス女学院は中高一貫校であり、叶絵も通っているお嬢様学校だ。下宿し始めた際貴賓室をあてがわれたのだが、自分には過分であると率先して使用人室を選んだ、清太郎に負けない清らかな心の持ち主でもある。

　そのフワフワした亜麻色の髪を筆頭に、全身が何かフモッとしたこの世のものではない成分で構築されているようであり、私が出会って五秒で頭を撫なで散らかしたのも無理からぬ話。愛され系ゆるふわ女子とたばかる世の女どもに宣言しておくが、真に愛されるゆるふわした女子はこの世でひと握りである。ちなみに身長、胸囲ともに従姉妹の叶絵と同じくらいであるが、こちらはまだまだ発育の兆しがある有望株でもある。それらの成長とともに悪い虫が寄ってくるであろうから、今のうちに殺虫剤を用意しておくべきと心得るべし。

　さらに──。

「恵拏俚様も、おはようございますっ!!」

　彼女も五斑の家系であるゆえか視みえる方の人間であり、当然のことながら私を認識することができる。その上、私を神として崇あがめてくれるのだ。重要なことなので繰り返すが、貧乏神たる私を、神として崇め奉ってくれるのだ。私は思う。彼女こそ、聖母の生まれ変わりではないか。名は体を表すとはよく言ったもので、まさに茉莉亜はマリアたる女性に成長すること、疑う余地はないと思われた。どこぞの傲慢な霊視探偵に爪の垢あかを煎せんじて飲ませてやりたい。カモミールティーのように、さぞや風味豊かな茶となるだろう。

「茉莉亜ちゃんはこんなに早起きして何をするんだい？」

「はいっ、わたしはお庭の掃除をしようと思いまして。この頃、落ち葉も増えてきましたし、居候させてもらっている身ですから少しでもお役に立てればいいなって。清太郎さんこそ、お早いですね？」

「うん。僕はお腹が空いて目が覚めちゃったんだよ。昨日はバイト先で貰もらったこんにゃくを二つも食べたんだけどね。僕は新陳代謝がいいからなあ」

「そ、そうなんですね。あははは……。じゃあ、朝ごはんは一緒に食べませんか？　わたしも贅ぜい沢たくなご馳ち走そうは用意できませんけど、お味噌みそ汁しるとお漬物はありますし。あっ、それから、それから、卵焼きならわたし得意なんですよっ!!」

「それは嬉うれしいお誘いだね。じゃあ、僕も庭の掃除を手伝おうか！　せっかく早起きしたんだから、労働しないともったいない」

「はいっ!!」

　皆の衆。いやさ、皆の衆、聞いただろうか。聞こえただろうか、この高原の雪解け水のように澄んだ魂の持ち主同士の会話を。私は聞き惚ほれた。皆の衆もそうであろう。だが、どうしても一言だけ口を挟みたくなってしまい、私は彼らに質問を投げかける。

「二人とも、母おも屋やの方で叶絵の朝食に呼ばれれば良いのではないか？　叶絵も言っていたであろうに。いつでも来て良いと」

　私の指摘は至極正しい。その自信には、裏付けするだけの根拠があり、その根拠には、覆し難い理りがあった。だって、そっちの方が絶対良いではないか。食費も掛からず、豪勢な朝食で一日の力を蓄える。これを蹴ける理由が、私には分からぬ。

　そんな私の疑問を彼らは逆に疑問に思ったらしく、顔を見合わせると口を揃えて言うのである。

「いや、それはちょっと。使用人さんの仕事を増やすのは気が引けるし、自分で出来ることなのに厚意に甘えているとだらしのない人間になってしまうよ」

「そうですよねっ！　叶絵さんとの朝ごはんには、時々ご招待して頂いてますし。そんな、毎日ご厄介になるなんてとんでもないですよ」

「だよねえ」

「ですよねっ」

　皆の衆、私は自分が恥ずかしい。貧乏神に成り果てたのはついぞ昔のことながら、私はいつから性根までさもしい神に成り下がったのか。未いまだ神の冠を未練がましく摑つかむ私よりも、この二人の方が余程潔白ではないか。十里向こうの山の麓ふもとまで幸の光で照らした、かつての福の神であった時分を忘れたか。なんとも情けなし。

「ふむ。これだけ落ち葉があると、焼き芋でもしたくなるなあ。サツマイモでもいいし、ジャガイモを焼いてバターを垂らすのも捨てがたい」

「いいですねっ。あっ、でも、勝手に焚たき火なんかしちゃったら怒られちゃいますよ」

「そうだよねえ。それに、芋を買うお金がないんだった。無念だなあ」

「お芋と言えば、平ひら目めヶが丘おか商店街に、とっても美味おいしいコロッケを売っているお肉屋さんがあるんですよっ。清太郎さん、知ってました？　しかも、すっごく安いんです」

　その店なら私も知っている。学生の帰宅時間になると、いつも賑にぎわっている精肉店のことであろう。あの一帯は清太郎のバイト先の一つであるスーパーからも近いので、私は暇つぶしにしばしば商店街の上空を漂っている。

「ああ、犬いぬ松まつ屋やのことだね。僕もいい匂いだなあと普段から思ってたけど、そんなに美味しいのか。一度食べてみたいね」

「だったら、今日の放課後、一緒に行きませんか？　叶絵さんも誘って！」

「それはいい考えだね。……ううむ」

「いい考え」と褒めた矢先に清太郎の思案顔。それを見た茉莉亜は、事情をすぐに察したらしかった。

「あっ、お金なら、わたしが出しますよ？」

　清太郎！　それはいけない!!

　いくら貧乏だからと言って、中学二年生の女子に奢おごってもらうなど物語の主人公にあるまじき所業。これまでコツコツと積み上げてきた、お前の清貧に甘んじ構築されたるイメージが、一瞬で瓦が解かいすることになりかねぬ。どうか、己で気付いてくれ。私は心の中で四畳半よりも大きな旗に「危険。早まるな」と書き連ね、全力で振り回した。

　その成果が上がったのかは判然としなかったが、清太郎はポケットの中から銀色の硬貨を取り出す。そのシルエットに後光が差して見えたのは、私の見間違いではあるまい。

「心配には及ばないよ、茉莉亜ちゃん。いい塩あん梅ばいに、懐に２００円入っていた。これだけあればコロッケが買えるよ」

「そうですか！　良かったですっ。……あれ？　でも、それだとお昼はどうするんですか？」

　首をかしげる茉莉亜に向かって、とびきりのスマイルで清太郎は言った。

「平気、平気。まだ、こんにゃくがあるからね！」

　私は静かに泣いた。







「久方ぶりの手料理はさぞかし美味であったろう？」

　登校中の清太郎に、私は答えの分かりきった問いをする。

「大満足だよ。茉莉亜ちゃん、まだ中学生なのに自炊してるとか偉いよね。あのたくあんも、自分で漬けてるって言うんだから驚きだ」

「うむ。彼女は、将来さぞかし有能な良妻賢母となるのは間違いない。だが、料理の腕ならば清太郎もなかなかのものではないか」

「まあ、それなりのものは作れるけどね。自慢できる程の腕じゃないし、何より僕には料理するための食材を手に入れられないと言う問題がある」

「……世の中とは、まっこと上手くできておらぬのぉ」

　清太郎の登校中は、このように他愛のない話をして時間を使っている。なにせ、五斑の屋敷から大おお平ひら高校まで距離にして20キロある。往復すると、ほとんどフルマラソンと同じ長さであり、移動手段が徒歩である以上、時間がかかるのはもはや致し方ない。清太郎の体の屈強さについては、今更語ることもないかと思われる。健脚も健脚、歩いているはずなのに、時折自転車通勤のサラリーマンを追い抜くことがあるくらいで、どこぞの実業団が清太郎を競歩の強化選手として勧誘に来るのも時間の問題であろう。しかし、見る者を恐れさせるスピードで歩いてもなお、それなりに時間はかかる。そのため、私が話し相手を務めているのだ。なにせ、無駄に齢よわいを重ねている私であるからして、面白エピソードにだけは事欠かない。今日も、「スタジオジブリ作品の中で最も可愛いヒロインとは誰ぞ」と言うテーマで、彼の脳を楽しませてやろうと企たくらんでいるところだ。なに？　昔話ではないのか、だと？　皆の衆、それは偏見だ。私は神であるぞ。古いにしえの噺はなしから、近年のサブカルまで、大体の筋は拾ってある。ちなみにこのテーマにおける私の解は、ズバリ『猫の恩返し』の吉よし岡おかハルだ。異論は認めるが、私との論争になることを覚悟されたし。彼女が私に負けず劣らぬ大層な魅力をたたえておる事実を覆すのは百戦錬磨の論客でも不可能であるぞ。

　そんな調子で、今日も清太郎にいらぬ知識をジャバジャバと与えながら登校の一時を過ごす私たちであった。
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　皆の衆は、「ほんやくこんにゃく」をご存知だろうか。

　そうとも、かの有名な猫型ロボットが持つ近未来型科学兵器の一つである。あまり知られていないが、アレは生き物が食すことで効力を発揮するのはもちろんのこと、ロボット等の意思を持つ無機物の上に載っけることでも同様の効果を得ることができる。理論がどうなっているのかは私のような無む垢くな乙女には分からぬが、無機物とさえコミュニケーションを持てるとは、猫型ロボットの故郷の科学力の恐ろしさよ。

　私が、なにゆえ唐突にこのような話をしたかと言えば、昼休みの屋上でこんにゃくを無心でモグモグやっている清太郎を見ていられなくなったからに他ならない。誰か、誰でもいい、せめて何か、味のついた食べ物を彼に分け与えてやってはくれぬか。「ビッグカツ」で良い。いや、「蒲かば焼やきさん太郎」でも良い。

　そして、天は我らを見捨てなかった。

「おっつー。清太郎、発見！　……え、なに、なに食べてんの？　なにそれ、油粘土？」

　清太郎の幼おさな馴な染じみであり、悪友であり、学校生活における食料担当大臣でもある、月つき永なが美み咲さきのご登場であらせられる。皆の衆、頭が高いぞ。控えるのだ。

「失敬な。これは、こんにゃくだよ」

「こんにゃくって！　それ、単体で食べるものじゃないでしょ!?　それで満足感は得られるの!?　もし得られるのなら、清太郎ってヤバイし、得られないで食べてるなら、清太郎ってもっとヤバイ」

「いいんだよ、お昼はこれで。今日は、放課後にご馳走が待っているからね。ふっふっふ」

「ええ、なになに？　清太郎の口から、清太郎らしからぬキーワードが出てきたじゃん！　気になる、超気になる！　放課後、何があるの!?」

「秘密さ」

　何と言う男らしさ。別に内緒にしておいてくれと茉莉亜に含ませられた訳でもあるまいに、男は語らず、ただ黙すのみ。見み惚とれてしまう剛ごう毅きな男よ。

「ぴんぽんぱんぽーん！　えー、今なら、秘密を話した方先着一名にウチ特製、鶏とりの唐揚げが進呈されまーす。ご希望の方はお急ぎくださーい」

　清太郎は、滑らかに全てを話した。これは彼を責めるよりも、堅けん牢ろうな城門たる佇まいを見せていた清太郎の口を簡単に割らせた美咲の唐揚げが放つ魅惑の力を褒めるべきであろう。

「ふーん。最近、朝見かけないと思ってたら、清太郎ってばそんな遠くから通ってたんだ。で、今日はそのお屋敷に一緒に住んでる、年端もいかない中学二年生の子とデートすると。そーゆうわけですな？」

「いや、ちょっと待って。なんか、色々と語弊がある言い方をしないでもらいたいな。そもそもデートではないよ。ただの買い食いだ」

「って言うか、ウチもその絶品コロッケ食べたいー！　連れてってよー」

「まあ、美咲には日頃からお世話になってるから、やぶさかじゃないけど。ちょっと待ってね、今、確認するから」

　そう言って、胸ポケットからスマホを取り出した清太郎を見て、美咲は白昼にも関わらずのっぺらぼうを見たかのように青ざめ「ぎゃああっ」と悲鳴をあげた。

　それもそうだろう。私だって未だに見慣れないのだから。年端もいかぬ頃から清太郎を知っている美咲からすれば、天変地異の前触れかと恐れ慄おののくのも理解できる反応であった。

「ええと。い、い、か、な。……と。いやいや、このスマホってのは本当に難しいね。軽々使いこなしてる美咲や他の友達の凄すごさがようやく分かるよ。現代っ子ってすごい」

「ま、待って。待って待って待って。落ち着け、ウチ。そうだ、ここは深呼吸。ええと、どうやるんだったっけ。……ひっひっ、ふぅー。ひっひっ、ふぅー」

　美咲よ、それは深呼吸ではない。ラマーズ法だ。そしてお主は妊婦でもない。

「ん？　どうかしたかな？」

「どうか、じゃないよ!!　なんで、どうして、清太郎がスマホを持ってるの!?　盗んだの!?　ついに貧乏に耐えられなくなって、ヤっちゃったの!?　なんでさ、どうして一言ウチに相談してくれなかったのさ!!　でも、しょうがないよね、ヤっちゃったものは。……うん。ウチと一緒に、謝りに行こ？　ちゃんと頭を床に擦こすりつけたら、許してもらえるかもしれないし」

「はて。美咲の言っていることがよく分からないんだけど」

（……どう考えても、お前が、持っているだけでも金のかかるスマートフォンをなにゆえ所持しているのか狼狽うろたえておるのだ。もういいから、早く経緯いきさつを全部話してやれ。美咲が気の毒でならぬ）

　清太郎は「ああ、なるほど」などと言ったのち、ポンと手を打った。そして、美咲に霊視探偵の助手として働くことになった事や、その雇い主との連絡のためにスマホを持たせられている事などを、極めて冷静なテンションで話して聞かせた。と言うか、要点だけ搔かい摘つまんで伝えれば良いと私も助言すべきだった。彼は、銀行強盗の現場で起きたことから何から引っ括くるめて風ふ呂ろ場ばの濡ぬれた石せつ鹼けんのようにツルツル語るくせに、私の存在に関しては例によって伏せるものだから、美咲は顔を赤くしたり白くしたりしながら、浮世離れした事件の一端をどうにか咀そ嚼しやくしようと必死な様子であった。

「……と、とにかく、清太郎とその叶絵ちゃんって子の不思議パワーで、強盗を捕まえちゃったってこと!?　……君は、アレだねぇ。昔から、やたらと逞たくましいとは思ってたけど、ついに銃で武装した強盗を倒すまでになったのか。はへぇー。お姉さんは嬉うれしいやら、ドン引くやら、複雑だよ。しかも、霊視探偵!?　それって、あの霊視探偵だよね!?」

　美咲も、強引に事態を嚙かみ砕いたらしかった。この話を聞かされてそれを少しばかり頑張れば嚙み砕けるのだから、彼女の顎あごの力もなかなかのものである。

「やっぱり美咲も知ってるのか。有名なんだねえ、霊視探偵っていうのは」

「えええっ!?　知らないで助手になったの!?　ってか、テレビでもやってるじゃんか！　『霊視探偵、悦えつ子こは見た』とか!!」

「ああ、それは叶絵も言ってたヤツだ。僕は見たことないけど、凄い視聴率だったんだって？」

「視聴率30％越えのお化けドラマよ!!　来年にはシーズン16が始まるんだよ!?　もはや一般教養レベルなんだから、清太郎も一度見るべきだって。それにしても、全国にほんの少ししかいない霊視探偵がまさかこの街にいるなんて！　うむむっ、知らなかった！」

「美咲がそんなに興味を持つとは、意外だなあ。そう言えば茉莉亜ちゃんが放課後、叶絵も誘うって言ってたけど」

「行くっ！　ウチも、絶対ついて行きたい!!　お願い清太郎、いいでしょー？　ほら、このウインナーもあげるからっ」

　肩書きだけで鶏の唐揚げとウインナーを手に入れるとは、霊視探偵というものも存外悪くないのかもしれぬ。いっそ、「わたくし、霊視探偵助手をやっております」とでも書いたタスキをかけて街を歩けば、瞬く間におひねりが飛んでくるのではなかろうか。

　そんなことを考えていると、清太郎のスマホがピロンと鳴った。

「ええと、このアイコンをタップするんだったかな。……ああ、よし。茉莉亜ちゃんは大歓迎だってさ」

「きゃっほー！　やったぁー!!　じゃあ、放課後に備えてお腹空かせとかなきゃっ。はい、清太郎、鶏の唐揚げもう一個あげる！」

　……タスキをかけて練り歩く策を、真剣に考えてみるべきやもしれぬ。
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　平目ヶ丘商店街は、この街のほぼ中心に位置する。南にＪＲ平ひら目めヶが丘おか駅、北にバスターミナルと言う立地の恩恵もあり、商店街がシャッター街と化する問題が散見される昨今においても、この約６００メートルの大通りは活気に満ちている。軒を連ねる商店も、古くからある金物屋や古書店、喫茶店やレコード店が時代を感じさせる雰囲気を出しているかと思えば、ドーナツの露店に予約待ちの美容室、アロマの香り漂う雑貨屋などが新しい風を吹き込んでいる。ありのままを言えば実に雑多な生態系を成しているようにも見えるが、それらが複雑に絡み合った結果、まっこと味わい深い独特の空気感を作り出すことに成功し、商店街の未来は明るいであろうことは想像に難くない。

　清太郎と美咲は、商店街の中央広場にあるヒラメの像の前にやって来ていた。

　このヒラメ像は街のマスコットであり、この地に住んでいれば至るところで目にする機会がある。巨大なヒラメは些いささか不気味であるが、若者の待ち合わせ場所としても一役買っているので大目に見てやろう。本日の買い食いツアーの集合地点も、この像の前なのである。不意にヒラメとカレイの見分け方について語ろうかとも思ったが、長くなりそうなのでヒラメ像の代わりに私を模した像を設置するのはどうかと提案してみる。さぞかし街の評判は上がるであろうぞ。世の中、美少女が嫌いな者などおらぬゆえ。ちなみに今「少女って。ぷっ」と失笑した者。私の沸点の高さはチョモランマ並と神々の間でも噂されるほどであるゆえ、今回は見逃してやろう。

「あーっ、まだかな、まだかなぁ。現役女子高生の霊視探偵に、その従姉妹いとこの美少女！　ぬはぁー！　早く会いたい、待ちきれない!!　清太郎、待ち合わせはここで合ってるんだよね!?」

「そうだよ。って言うか、ちょっと声が大きいよ、美咲。焦らなくてもすぐに会えるんだから、少し落ち着いて」

　美咲は、まだ見ぬ二人を思って辛抱堪たまらぬ様子と見える。彼女を見ていると、何故だか幕末の混乱期に血を滾たぎらせていた維新志士を想起させる。どうか、維新志士のように先走った行動はしないで欲しいところであるが。

「清太郎さーん！　すみません、お待たせしちゃいましたぁ」

　こちらに向かって駆けてくるは、茉莉亜である。

「やあ、茉莉亜ちゃん。僕たちも今来たところぶはぁっ」

「やーっ！　あなたが茉莉亜ちゃん!?　うっそ、話に聞いて想像してたよりずっと可愛いんだけど!!　しかも、アイリスの制服じゃん!!　可愛いー！　似合ってるー!!　ああーっ、家に連れて帰って一緒にお風ふ呂ろに入りたい!!」

「ひゃあああっ!?　く、苦しいです……」

　茉莉亜が視界に入るやいなや、獲物を見つけたハヤブサの如き無駄のない動きで彼女を抱きしめ、そのついでに清太郎を吹っ飛ばした美咲。どうやら私の見込みが甘かった。彼女は、維新志士よりも猪ちよ突とつ猛もう進しんである。このままでは茉莉亜が窒息して倒れるのは時間の問題であろう。私は清太郎の背中をつついて、「早く助けてやらぬか」と助言する。

「おいおい、茉莉亜ちゃんが困っているだろうに。やめなさいよ、美咲」

　悪さをする猫をつまみあげる様に、美咲の首根っこを摑つかむ清太郎。助けてやれと言ったのは私だが、年頃の女子に対して何と言う対応であろうか。

「にゃっははは。ごめん、ごめん。つい、ほとばしる情熱が抑えられなくなっちゃってさぁー。えっと、ウチは月永美咲だよ。可愛い子にはつい優しくしちゃうお姉さんだ！　よろしくねー」

「あ、いえ、少しビックリしただけですから、お気になさらずに。わたしは、梅園茉莉亜です。えっと、えっと、美咲先輩とお呼びしてもよろしいですか？」

「モチのロンだよ、茉莉亜ちゃん!!　ああーっ、可愛いなぁ。ウチも、アイリスに編入しようかなぁー」

「ふむ。美咲の成績じゃ、厳しいだろうね」

　維新志士を凌しのぐ猪武者を一刀両断する清太郎。なんだ、ここは合戦場なのか。そして「およよよ……」と崩れ落ちる美咲を慰める茉莉亜は、さながらナイチンゲールのようである。武士が二人にヒーラー一人。ここに魔法使い的ポジションの叶絵が加われば、実にバランスが良い。

「あ、清太郎さん、一つ残念なお知らせが。叶絵さん、仕事の現場に寄ってから来るとのことで、もしかしたら間に合わないかもというお話で。だから、自分の事は待たなくていい、早く終われば合流する、だそうです」

　ふむ。魔法使いは欠席であったか。

「そうかあ。残念だったね、美咲」

「なんくるないさー!!　今のウチは、茉莉亜ちゃんに夢中だからね。ねぇねぇ、地元ってどこ？　好きな色ってなに？　得意なスポーツは？　胸のサイズは!?」

「は、はわわわわっ」

「はっはっは。賑にぎやかでいいなあ」

　愛あい玩がん動物が今まさに猛もう禽きん類るいの手によって捕食されそうになっているのだから、笑っていないで助けてやらぬか。そう思いながらも、心から楽しそうな清太郎を見て私の心も満たされる思いなのである。

　だが、本日の集いの目的は、心を満たすのではなく腹を満たすことであろう。先ほどから清太郎の腹の音がエイトビートを刻んでいるのを知るのは、私だけのようだった。
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「えへへっ。犬松屋のおばさんとは、もう顔見知りなんですよ、わたし！　いわゆる、顔パスってヤツですかね？　大人っぽくないですか？　おばさんも、すっごく明るくて優しくて、時々オマケもしてくれるんですっ」

「うんうん、背伸びする茉莉亜ちゃんもすこぶる可愛いよ！　もう、愛しているといっても過言じゃないっ!!」

「僕はそろそろ空腹の極みだなあ。早く噂のコロッケを食べたいよ。今日がオマケをしてくれる日だったら、言うことはないんだけどなあ」

　先頭を歩く茉莉亜が、二つ向こうの店を指差す。

「あっ、ここです！　こんにちはーっ！　うーん、今日もとってもいい匂いが……。あれっ？」

「……しないねー。お休みってこともない、かなぁ。シャッターは開いてるしー」

「お、おかしいですね。もう一回ご挨あい拶さつをしましょう。こんにちはーっ!!」

　店の奥から、のそのそと冬眠中の熊のように這はい出してきたのがどうやら店主のおばさんらしかった。その顔には「不景気」と印字されているようであり、貧乏神の私から見てもかなり縁起の悪い様子を窺い知ることができる。

「……ああ。茉莉亜ちゃんかい。いらっしゃい」

　店主のおばさん、登場早々に意気消沈である。ふーっと息を吹きかけると、タンポポの綿毛のように飛んでいってしまいそうにも見える。

「な、なんか、話とちょーっとばかし、イメージが違う感じ？　明るくは、ない、かなぁ」

「うん。どう見ても陰気だね」

　よもや清太郎に陰気と評されるとはこれはもう只ただ事ごとではない。皆の衆、肉の揚がる香ばしい匂いのかわりに、事件の香りが漂ってきたとは思わぬか。

「ど、どうしちゃったんですか、おばさん!?　いつもはあんなに……。もしかして、病気ですか!?　具合が悪いとかですか!?」

「……いや、体は元気なんだけどねぇ。何て言うか、ほら、毎日肉やらメンチカツやらコロッケやら売ってるからねぇ。もう、しばらく肉の事を考えたくないと言うかねぇ。正直、肉が憎くて仕方ないねぇ。……あ、おばちゃん今、上手うまいこと言ったね、なっはっは」

　肉屋が肉を売らずして何とする。そう一喝してやりたいのだが、まったくと言っていい程の覇気のなさを見ていると尻しりを叩たたいて良いのかどうか、私ですら分からなくなりそうだ。

　茉莉亜の前情報がなければ、「何と言う怠惰な態度か。商売人の風上にも置けぬ」とそっぽを向いて斜はす向むかいのドーナツ屋に行き先を変えれば済む話であるが、「おばさん、しっかりしてくださいぃー」とオロオロしきりの心清き女子中学生の姿を目にしてはそれも憚はばかられる。清太郎も私と意見を同じくしているようである。その証拠に、彼は店の前から一歩も動こうとしない。弱きを救い、困った人は見過ごせぬ。まこと、あっぱれな生き方ぞ。そんなお前に私は敬意を表する。

「……ねえ、美咲。そこにあるミンチを油で揚げちゃ、ダメかな？」

　ああ、違った。

　清太郎、単に空腹の限界を迎えようとしているだけであった。これはもう完全にコロッケを食べる口になっていたところ、途端に梯はし子ごを外され、もはや立ち往生寸前と見える。とりあえず私の敬意を返すがよい。

「いや、いやいやいや、ダメでしょ!?　他人ひと様さまのお店の商品に手を出しちゃダメでしょ!?」

　意外と常識のある美咲が、ここは防波堤役を買って出る。

「……いんやぁ、別にいいよ、揚げようが焼こうが店の壁に叩きつけようが。どうせ、今日は何もする気がしないしねぇ。かと言って、明日あした古くなった肉を処理するのも手間だしねぇ。あーあ、ミンチとか、この世からなくなればいいのにねぇ」

　あらぬ方角から防波堤が決壊させられた。脆もろく儚はかない堤防であった。

「えっ、いいの!?　いや、おばさんも何言ってんですか!?　そんな、顔見知りの茉莉亜ちゃん相手ならいざ知らず、初対面の怪しい男にそんな事言っちゃダメですって!!　ほら、茉莉亜ちゃんもなんか言ったげて！」

　なおも食い下がる美咲。先ほどまで、アカシアの花に群がる蜜みつ蜂ばちの様相で茉莉亜にまとわりついていたのに、この娘、いざとなると至極真っ当な行動を取るらしい。

「あっ、はい。えっと、えっと、えっと……。ああっ!!」

「なんか」を探すも見つからなかった茉莉亜が、代わりに見つけたものがあった。

「よしよし、下ごしらえはこれで良いかな。まずは、メンチカツとハムカツから揚げて行こう。さあ、忙しくなってきた！」

　調理場にナチュラルな不法侵入をし、その辺にあった割かつ烹ぽう着ぎを着て腕まくりをしたなら準備万端。そこには、今まさに揚げ物を始めようとしている清太郎の姿があった。

「せ、清太郎さん、何やってるんですかぁ!?」

「そうだよ、何しちゃってんの!?　それはさすがにまずいって!!」

　二人の猛抗議に、一瞬手を止める清太郎であったが──。

「……まあ、好きにしとくれ。邪魔な肉を片付けてくれるんなら助かるねぇ。あーあ、世の中のソーセージ、全部破裂したらいいのにねぇ」

　おばさんは炭酸の抜けきったコーラのような対応で、彼の暴挙を容認する。

　さすれば、当然、

「よし、来た！　任せて下さい、おばさん。僕はこう見えて、やる時はやる男ですよ」

　こうなるのも、もはや自然の流れのような気さえしてくる。

　当初の目的を覚えている者はどれくらい残っているだろうか。なに、忘れていても恥ずべきことなど何もないぞ、皆の衆。私も、何が何やら分からなくなってきたところだ。
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「さあ、メンチカツとハムカツ、あがり!!　……どれ、揚げ加減はどうかな。……うん、メンチカツ、美味うまい！　……うん、ハムカツ、美味おいしい!!　続いてコロッケだ！　その次に待っているのは、串くしカツだ!!」

　清太郎の手て捌さばきは熟練の定食屋の主人をも凌りよう駕がするほど万事手回しが良く、見る見るうちに揚げ物がカラッと仕上げられていく。さらにタチの悪いことに、味見と称してちょいちょい揚げ物の切れ端や商品にならない余りの部分を口に運んでいるものであるからして、これは車にガソリンを入れているようなものだ。馬車馬のように揚げ物を揚げ、その都度栄養補給をしてさらに揚げ物を揚げる。あっという間に永久機関が出来上がり、彼を止めるものはもはや何もないかと思われた。

「よーし、コロッケができたよ。二人とも、何してるの、食べて食べて」

「ううっ。た、確かに、この香ばしい匂いには耐えられない……かも。も、もう一度だけ確認するけど、これ、食べちゃっていいの!?　おばさん、ホントにいいの!?」

「……いいともさ。店の中にあるもの、全部食べてくれて構わないねぇ。だって、おばちゃん、肉々しい肉が憎くて憎々しいからねぇ。あっ、おばちゃん、また上手いこと言ったねぇ。なっはっはっは」

「……ごくり。じゃ、じゃあ、ちょっとだけ。……うまっ!!　揚げたてのコロッケ、うまぁいっ!!　なにこれ、お口の中がカーニバルや!!　茉莉亜ちゃんも、ほらっ、食べてみてよ！」

　また一人陥落してしまった。そして、堕おちた美咲は未いまだ土俵際でしのぎを削っている茉莉亜を誘う。

「はわわわわっ!?　だ、ダメですよぉ！　こんな事してたら、神様に怒られちゃいますっ」

　なんと言う信徒であろうか。茉莉亜がどこの何神様を奉っているのかは分からぬが、その神が私は妬ねたましい。どう転がっても貧乏神たる私は茉莉亜の神になれぬ事が、ことさら妬ましい。おのれ、どこぞの神め。

「まあまあ、茉莉亜ちゃん、ここは一口だけ。先っぽだけだから。ね、すぐ済むよー？」

　ともすれば如何いかがわしいセリフにしか聞こえない誘い文句である。美咲よ、先程までの常識人っぷりはどこへ行ったか。お主の常識は、羽を生やして空の彼方かなたへ飛んでいったのか。場所さえ分かれば私が網を片手に捕縛へ行くも吝やぶさかではないに、なんと口惜しいことか。

「や、やめて下さぁいー！　……んんっ!?　……あむっ」

　こやつ、茉莉亜の振り向きざまを狙って無理矢理口にコロッケを押し込みおった。

「お、美味しいです……。いつもの味とは違いますが、重厚な口当たりはすぐに満足感を得ることができて、それでいて外はサクサク、中はジューシーな仕上がり。しかも、良質の油で揚げてあるからでしょうか、軽い食感でいくらでも食べられちゃいそうです！」

　天使が堕天する様を私は目撃した。

　箍たがが外れたのだろうか。茉莉亜は料理評論家か、もしくは料理漫画に出てくる解説キャラのように、求められてもいない詳細な感想を一息に述べた。

　ついに歯止めをかける者がいなくなった、肉の犬松屋。

　清太郎は揚げ物製造機になったのだろうか、嬉き々きとしてこの場の材料で作り得る揚げ物を、次から次へと生み出している。もはや、美咲も茉莉亜も満腹感とともに幸せそうな顔をしているが、それでもなお揚げ物は揚げられ続ける。傍から見ていると、永遠に揚げ物を揚げ続けさせられる、無限揚げ物地獄なるものを想像させ、そしてそんな地獄に清太郎を落としたところで大したダメージはないことも同時に理解させられた。

　清太郎が生み出すものの副産物に、食欲をくすぐるかぐわしい匂いがあった。そして、それは時間の経過とともに店先まで流れ始めている。
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　その結果、事態はさらに混迷を極めることとなる。

「あら、犬松屋さん、今朝方はやってなかったのに、揚げ物しているのね」

「本当だわ。それにしても、いい匂いね。晩ご飯のおかずに、少し買っていこうかしら」

　時刻は午後五時過ぎ。

　ちょうど主婦たちの買い物ゴールデンタイムの最中であり、目利き自慢、鼻利き自慢の彼女たちを引き寄せたのは清太郎の無類の腕前だった。

「すみません。メンチカツ、三つ下さい」

　おばさんは、お客の要望に応えるべきである。何故ならば彼女は店主であり、店主とはそういうものだからだ。それなのに、なにゆえ貴女あなたはお客を目の前にしてガン無視を決め込めるのか。口をモグモグさせているから何かと思えば、酢昆布をしゃぶっておるではないか。とんでもない不良店主である。来月の商店街の会報に悪しき一例としてこの所業を掲載すべきではないか。

　しかし、主婦とは強いものだ。伊達だてに家族の胃袋の管理をしているわけではない。押してダメなら引いてみろ。引いてもダメなら、次に行け。彼女のターゲットは、おばさんから店の奥にて腹を休めている美咲と茉莉亜に向かった。

「メンチカツ、三つもらえるかしら」

　主婦の言葉は実に丁寧であるが有無を言わさぬ謎の迫力を内包しており、満足いくまで揚げ物を堪たん能のうした二人を現実に戻すには充分であった。

「えっ、うそ!?　なんか、お客さんが並んでる!?」

「ほ、本当です！　もうっ、清太郎さんが際限なく揚げ物を作り続けるからですよ！　こんなにいい匂いがしてたら、お客さんだって勘違いしちゃいますよ。早く謝らないと──」

「はい、３６０円になりまーす。ありがとうございましたー」

「えええっ!?　売っちゃうんですか、美咲先輩!?」

「……はっ。つ、つい、条件反射で。そこに金額も書いてあったし……何となく、ノリでやっちゃった。てへっ」

　茉莉亜が「てへっ、じゃないですよ!!」と可愛らしく怒っている横で、再びお客を捌さばき始めた美咲。だが、これは致し方ないだろう。最初のお客に応対してしまった以上、商品がなくなるか、客足が途絶えるまでは犬松屋を切り盛りしなければならぬ。

「清太郎、ハムカツ四つに、串カツ三つ、お願いねー」

「はいよ。了解した」

　茉莉亜の性格は、もう皆の衆も把握しているだろう。この状況になってしまっては、彼女のとる行動は一つしかない。

「もおー、こうなったらヤケです。やってやるしかないですよっ！　お客様、ご注文はいかがなさいますか？　今日は、揚げ物がオススメで──」

　気が付けば、犬松屋はたまたま店に買いに来た彼ら三人の手によって運営されている。しかも、結構繁盛している。コロッケを食べに来たはずなのに、肉屋で働いている。彼らの身に起きている不可解な現象を説明できる者がいれば、速やかに私のところへ来るように。

　そして私に、なにゆえこうなったのかご教授つかまつりたい。
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　あれだけあった肉を全て調理し、その上完売せしめるとは、私も開いた口が塞ふさがらぬ。

「はい、コロッケ二つねっ！　熱いから、気をつけて食べてねー」

「はーい。ありがとう、お姉さん！」

　私の前でコロッケをひと齧かじりして幸せそうな表情の女子中学生が二人。彼女たちが最後のお客である。もはや犬松屋に調理できる肉は残っておらず、その結果寄せては返す喧けん騒そうも漸ようやく収まりを見せ始め、接客を終えた美咲が「ここしかないっ」と店のシャッターを降ろしにかかる。

　彼ら三人は一時間、フル回転で働いたのだ。清太郎はまだ良い。彼は働いていないと死んでしまうので、もはや労働は息をするに等しい感覚であり、この程度の事では呼吸一つ乱さぬことはとうに知っておる。しかし、災難だったのは巻き込まれた女子二人であろう。勝手にコロッケを食べてしまった罪悪感からか、または元気のないおばさんを焚たきつけたい慈愛の心からか、今となれば真相は闇の中であるが、彼女たちは働いた。何のために働いているのかすら分からぬのに、よくぞここまで働いたものだ。私は、二人に褒賞を送りたい。出来ることなら、彼女たちに万雷の拍手を聞かせてやりたい。

　なにはともあれ、シャッターさえ閉めてしまえばこちらのものだ。物理的に営業を終了するわけであるから、少なくともこれ以上接客に勤いそしむ必要はなくなる。

「やあ。繁盛していますね」

　店の外側から美咲がガシャンとシャッターを降ろしたのと同時に、一人の男性が声をかけてきた。

「あっ、すみません。もう今日は──」

　美咲が申し訳なさそうに頭を下げると、男性は「いやいや」と首を振る。

　そして身分証を取り出し、続けてこう言った。「ボクは政府管轄の障霊犯対策チームの方から来ました」

　話し声が聞こえたのだろう、その様子を見に来た茉莉亜は、美咲と二人同時に顔を青くしたのち著しく挙動を不審にした。

「ち、ちち、違うんです！　ウチら、こんな事するつもりなんて全然なくって!!　ほんの出来心だったんですぅっ!!」

「ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ!!」

　人というのは不思議なもので、後暗い事を心に持っていると何ら追及されていないにも関わらず、しばしば自ら裁かれようとする。彼女たちもまさにそうであった。

　このような反応をしてしまうと──。

「……ちょっと、話を聞かせてくれるかな？」

　こうなるのも、自明の理である。

　彼女たちは、全てを洗いざらい話した。心模様はさながら、まな板の鯉であったろう。茉莉亜に至っては目の光を完全に失い、虚うつろな表情で万事休すと覚悟した様子であり、私は気の毒で見ていられなくなった。

　そして、事情を聴取し終えた男性は「はははっ。そういうことか」と笑う。

「いや、失敬。ボクは、君たちが余りにも狼狽うろたえるものだから、何をしでかしたのかと思ったけれども、なんだ、なんだ、そういう事か。何を謝る必要がある。君たちがやったことは人助けじゃないか。むしろ、表彰してあげたいくらいだ。まあ、ボクにそんな権限はないのだけれどもね。そもそも、このお店に伺ったのは、ある事件の捜査のためなんだけれども。驚かせてしまったようで、申し訳ないな」

　美咲と茉莉亜が胸をなでおろしたところで、ノコノコと遅れてやって来た愚鈍がいる。

「おーい。どうしたのかな？」

　清太郎よ、お前は一体何をしておったのか。か弱き乙女が二人、窮地に陥っている間、一体何をしておったのか。ああ、なるほど。口の周りに天かすが付いておる。……再三問うが、お前は一体何をしておるのか。

「おや、まだお仲間がいたか。そう言えば名乗っていなかったな。これは失礼。ボクは、佐さ藤とう太た郎ろう。政府の障霊犯対策チームの方から密命を受けて来たのだよ。ここのところ、この商店街で起きている異変を調べるためにね」

　佐藤は丁寧に名乗り、一人に一枚名刺を配り、身元を明かした。三人ともがハテナ顔であり、実のところ私もハテナ顔であったのはここだけの話だ。
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「あの、もしかしてなんですけど。障霊犯って霊的な力で悪いことをする人、ですか？」

　茉莉亜は名門女子校に通う程の聡そう明めいな女子であり、下手をすればこの場にいる者の中で最も頭の回転が速い。そして従姉妹いとこの叶絵の仕事を知っていることからも自分の推理の正しさを確信したと見える。彼女に二拍ほど遅れて、美咲が「ああー、障霊犯かぁ！　よく分かんないけど、あれでしょ、『霊視探偵、悦子は見た』でたまに出てくる悪いヤツだ!!」と、得心する。

　我らが主人公、清太郎はというと、全くピンと来ていない。私くらいになると、ひと目で分かる。あれは、「話の内容はよく分からぬが、一ひと先まず黙っておこう」と思っている時の顔である。我が宿主がこの体たらくとは、なんとも切ない。

（障霊犯とは、霊的な力を使って罪を犯す者どもの通称だ。私の記憶通りなら、そやつらに対抗するために政府が何とか言う部署を設立したはずぞ。ふうむ、今より三十年くらい前であったか。文字通り、障霊犯の問題の解決にあたる者の集まりで、余り公に出張ってくる組織ではないがゆえ、世間一般の認知度は高くない。まあ、簡単に言えば霊視探偵の親しん戚せきみたいなものだ。そう言えばお前も分かりやすかろう）

　我ながら、何と言う適切な説明であろうか。惚ほれ惚ぼれする。

　そして、二人から何拍遅れか分からぬテンポで、清太郎は漸く頷うなずいた。続けて、したり顔で言うのである。

「ああ、なるほど。障霊犯ですか。あの、霊力で悪事を働くと言う。ええ、ええ。なるほど、そうでしたか」

　我が宿主ながら、何と言う間抜け加減であろうか。目め眩まいがする。

　そもそも、そのセリフはほんのちょっと前に茉莉亜が言っているだろうに。何が、「ああ、なるほど」なのか。何に納得がいったと言うのか。考えるまでもなく、私の解説にであろう。私は重ねて情けない。

「まあ、そのようなものだ。ちょうど良いから、君たちも話を聞かせてくれると嬉うれしいのだけれども。……ああ、その前に、商店街で起きている怪事件の概要を説明しなければならないか」

　佐藤はそう言うと、怪事件であるはずの案件を、さもありきたりな日常の一ページのように話して聞かせるのである。彼の言葉は、耳に響くと言えば良いか。根拠は分からぬが、紡ぎだされる言葉の旋律を聞いていると、まるで自分がその怪事件の一端を見たかの様な気分にさせられる。神である私がそう思うのだから、この話術を行使する佐藤、只ただ者ものではない。

　話が逸れてしまったが、件くだんの怪事件については私から要約して皆の衆に伝えよう。

　最初の異変は、およそ半月前だったそうだ。時計屋が、突然店を開けなくなった。店主が高齢なこともあり近隣の人たちが心配して様子を見に行くと、いたって元気だった。しかし、彼からはあるモノが抜け落ちていた。「景気」である。この場合商売気と言い換えても良い。とにかく、店を開けない。開けても、客の応対をしない。理由を尋ねても意味不明な言動を繰り返す。困り果てた周囲の人々であったが、四日経つ頃には店主の様子も元に戻り、何かの気の迷いだったのかと安あん堵どした。

　ところが、異変は伝でん播ぱする。時計屋の隣に店を構える古着屋が、前述の症状と全く同じものを患った。時計屋の店主が憑つき物の落ちたように回復した翌日の出来事である。古着屋の店主は二十代後半の働き盛りで、その日は特売セールを予定していた。にも関わらず、彼は一切の商いを拒絶した。そして、当然のように四日経つと正気を取り戻すのだった。

　この事件はどうやら、隣へ、隣へと移動しているらしいと分かったのは、時計屋から三軒向こうの洋菓子店に症例が伝染うつった頃である。いよいよこれはおかしいと判断した商店街の組合は、取り急ぎ役場に駆け込み相談した。これが、昨日の出来事。

　そして、今日。洋菓子店が回復したのを見計らったように、景気をなくした店がある。そう、肉の犬松屋であった。

　まるで、ドミノ倒しのようにパタパタと伝播していく症状。新種の病原体による感染症のようでもある。その全容を明らかにするために派遣されてきたのが自分であると、佐藤は言った。

「と言うようなワケなのだけれども、君たちは何か心当たりないかな。どんな些さ細さいなことでも構わない。気になった事があれば、教えて欲しい」

　佐藤は丁寧に頭を下げる。

「ううーっ。そう言われても、ウチはこの商店街と逆の方に家があって、そんなにしょっちゅうここには来ないからなー。茉莉亜ちゃんはどう？」

「はわわっ。わ、わたしは、犬松屋のおばさんの様子が変だとはすぐに思いましたけど、他のお店は普段から余り注意して見ていなくて……。すみません」

「いや、いや、謝ることはないよ。……そっちの君はどうだい？」

　佐藤は清太郎に矛先を向けた。

（恵拏俚はこういう話題に詳しいんじゃない？）

　そして、私に丸投げしてくる清太郎。

（ふむ。そう言えば数十年前に、『景気縛り』と言う呪いが流行したことがあったな。とある地方都市での話だが。ライバル店を蹴け落おとそうとして、そこの主あるじが呪い師に依頼したのが発端であったか。考えてみれば、今回の件と似ているやもしれぬ）

（なるほど）

　清太郎は初めて聞いた単語を、何の気なしに口に出した。「景気縛り、かあ」

　その言葉を耳にした瞬間、佐藤の気配が僅わずかに変わったように思われた。

「へえ、その言葉をよく知っているね。君はオカルト関係に詳しいのか？」

「いえ、そういう訳では。知り合いに霊視探偵がいるので、ちょっと聞き齧かじっただけですよ。僕も、委細までは分かりかねます」

「なるほど。霊視探偵か。確かに、この案件はボクみたいな者よりも、霊視探偵の方が早く解決の糸口を見つけるかもしれないね」

「そうなんですか。ちょっと連絡してみましょうか？　今日も、手が空いたら僕たちと合流する予定だったので、もしかしたら来てくれるかも」

　スマホを取り出す清太郎の申し出を、佐藤は恭しく断った。

「せっかくだけれども、今日のところは遠慮しておこう。まだ、その段階ではないと思うからね。いや、すっかり時間を取らせてしまったね、申し訳ない。ボクはこれで失礼させてもらうよ。君たちも、ほどほどにして帰りなさいよ」

　手をひらひらさせながら、佐藤は去っていった。

「なんか、独特の雰囲気な人だったねー。変わってるけど、嫌な感じじゃないって言うか」

「そうですね。わたしたち子供相手でも丁寧な態度で接して下さいましたし。わたし、政府の役人さんって、もっと怖い人かと思ってました」

「あ、分かる、分かる！　黙って俺の話を聞けー、みたいな!!　にゃははっ」

「まさにそんな感じですっ。いけませんね、変な先入観を持ってしまっては。今日から考えを改めなくっちゃですねっ!!」

　佐藤の聴取から解き放たれた二人は肩の荷が降りたようであり、口々に彼の印象や感想を言い合っている。そして清太郎はといえば、静かなのでまた残り物でも食べておるのかと思いきや、何やら思案顔の様子で私は逆に心配になった。だって、そうであろう。清太郎に限って、物思いにふけるはずがない。

（如何いかがした？　何ぞ、気になることでもあったか？）

（……いやあ、今の佐藤さんが、ちょっとね。自分でも何でだか分からないんだけど、妙に印象に残らない人だったなと思って。僕は人の顔と名前を覚えるのは得意なのに、どうしてかな、今会ったばかりの佐藤さんの輪郭がすでにぼんやりしているように思えて、不思議なんだよ）

　皆の衆、緊急事態だ。清太郎が本当に物思いにふけっていた。

　会話のキャッチボールの返球は常にど真ん中のストレート。他者とのコミュニケーションのラリーは常に真っ直すぐストレート。変化球もなければ、スライスショットもないのが清太郎ではなかったか。

　一先ず、ここは私が何か適時適切な助言を与えて彼を納得させる必要がある。普段使わない脳の部分を回転させすぎると、焼け焦げてしまうかもしれぬ。

　そんな私の背後で、実に可愛らしい声で実に高圧的なセリフが発せられた。

「なによ、みんなして軒先に集まっちゃって。暇人ね。って言うか、アンタたちが行くって言ってたお店、ここなの？」

　この声の主を皆の衆は知っていよう。勿もち論ろん、私だって知っている。

「あたしの最後の仕事先がこの店だったのに。清太郎、アンタ、少しは気を利かせて教えなさいよ！　っとにもーっ、使えないわね、ホント！　あたしの必殺ジャンピングチョップを食らわせるわよ!!」

　完全無欠、天衣無縫の霊視探偵、五斑叶絵のお出ましである。
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「あの、わたしがお教えすれば良かったんです。ごめんなさい、叶絵さん!!」

　まったく責を負う必要もないのに、茉莉亜が頭を下げる。

「あら、茉莉亜はいいのよ。あなたが謝ることなんかないじゃない」

　珍しく、彼女と私の意見が一致した。

「ねぇねぇ、もしかして、あなたが噂の霊視探偵さん!?　豪邸に住んでて、ウチよりも年下なのに難事件をいくつも解決してきた、国内指折りの美少女霊視探偵さん!?」

　興奮を抑えられない様子の美咲を見て、茉莉亜がサッと身を引いた。この短期間で美咲の行動パターンを把握するとは、さすがは茉莉亜である。〝門前の小僧習わぬ経を読む〟と言うが、彼女の場合、〝この世に降り立った天使脅威を事前に察する〟といったところか。

「そ、そうだけど……。あ、いや、ちょっと盛り過ぎな気もするけど。えっ、だ、誰!?」

　美咲の放つただならぬプレッシャーに、あの叶絵が圧おされている。美咲、なんて恐ろしい子！

「やっぱりぃぃぃっ!!　はああっ、思ってたよりずっと幼い感じだけど、態度はもの凄すごく偉そうで、そのギャップが堪たまらない!!　しかも、アイリス高等部の制服！　似合ってる、超似合ってる!!　……すんすん、あーっ、髪の毛もいい匂い！　ねねっ、どこのシャンプー使ってるの？　肌とかプルプルだけど、どんなケアしてるの!?　あと、胸のサイズは!?　とりあえず、抱きしめてもいい!?　いいよねーっ!!」

「みぎゃあああー!!　ちょ、やめっ、どこ触って!?　うがっ、く、苦しい……」

　このメンバーの中で真に恐ろしいのは美咲やもしれぬと、私は些いささか戦せん慄りつした。

「紹介するね。この子は僕の同級生の月永美咲。今日は茉莉亜ちゃんと叶絵にぜひ会いたいということで、一緒に来たんだよ」

（いや、お前、噓だろう、なにゆえこのタイミングで!?　果たして、叶絵の耳に届いておると良いが）

「恵拏俚様。それ、きっと無理だと思います……」

　その後、叶絵はひとしきり美咲の手によってもみくちゃにされたのち、およそ３分で解放された。３分と言えばカップラーメンが出来上がる時間であり、あっという間の寸刻というのが一般的な見解であろう。しかし、彼女にとって今の３分は果てしなく長き時と思えたはずだ。貴重な経験をしたな、叶絵。後にも先にも、お主を相手にここまで立ち回れる猛も者さは、美咲以外にいないだろう。

「……はあ、はあ、はあーっ。ひ、ひどい目に遭ったわ。月永美咲ね。あたし、アンタの名前は絶対忘れないと思う」

「ひゃっほー！　感激だよー!!」

　狂喜乱舞する美咲を見て、どうやら叶絵は「こいつには何を言ってもダメだ」と悟ったらしく、ワナワナと震える拳こぶしをスッと納めて一つ咳せき払ばらいをした。

「話が１８０度逸れまくったから、もう端的に済ますわよ。あたしは政府から要請を受けてこの肉屋さんに来たんだけど」

　彼女の言葉を聞いて全員が「おや？」という顔をした。かくいう私も、それに続いた。

「叶絵っち、それっておかしくない？」

「変なあだ名で呼ばないで！　……それで？　何がおかしいのよ。アンタの頭以外で」

「まあまあ、叶絵さん、落ち着いて下さい。でも美咲先輩の言う通り、それって変なんですよ」

　そうして二人は、清太郎を見る。うむ、こういう場を纏まとめるは男児の役目である。言ってやれ、清太郎。

「だって、ついさっきまで、政府の障霊犯対策チームから来たって言う役人さんがここにいたんだ」

「はあ!?　あたし、そんな話聞いてないわよ!?」

「しかし、現に僕たちは佐藤って役人さんと本当に今しがたまで会ってたんだ。何か、行き違いがあるんじゃないかな？」

　しかめっ面の叶絵は「確認するから、待ってなさい」と言い、スマホでどこかに電話をかける。短い会話はすぐに終わり、通話を終了した叶絵はとりあえず清太郎の首を後ろから絞めた。絞めながら、彼女は清太郎を叱責する。

「ちょっと！　この案件に関わってる人間に佐藤なんていうヤツいないじゃないの！　どうなってんのよ!?　アンタ、あたしを担ごうとしてんじゃないでしょうね！」

「そんな事をして、僕に何の得があるのさ」

　私はどうしても口を挟みたくなって、我慢できなかった。

（時に叶絵よ。お主、今清太郎の背中にこれでもかと胸を押し付けておるが、それはわざとか？）

「なああぁっ!?」

　慌てて清太郎から離れる叶絵。顔はゆでダコそのもので、むしろタコに恐れられる程の茹ゆだりっぷりであった。

　そしてラッキースケベがクリーンヒットしたはずの清太郎が、微動だにせずに答える。

「僕らは噓なんかついていないよ」

　こやつが噓をつかない正直な魂と、女の乳の一つや二つに動じない事に定評のある男であることは、皆が知っている。当然、叶絵も承知しているらしく、アクシデントの発端となった胸を手でさすりながら「ふんっ」とそっぽを向いた。

「……ふむ。では、さっきの人は一体何者だったんだろうか」

　当然の疑問であった。

「すごく礼儀正しくて、少し不思議な空気の人だけど怪しくは見えなかったですよ。身分証明書も見せてもらいましたし」

「だよね。そう言えば、名刺まで貰もらったもん。ほら、叶絵っち、これこれ」

　美咲が差し出した名刺を怪け訝げんそうな顔でチラリと見た叶絵であったが、すぐにその目は見開かれる。そして、憤りをあらわにするのだ。どうも、彼女の目には何かが視みえたらしかった。

「……やられた！　まさか、現場に様子を見に来るなんて、馬鹿にしてるにも程があるわ！　完全におちょくられてる……！　ああっ、もうっ」

「どうしたっていうんだ、叶絵。僕たちにも分かるようにおしえげらっぷ」

　叶絵は冷静さを取り戻すために、とりあえず清太郎のほっぺたを引っ張る。当然、ほっぺたの伸縮性にも定評のある清太郎はビクともしない。言こと葉ば尻じりが乱れただけだ。それよりも深刻な結果となったのは、勢いよくジャンプしながら頰を引っ張る曲芸的攻撃を繰り出した叶絵のスカートが盛大に捲めくれたことであろう。己の軽率な行動が彼女のテンションを一気に下げたらしく、ある意味では清太郎がほっぺたを差し出した甲斐かいもあったようである。

　彼女は気を取り直して、言った。

　今更シリアスな顔をされても困るのだが、それでも彼女は真面目な顔で、言った。

　何故ならば、それは彼女が、ひいては清太郎が対たい峙じすべき敵であり、街の平穏のために退治すべき悪でもあったからである。

「その佐藤って男は、『虚言師』よ。あたしが二ヶ月間追い続けている障霊犯なの」
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　叶絵は『虚言師』について、簡単に説明をした。

『虚言師』とは、言葉を操り虚うつろを生み出す存在。極端な言い方をすれば、「噓を本当にしてしまう力を持った者」である。人が日常的に使用している言葉には、言霊という力が宿っている。それを悪用することだけに特化した術師の事を、今回障霊犯対策チームでは『虚言師』と呼称することになったらしい。

「と言うことは、僕たちは、まんまとその虚言師に騙だまされたということか。……そう言えば、佐藤さんは一度も自分が役人だと明言しなかったなあ。対策チームの方から来た、とか。実に曖あい昧まいな物言いで。ははあ、巧妙だなあ」

「そうよ！　ってか、感心するな、この馬鹿っ!!　確かにアンタにそいつの存在を教えてなかったあたしも悪いっちゃ悪いけど、気付きなさいよ!!　一応、このあたしの助手なのよ!?　だいたい、佐藤太郎って。どう考えても偽名じゃないのよ!!」

　いや、清太郎は薄々勘づいていた。無自覚なレベルでの話だが、佐藤の異質ならざる異質さに確かに疑問を抱いていた。むしろ、ここで責められるべきは私であろう。神の目を以もつてすれば佐藤の正体に気付けぬとも、あの者が常人とは違う何かを持っている事にくらいは思い至るべきであった。面目次第もないが、この私をすら謀たばかる程の使い手なのか、『虚言師』とは。

「えっ、ちょっと待って下さいっ！　つまり、犬松屋のおばさんや、他のお店の方たちがおかしくなったのって、佐藤さんのせいなんですよね!?　だったら、どうしてわざわざお役人さんのフリまでしてここに来られたのでしょう？」

「んー。自分の術がちゃんと効いてるか、見に来たとか？　なんか、前に見た『警察二十四時』で、放火犯は現場に舞い戻る、みたいな事言ってたし！」

「……美咲の言ってることは、半分正解。この商店街にかけた呪いを見に来たのは、間違いないでしょうね。ただ、効果の確認じゃなくて、自分の力でどれだけ人が困っているのかを確かめに来たのよ。佐藤って名乗った男は完全な愉快犯。特に目的を持って犯行に及ぶワケじゃないから、足取りも摑つかめないし、手がかりも少ない。この街で、その男の被害にあった都市は全国で四つ目。そしてその都市の全てに、霊視探偵が事務所を構えてたの」

「ははあ、つまりは、捕まえられるものなら捕まえてみろってことか。自分の力に相当の自信があるんだねべっしゅっ」

「そうよ！　分かってんだから、いちいち口に出すなっ!!」

　怒髪天を衝つく勢いの叶絵は、腹立ち紛れに清太郎の唇をもにょりと摘つまんだ。先ほどから彼はかなりの割合でセリフを完走できていない。なんと気の毒な。

　反面、清太郎とのスキンシップによって、叶絵は実にスッキリとした顔で宣言するのだった。

「とにかく、よ！　商店街にかけられてる、『景気縛り』の術は今すぐこのあたしが解いてあげるわ！」

「よっ！　さすが美少女霊視探偵っ!!」

「頑張って下さい、叶絵さん!!」

　囃はやし立てるは美咲。献身的な声援の主は茉莉亜。

「おお、なんじゃ、なんか始まるらしいぞ。ばあさん、ちょっと来てみろ」

「あれまあ、霊視探偵とか聞こえたねぇ。ありがたや、ありがたや」

「どうした、どうした。この騒ぎは」

「ひゃー、こんな小さい子が霊視探偵さんとは、偉いねぇ。どれ、黒くろ飴あめ、食べるかい？」

　そして集まってくる、おじいさん、おばあさん、そしておじいさん、さらにおばあさん。気が付けば野次馬の数はズンズンと増えていき、犬松屋の周りには人だかりが形成されていた。そして叶絵は大人気で、あちらこちらから歓声が上がっている。

「うっ……。や、やりにくい」

　飛び交う応援のメッセージは主にご年配の方からのものが多く、さしもの叶絵も強く反発できないようであった。困惑する叶絵とは実に珍しく、私と清太郎はオーディエンスの脇に並んで、しげしげと彼女の様子を見ていた。

（あの娘にも弱点があったとは。驚きであろう、清太郎よ）

「別に、そうでもないよ。叶絵はああ見えて結構優しいからね。お年寄りに人気があるのも納得できる」

「ちょっと、アンタたち、なに傍観者気取ってんのよ!?　あたし一人に大立ち回りさせるつもり!?　踏んづけてその無駄にある身長縮められたいの!!」

（……のう、優しい娘が日常的にあのような物騒極まる文言を口にするであろうか）

「ははっ。叶絵なりの照れ隠しだよ、アレは。さて、僕らの雇い主様がお呼びだ。何が出来るかは知らないけど行ってみよう」

　清太郎の人の良さは美徳だと私も思うが、しばしば度が過ぎるのは困りものだ。尻しりについたゴミを払って叶絵の許もとに向かう我が宿主。そのお人ひと好よしに付き合うのは私の務めでもあるゆえ、「やれやれ」と呟つぶやいたのち、続かざるを得まいと言うものである。
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「いーい？　あたしが『景気縛り』を縛るから、そしたらアンタたちは縛られた『景気縛り』を散らして」

「すごい！　この短いセリフで縛るって四回も言ったね！」

（早口言葉のようであるな）

「ちょっと、聞いてんの!?」

　清太郎はのんびりと頷うなずいたのち、「しかし、どうやって散らせば？」と誰に聞くでもなく問いかけた。

　助手の呆ほうけ顔に怒る気も失うせたのか、叶絵はため息を盛大に吐いて私を見る。

「アンタだったら方法もいくつか知ってるでしょ。恵拏俚」

（それは、まあ、無論知ってはおるが。……お主、また清太郎に『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』させる気か!?）

「あったりまえでしょ？」

「でも、叶絵。『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を使うに関して文句はないけどさ。ただ、今の僕の預金残高は２００円しかないんだけど。それで平気なんだろうか」

　平気ではない。２００円って、お前、子供の小遣いではないか。今日きよう日び、小学生の遠足のおやつ代だってもっと多いぞ。こればっかりは致し方ない。無い袖そでは振れぬと、叶絵に言ってやると良い。

　そう私が発言しようとしたところ、それよりも早く叶絵が悪魔的指摘をする。

「小耳に挟んだんだけど、今日は犬松屋でバイトみたいなことしたらしいじゃない？　随分と繁盛したって、さっき茉莉亜と美咲に聞いたけど？　今日一日の売上金は５万円近かったって？」

（お主、鬼か!?　アレは、あくまでも成り行きで得た金であり、そもそも材料はそこに座っておる店主のものだ）

　叶絵は何も答えず「あれ見なさい」とばかりに、顎あごで犬松屋の店主を指した。

　見るも何も、あの店主は今、生気をなくして──。

　──なんと、親指を立てて微笑んでおる！

　私としたことが、見落としていた。地面を見ると、白い砂粒のようなものがグラウンドに引いた白線のように犬松屋を囲んでいるではないか。そして、これは当然砂粒などではない。塩である。霊的に清められた塩、通称『鏡きよう花か塩じお』と言う。『景気縛り』程度の呪いならば、完全に解呪とは行かぬまでも、正体をなくした人の気力を戻すことならば可能であろう。ちなみに『鏡花塩』は私の記憶が正しければ、政府所管の神社仏閣で１００グラム２０００円程の値段で販売されている。言い換えたくないが、現在の清太郎の貯金の十倍だ。それが、惜しげもなく大量に散布されている。しかし、清太郎にはこの事実を伏せておくべきであろう。言ってしまえば、最悪、地面を舐なめる可能性すらある。皆の衆も、そんな主人公の姿は見たくないであろう。私だって見たくない。

　いずれにしても、犬松屋の店主が『ターミネーター２』のアーノルド・シュワルツェネッガーばりに親指を立てている現状、私はこれ以上異を唱える理由がない。

（くっ……。好きにするが良い）

　言うが否や、清太郎は手を天に向け叫ぶ。

「──天てん満ま清太郎の名において、求める！　今日の犬松屋の売上金を対価に、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を所望する!!　この場に淀よどむ邪気を払う力を貸してくれっ!!」

　清太郎の咆ほう哮こうに応えるべく、私は彼の福を他者を助ける福へと交換する。この瞬間は、何度繰り返しても辛つらいものだ。いや、言うまい。口に出しても詮無きことぞ。今は、清太郎の清き心に手を差し伸べるのみ。

（受け取れ、おのが福を賭とした神器の力を。そして、その名を叫べ！　お前の手に宿るは──）

「おお、分かる、分かるよ、恵拏俚！　この手に出いでたる神の力、『繁はん盛じよう縄じよう』!!」

　藤色の光の中に現れた神器を持つ、清太郎。視みる素養を持たぬ者からすれば、突如として彼の手が虚無から物体を取り出したように見えるだろう。その証拠に、野次馬たちはザワつき、茉莉亜は美咲に何が起きておるのか実況解説している様子であった。

　視界が開けてから、誰かが静寂を破った。

「……縄跳びじゃ」

　水みな面もに小石が落ちて波紋が起きるように、少しずつその反応は広がりを見せる。

「うん。縄跳びだな」

「あんれ、光る縄跳びだねぇ。不思議だねぇ」

「ママ、あの人、カッコいいポーズで、縄跳び持ってる」

「しーっ！　そんなこと言っちゃダメよ、坊や!!」

　全体的に、失礼な反応であった。仮にも神器を前にして何たる言い草か。

「あー、はいはい。このパターンね。うんうん、知ってる。あたしはもう慣れてるから。で、その一見すると小汚い縄跳びは、どういうものなのかしら？」

　この娘には信仰心というものがないのだろうか。ないのであろう。愚問であった。

「すごいよ、叶絵。僕には感じられる。この縄跳び、いや『繁はん盛縄じよう』から、すごい力が流れ出ている」

（そうとも清太郎、よくぞ言った！　『繁はん盛じよう縄じよう』とは本来は扇の形をした神器で、名称も『繁はん盛じよう扇せん』と呼ぶ。まあ、例によって術者である清太郎の使い勝手の良い形に変化したのであろう）

「で、使い方は？　早く言いなさいよっ。さっきから、観客の視線が辛いんだからっ」

（まったく風情も何もないな、叶絵には。……本来の『繁はん盛じよう扇せん』は、その扇で起こされた風を浴びた家に文字通り繁盛をもたらすものだ。つまり、その縄跳び状の『繁はん盛縄じよう』を使って風を起こしてやれば良いのだ）

「はあ!?　縄跳びで風が起きるワケないじゃない！」

　まあ、普通はそう思うだろう。

（清太郎。見せてやれ。幼少期に独り遊びで鍛えた、あの技を！）

「うん、分かったよ。風を起こすなら六重跳びくらいでいいかな。じゃあ、叶絵の用意が出来たら教えてよ」

「えっ、アンタ、六重跳びって……。人間離れしてるとは常日頃から思っているけど、だんだん清太郎が妖よう怪かいの類に思えてくるわ。……まさに変態ね」

　心の底から漏れ出た本音を残して、叶絵は集中する。どうやら彼女も何か術のようなものを使用するらしかった。瞑めい目もくして両手に札を携えて、大きく深呼吸をすると彼女は目を開いた。

「……世に蔓延はびこる悪しき気の流れよ、我が目によってその脈を断て！　『霊れい視し縛ばく・火ひ食くい鳥どり』っ!!」

　詠唱を終えたと同時に真紅の鳥の形をした靄もやが湧き上がり、瞬く間に犬松屋を包み込んだ。数秒ののち、見るからに禍まが々まがしい黒い霧が立ち上る。誰が見てもアレが凶兆の親玉であることは明らかであった。

「よしっ、やっちゃいなさい、清太郎！」

「心得たっ！　──ぬおぉぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおぉぉぉぉ!!」

　この時見せた清太郎の人成らざる技、『神速六重跳び』は辺り一帯に旋風を起こし、店舗の幟のぼりをはためかせ、ガラス戸を叩たたき、通りかかった女子大生のスカートを捲めくった。余りの出来事に言葉を失った人々は、スーパースローカメラでもなければ直視できないこと請け合いである清太郎の縄なわ捌さばきに閉口した。

　気付けば黒い霧など初めからなかったように消え去り、その代わりに何だか分からないが良いことが起きそうな気配、つまりは「景気」が商店街を包み込んだ。対象は犬松屋であったはずなのだが、勢い余った結果である。まあ、福がもたらされるのは、多い方が良かろう。

　この時の壮絶な出来事は、翌日のＦＭ平ひら目めヶが丘おかのラジオニュースでも報じられた。そして私が「もう充分だ」と言うのに、その制止を振り切って「まあまあ、もう少しだけ」と、縄を交差させたり、七重跳びをしたりと清太郎がやりたい放題した結果、平目ヶ丘商店街はそれから一ヶ月もの間、未み曾ぞ有うの好景気に沸いたという。

　この一件ののち清太郎が商店街を通るたびに、ある店は食べ物を与え、ある店は写真撮影を求め、ある店は拝み倒すという現象が常に起きることとなった。

　実に惜しいのは、その好意に甘んじて食料だけでも頂ちよう戴だいすれば良いものを、「騒ぎになると申し訳ないから」と言う、実に眠たい事を言う我が宿主の病的な清らかさである。現に、今も彼はなるべく商店街を通らないようにしておる。つまり、今回もタダ働きである。ああ、なんと嘆かわしい。

　ただ、一つだけ彼の身にも変化が起きていた。

「自分の快楽のためだけに人を困らせる『虚言師』……。許せないね」

　彼は静かに言った。これまで、ただの一度も人を憎んだことのなかった清太郎が、私に初めて見せた怒りの顔でもあった。

　そして、その気迫は叶絵の『虚言師』探しにとっても大きな力となるのは間違いないのだが、私は言い知れぬ不安を抱いていた。

　愚直に人を尊ぶ者と、執しつ拗ように人を弄もてあそぶ者。

　両者が衝突すると、何かが失われてしまう。

　そんな漠然とした予感が、私の脳裏から離れることはなかった。







[image: 第三章♥恵拏俚と五斑叶絵の休日]




　十一月も終わりに近づけば自おのずと寒風は吹きすさび、秋の色は薄れ冬の足音がすぐそこまで迫ってくる。そもそも古くから霜月と呼ばれるくらいであるからして、そうなれば文字通り霜の一つや二つは降りていなければ噓になる。

　しからば先月、つまり十月の神無月には、当然お前は出雲いずも大たい社しやに出向いて男女の良縁を話し合っていたのだなと無粋な事を言う者はおらぬとは思うが、そのような細かいことを気にしていると特命係に配置替えされる恐れがある旨を理解すべし。よしんばそれを免れたところで、そのように矮わい小しような案件にいちいち引っかかっておるようではその者に春が来たるはまだ遠かろうと思われる。端的にまとめると、私は神無月だろうと出雲大社には赴かず、主に清せい太た郎ろうの上空付近で過ごしていた。そして、それを咎とがめるようなさもしい心の持ち主には春は来ない。柔らかく咀そ嚼しやくしてくれぐれも言うが、そんな者はモテない。これは神の啓示である。

　そもそも、八百やお万よろずの神々と言うくらいなのだから、その全員が行儀よく並んだのち右向け右に従う必要もなかろうと言うのが私の持論だ。昨今、グローバリティな時代の到来で個人の持つ主義主張は尊重される風潮ではないか。それをなにゆえ、見たこともないような男と女の赤い糸を引っ摑つかまえたり雁がん字じ搦がらめにせねばならぬのか。そのように無為な時を過ごすのならば、清太郎にこそ冬を一足飛びして春を届けてやりたいと思うのが人情ではないか。そもそも、この恵え拏な俚り、神の界かい隈わいでも取り分けビューティーガールとしてブイブイ言わせている訳であり、そんな私がしかめっ面で男女の縁に頭を捻じ繰り返している神々の所へ行ったら、それはもう逆に迷惑になるではないか。つまり、私は職務を放棄しているのではなく、むしろ円満に他の神が職責を果たせるよう配慮していると言っても良い。

　そして今、「三百年以上も生きてきてガールとか、ウケるー」と、生やす必要のない草をにょっきりさせた者。私は寛大ゆえ、今回も許そう。ただし、仏の顔も三度である。必要ないとは思うが、敢あえて言っておこう。三度目はない。

　──貧乏は辛いぞ。

　はて、話が些いささかレールを無視して走り出しつつある気配を察知したのでここは修正しよう。皆の衆に把握してもらいたいのはこの二点。

　最近めっきり冷え込んできた。

　そして、私、恵拏俚のターンはまだ終わらない。もうしばらくお付き合い願おう。




　　　　＊




　いよいよ師走しわすに突入しようかと言うある日。

　叶かな絵えは清太郎を引き連れて、パトロールを敢行していた。

　この風景にもすっかり慣れたものである。叶絵の言うところ、『虚言師』の捜索は佳境を迎えているらしく、ここのところかなりの頻度でヤツの仕掛けた術式めいたトラップを解除して歩いていることを振り返っても彼女の意見は間違っていないと思われる。

　本日も晴天なれど木枯らしは容赦なく、彼らは今しがた、目に付いたハンバーガーショップにて休憩をとることに相成った。

「だからさ、叶絵。僕は思うんだよ。今、君はダブルチーズバーガーを食べているけどね。よく考えてみてよ。ダブルチーズバーガーは３２０円なのに対して、チーズバーガーは一つで１３０円。と言うことは、だよ。驚かないで聞いて欲しいんだけど、チーズバーガーを二つ買って、片方のビーフパティとチーズをもう片方のチーズバーガーに加えると、なんと、ダブルチーズバーガーが出来るんだよ！　さらに、バンズがワンセット残る。だから、実質ダブルチーズバーガーを一つと、ケチャップサンドが一つ手に入るワケだよ。それなのに、値段はダブルチーズバーガー一つ買うよりも安いんだよ!!」

　天才か。何事にも非凡な一面を垣間見せるのが得意な清太郎が、今日も今日とてファストフードの闇を晴らそうとしておる。だが、その行為の危うさに私も口を挟まずにはいられない。

（よせ、清太郎！　かように大きな声でそのような機密を口外するでない！　……最悪、消されるぞ、店の者に。お主は己が発見した事の重要性を再認識すべきであろう）

「なんと！　これは僕としたことが!!」

　いやはや、既すんでのところであった。私がブレーキをかけねば清太郎は走破してしまっていただろう。彼は路面状態がどんなに悪くとも関係なく走る健脚的思考を持っているゆえ、私が付いていなければどこまでも行く。

　私の対面でダブルチーズバーガーをモグモグやっている叶絵が険しい表情をしているのも、清太郎が巨大企業の秘密をちょっとおつかいに行くくらいのノリでつまびらかにしようとしておったのを内心ヒヤヒヤしながら見守っていたからであろう。もしくは、ダブルチーズバーガーに挟まっておるピクルスが苦手なのか。

（ぬ？　お前、何を食べておるのだ？）

「ケチャップだよ。そこのカゴに入ってた。ご自由にとあるから、一つ貰もらったんだ。ああ、でも安心してくれていいよ。僕は一つで満足だから。図ずう々ずうしく三つも四つも食べるようなマナー違反はしないよ」

（なんと！　まっこと、清き男よ……）

　少し目を離せば清太郎が躍動する。眉まゆをひそめながらジンジャーエールをゴクゴクやっている叶絵の心境も分からぬではない。人とは自分よりも輝くものを他者に見つけると、すんなりと認めるのはなかなかに難しい生き物である。

「さらに僕は気付いてしまった。無料で貰えるお冷に、これまたご自由にと書かれているガムシロップを入れてみると……」

（ど、どうなるのだ!?）

「甘くて美味うまい!!」

（かぁーっ、天才か！　お前は天才だ!!　現代に生まれ変わりし諸しよ葛かつ亮りようか!!　これは、アレであるな。現代転生モノで、ライトノベルが一本書けるぞ、お前を主役にして。しばし待っておれよ、清太郎。この私がすぐに執筆して学費の足しにしてやるからな!!）

　言ったそばからこれだから、ポテトを摘つまむ叶絵の手がワナワナと震えるのはもはや致し方ない。むしろ、必然と言い換えても良い。

「恵拏俚。爪つま楊よう枝じって、食べられるかな」

（元は自然の物ゆえ、試してみる価値はあるやもしれぬな）

　何度目になるか分からぬ清太郎の鋭く尖とがった意見を聞いて、叶絵がテーブルを乱暴に叩たたいて立ち上がった。そして私たちを見て、声を荒げる。

「さっきから、うっさいわね!!　なに二人でくだらない事をグダグダ、ペチャクチャと!!　こっちは考え事してんだから、ちょっとは静かにしてなさいよっ!!」

　両隣のお客がびくりと反応したが、私と清太郎も例外なくびくりと肩を震わせた。

　叶絵は飲食店で大声を出すマナー違反に自分で気付いたらしく、気まずそうに咳せき払ばらいをしたのち、ややボリュームを落として続けた。

「そもそも、なんでケチャップを舐なめてんのよ、アンタは！　さっきあげたでしょ、５００円!!　なんでも好きなもの買ってきなさいって、言ったでしょ!?　それがどうなったらガムシロで甘い水作ったり、しまいには爪楊枝食べるって話になるワケ!?」

　仕様がないので私がここで叶絵の名誉のために注釈を入れてやることにしよう。

　彼女は、貧乏の清太郎を目の前にしてハンバーガーを一人堪たん能のうしていた訳ではない。いや、結果としてはそうなってしまったのだが、彼女も鬼ではない。花も恥じらう女子高生であるがゆえ、『渡る世間は鬼ばかり』に出てくる性根の曲がった中年女性のような陰湿なイジメはしない。と言うか、叶絵ならダイレクトに清太郎の頰ほっぺたを引っ張り伸ばすであろう事は皆の衆も既知の通り。

　この店に入った際、叶絵は財布から千円札を取り出し、それを清太郎に渡して「好きなもの頼みなさいよ」と言った。それに対して「いや、これは貰いすぎだよ」と首を横に振り続けた清太郎。ならばと半額の五百円硬貨を取り出した叶絵の判断力には評価すべきところがあり、貧乏たる彼の操作方法を摑みかけている一面を見せた。その五百円硬貨を清太郎が受け取ったのが証明であろう。

　そうした流れから清太郎と共にハンバーガーを食べる青写真を描いていた彼女にとって、今の状況が耐え難かったのはなるほど、理解ができる。

（そう言えば、どうしてお前はハンバーガーを買わぬのだ）

　叶絵の代わりに私が聞いてやることにした。

「だって、こんな高級なお店で買い食いしてるところをクラスの友達に見られて噂とかされると恥ずかしいし」

「ときメモかっ!!」

　私がもう一度、なるほど理解できると感想を述べる前に短くも剃刀かみそりのようなツッコミを差し込んでくるとは、この娘も日々成長しておるようで、私は思わずホッコリした。

「意味が分かんないわよ！　どういう理屈よ！　馬鹿なんじゃないの!?」

「一食に五百円玉を使うなんて、とんでもない」

　私はその気になれば人の心など容た易やすく読めるが、今はそのような力を使わずとも、叶絵の考えていることが分かった。彼女はこう思っただろう。ああ、そうだった。コイツは馬鹿なんだった、と。

「はあ……。もういいわよ。……じゃ、これ食べなさいよ。あたしの食べかけだけど、まだ半分あるから」

　そう言ってダブルチーズバーガーを差し出す叶絵。これは私の出番である。

（叶絵、それ、間接キスになるけど良いのか？　……ああ、分かった。あいすまぬ、言わずとも良い。むしろ、ソレ狙いであったか。いやはや、乙女の純情にケチを付けるような口を挟んでしまった。私もイチ乙女として配慮がなかった。いやはや、すまぬすまぬ）

「うっさい、貧乏神！　それ以上つまんない事言ったら今すぐ除霊するわよ!!　……で、清太郎は!?　ハンバーガー、いるの？　いらないの!?」

　真っ当な合いの手を入れてやったにも関わらず、かなり酷ひどい罵ば声せいを浴びせられてしまった。まったく、年頃の娘の考えることは分からぬ。

「貰えるものなら喜んで頂くよ！　ありがとう！　やっぱり叶絵は優しいな!!　僕もそういうさり気ない優しさは見習わないといけないね」

「べ、別にいいのよ、そんなのっ。あたしが、たまたまお腹いっぱいだっただけだし。──ってぇ、なんでハンバーガーを鞄かばんの中にしまおうとしてんのよぉ!?」

「ん？　ああ、これはね。もっとお腹が空いた時に食べようと思って」

「犬かっ!!」

（かっはっは。まるで、穴を掘って好物を埋めておく犬のようではないか、清太郎よ！）

「アンタも被かぶせてくるな！　あたしのツッコミに丸々被さってくるんじゃないわよ、この貧乏神!!」

　神をも恐れぬツッコミ。その豪胆さに免じて、無礼は見逃そう。

「いやあ、恥ずかしいな」

　そして頭を搔かきながら清太郎はダブルチーズバーガーを大切そうに鞄に入れた。叶絵の「馬鹿っ、剝むき出しのまま入れるんじゃないわよ！」との再三のツッコミ、と言うよりも真っ当な指摘を「だって、包む紙が勿もつ体たいないから」とスペインの名うての闘牛士ばりにヒラリと躱かわした清太郎。これには叶絵も抵抗する気が起きなかったらしく、

「もう、いいわ。……なんかすっごく疲れた。あと一つ現場を回ったら、今日のところは帰りましょう」

　と言って、席を立った。

「よし、来た！　張り切って行こう」

「うん。……好きにしたらいいわ」

　ダブルチーズバーガーセットを食して栄養を得たはずの叶絵が元気をなくし、結局ケチャップと甘い水しか摂取しなかった清太郎は元気ハツラツ。不可思議な逆転現象を起こしている二人が店を出る。それに続くは私。

　次の目的地は、街の野球場であったか。
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　若くして霊視探偵をこなしているだけあって、叶絵は移動の間すらも無駄にする事を許さぬ構えで、歩きながら現在の状況を清太郎と私に解説する。

　清太郎はそんな彼女を「話に熱中して交通事故に遭ってはならぬ」と慮おもんぱかってか、常に自分が車道側を歩こうとしている様子。なんたるステキなジェントルマン。ただ、悔やまれるのは道中のルートが右に曲がったかと思えば左に曲がり、すぐに横断歩道を渡ったところで今度は歩道橋へと踵きびすを返す、実に複雑なものだったことだろう。その間も彼は車の危険から叶絵を守ろうと頑かたくなに車道側へ体をスライドさせていたのだが、その行為はフィジカル自慢のディフェンダーが敵のストライカーの行く道を阻むに等しく、結果散々ウロチョロした挙句、叶絵に「あーっ、もう、鬱うつ陶とうしい！」と叱責されるに至った。なんたる悲しきジェントルマン。

「ったく、で、話はちゃんと聞いてたんでしょうね」

「当たり前じゃないか。野球場に行くんだよね」

「この馬鹿！　それ、さっき店を出るときの話じゃない！　それから先の方よ、『虚言師』の直近の動向と、このあたしが計画した完かん璧ぺきな捕縛プランについて！」

「はっはっは。いやあ、面目ない。叶絵の身の安全を一心に考えていたものだから、つい聞き漏らしてしまったよ」

　清太郎は正直に「何も聞いていませんでした」と頭を下げた。これ程鮮やかに自分の非を認めることは容易いことではなく、そこは賞賛されるべき点なのは間違いないものの、「きぃーっ」と立腹したのちよく伸びる清太郎の頰を引っ張った叶絵の気持ちも分からぬでもない。私は誰に語るでもなく、「これはイーブンである」と一人頷うなずいた。

「じゃあ、もう大事なとこだけ搔い摘つまんで話すからね？　ホントはアンタなんかのために同じ話を二回もするなんて有り得ないってこと、承知しときなさいよ!?　悲しいことにあたしの作戦のキーパーソンがアンタなんだから、ホントにマジで仕方なくなんだからね？」

「分かったよ。僕のためにありがとう、叶絵！」

「……コイツ、何も分かってないわね。……もう、いいわ。その辺で立ち止まってたら永久に話が進まないから」

　それから叶絵は、彼女の言う完璧なプランをいま一度、清太郎に話して聞かせた。

　今度は彼も一生懸命、叶絵の一言一句を脳にインプットさせたらしく、その様子を見ていた叶絵も合格点を与えたようであった。今度はどんな仕置きをすべきか虎こ視し眈たん々たんと狙いをつけていた叶絵のターゲットスコープが静かに外されるのを見て私は安心した。

　さて、叶絵の完璧なプランについては、私が皆の衆に分かりやすく解説しようではないか。なに、気にすることはない。野球場までの道のりがまだ結構残っている上に、眼前には口を尖らせながら悪態つく叶絵と、それを嬉き々きとして笑顔で聞いている清太郎。私は独りその後方にて漂っておるがゆえ、ここは解説キャラとしての立場を確たるものにすべしと画策するのも悪くない。と言うか、暇なのだ。

　この計画が立案されたキッカケは、ひと月前の商店街での一件。記憶に新しい『景気縛り』を解除した、あの出来事である。当時は佐さ藤とうと名乗っていた『虚言師』が清太郎と邂かい逅こうした事が、大きな兆しになったらしい。

　まず叶絵は「重要事項」として前置きをした。

『虚言師』には自分のような目はない、と。それはつまり、視みえないと言い換えても問題なく、具体的に何が視えないかと言えば、それはこの私の存在に他ならない。それを踏まえた上で今一度『景気縛り』の事件に戻る。

　あの時『虚言師』はどこかで見ていた。叶絵と清太郎の手によって『景気縛り』が散らされる瞬間を、である。向こうも叶絵の存在は当然知っているので、彼女の手によって己のかけた虚言が解かれたのは想定内だったはず。だが、清太郎の行為は流石に予測できなかったようで、叶絵は察するに、そこで『虚言師』の興味は清太郎に移ったのだと言う。恵拏俚、つまりは私の存在を知らない者からすれば、人間離れした縄跳びの技で術を散らしたようにしか見えない訳であり、そんな不可解な存在である清太郎を愉快犯であるヤツが見過ごすだろうかというのが叶絵の見解であり、答えは当然、否。

　彼女はその証拠として、それから一ヶ月の間、これまでは全く規則性のなかった『虚言師』絡みの事件が急に我々の行動範囲スレスレの距離で頻発し始めた事を挙げた。筋は通った推理だと私も思う。

　近場で事件が起きれば、当然我らの対応も早くなり、何度も事件化する前に『虚言師』の仕掛けを解いてきた。主に、清太郎の『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』によって。これが彼女の言う計画の肝なのだ。その理屈に従い、敢えて清太郎に力を行使させ続けた結果、回数を重ねるごとに仮説は信しん憑ぴよう性せいを増していく。

『虚言師』は清太郎に接触しようとしている。

　だったらそれを利用して、もっと清太郎に興味を注がせれば良い。必ず、近いうちに距離は縮まっていき、最終的には手の届くところまで来るはずだ。

　この辺で清太郎はようやく最近やたらと『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を行使していた理由に気付いたらしく、「なるほど」と手を打った。私は薄々気付いていた。噓ではない。疑うでない、神を疑うでない。「僕が叶絵の助手になったのは、こういう役を果たすためだ」と言ってのける漢おとこ気ぎあふれる我が宿主の言葉に、叶絵も嬉うれしそうに見える。

　もう少しで到着する野球場は、五ご斑まだらの屋敷からわずか３キロしか離れていない。それは、これまで彼女が独りでどれほど手を伸ばしても摑めず、影さえも踏めなかった狂人に肉薄している証明であった。

　だが、叶絵は言う。ここで気を緩めてはいけない。むしろ気を張り詰めるべきである。かつてのアフガニスタンとアメリカのごとく、もしくは欧米諸国とロシアのごとく、常にパツパツに緊張状態を維持する必要があると。

　なにせ、これまで新進気鋭の、あるいはベテランの、キャリア自慢の、とにかく腕に覚えのある霊視探偵たちが各々力の限りを尽くしても捕らえることのできなかった犯罪者だ。そして、彼女は悔しそうに顔をしかめて、彼らに比べて、今の自分は悔しいけど絶対に実力が劣っていると認める。ポテンシャルでは負けていないつもりだけど、自分の職歴はまだたったの二年と半年。経験値の観点から見ればどうあがいても低いし、そればかりは努力や根性でどうにかなるものでもないと続けた。常に自信の衣を身に纏まとう叶絵らしからぬ発言であったが、冷静な現状把握でもあった。己に欠けているものを適切に判断できる者は少ない。その点からも、彼女の自己分析には賞賛を送るべきだろう。

　最後に彼女は、「でも、あたしには他の霊視探偵にはなかったモノもある。いや、恐らく彼らにも、彼らにとって最高の助手はいたでしょうけど。だけど、あたしの助手は──」と口に出しかけて、言い淀よどんだ。呆ほうけ顔の清太郎は淀みの中にある真実を見つけられぬようであるからして、ここは私も黙っておくとしよう。たまには私だって叶絵を優先することもある。同性のよしみだ。

　完璧と豪語するだけのことはあって、なかなかに理のある計画だと私は思った。

「まっ、とにかく今日も仕事よ、仕事！」

　叶絵が清太郎の背中を軽妙に叩たたき、我々は件くだんの野球場へ現着した。
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　障霊犯対策チームからの連絡によれば、この野球場から局地的な力が検知されたらしい。

　近年、都市部から順に設置が増えている監視カメラだが、アレは実に高性能なもので、人や動物や車などの実体はもちろん妖力素と呼ばれる霊的エネルギーも感知してくれるらしい。その情報を利用して、政府は霊的事故や事件が起きるのを未然かつ秘密裏に防いでいるのだ。なんとも便利な時代になったものである。

「どうかな、恵拏俚？」

　清太郎の質問に、私は答える。些いささかうんざりとしながら。

（ううむ、これはなかなか。まるで隠す気のない、巨大な力の吹き溜だまりが発生しておるようだ。……この力の配列には、見覚えがある。と言うか、これだけ見続ければ一いち瞥べつするまでもない。『感情捻ねじり』であろう。……また、この陣か）

　叶絵が言葉を引き取って続けた。

「そうね。確かに、『感情捻り』の陣で間違いない。ホント、飽き飽きするわね」

　ここのところ、『虚言師』はいつも同じ陣を張っている。具体的には、この一週間でもう五件目だ。術の名前は『感情捻り』と言う。簡単に説明すると、人の気持ちを意図的に昂たかぶらせたり、逆に沈みこませたりする、割と単純なものだ。おまけに、消費する力はそれなりにかかるので、妖力素検知にも引っかかりやすい。今回のものを含めて五件全てが時限式の陣で、時間が来れば自動で作動するようにプログラムされておる。

「さて、どうしたものか。僕がやろうか？」

　腕まくりする清太郎を制して、叶絵が前に出る。

「いいわよ、あたしがやるわ。この程度の術を破るのにアンタの力を使うのはもったいないし。あたしが解呪してる間、清太郎は職員の人に説明でもしといてくれるかしら」

　清太郎の『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を餌にする時期は終わった。となれば、彼の力は来るべき日に備えて出来る限り温存しておくべきだ。

「心得た。じゃあ、行ってくるよ」

「うん。よろしく」

　清太郎を見送って、叶絵は足を肩幅に開き両手を合わせ、挟んだ札へ厳かに力を集める。

　私はやる事もないのでその様子を見守った。

「……なに見てんのよ」

　彼女はそんな私をじろりと睨にらみつける。何と言う眼力、さすがは霊視探偵。神である私に臆おくすることなくここまで煩わしさを訴えかけてくるのは、広い世の中でも叶絵かメイウェザーくらいのものであろう。

（いや、なに、お主は解呪の技法が不得手のようであり、それを清太郎に知られまいとしている姿がなかなかに健けな気げに思えてな。ぬはは、お主も可愛らしいところがあるではないかあぁぁぁぁぁぁぁぁ!?）

「アンタが見当違いの事を言うから、ちょっと手元が狂っちゃったじゃないの」

（いや、お主！　五斑叶絵!!　なにゆえ私に解呪の技法を向けるのだ!?）

「別に。っていうか、このくらいじゃアンタ、どうってことないでしょ。人間で言ったらちょっと大きめの石投げつけられた程度でしょ」

（確かにそうであるが……。いや、待て。普通に考えて知り合いに向かってちょっと大きめの石を投げつけるシチュエーションが存在するものなのか!?　私はただ、お主が恥じらいを持った乙女であると言う点を褒めただけなのにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?）

「だ、誰も恥ずかしがってなんかないし！　気が散るから黙ってなさいよ!!」

　私は再び解呪の光線を浴びせられながら、まず、心の中でメイウェザーに詫わびた。彼は悪童を地で行くスタイルなので誤解されがちだが、とりあえず面識のある相手に対していきなり投石による攻撃を企てはしないだろう。と言うよりも、照れ隠しでメイウェザーが大きめの石を投げたら、もうそれは事件である。メイウェザーにはこれからも節度を守ってヤンチャ街道を邁まい進しんして欲しい。そして、叶絵は私に謝るが良い。

「ところで気になったんだけど、恵拏俚。どうして『虚言師』は同じ犯行を繰り返すのかしら」

（えっ、お主、今の流れでもしかして私に意見を求めておるのか!?　あれほどにまで悪あく辣らつな行為に及んだ舌の根も乾かぬうちに!?）

「あたしとしては、単純に犯行のバリエーションが尽きたのかとも考えたんだけどね、だったら今度はなんで、こんな力だけはやたらと消費する燃費の悪い陣をわざわざチョイスするのかが分からないワケ。ほら、おばあちゃんの知恵袋的なアドバイスを寄越しなさいよ」

　本来ならば年長者である私が説教してやるのが自然な流れのはずである。だが、説教とは更生の余地があって初めて効果を成すものであり、それが存在しない場での説教など、フォロワー数ゼロのツイッターで美味おいしいパンケーキを食べたと写真をアップするに等しい虚むなしき行動ではないか。

　年長者かつ寛容で姿だけでなく心までも美しい私は、彼女の若さ故の過ちをこれまた美しく水に流してやったのち、助言を与えてやることにした。

（つまり、ずる賢く、人が困る様を指差して笑うような性質の持ち主である『虚言師』がとる行動としては、腑ふに落ちない、と。叶絵の言うことは決して的外れなことではないと私も思う。……もしかすると、ある種のかく乱を狙ってのことやもしれぬな）

「あたしの推理を混乱させて、まともな思考力を奪おうってこと？」

（うむ。この仮定の実にいやらしいところは、もしかすると逆に深い思考、裏を読むなどの考察を阻む目的での行動かもしれぬ点だ。なれば我らはやはり推論を闘わせる他ない）

「……ふーん。納得はできるわね。聞いてみて良かったわ。でも、そうなると結局こちらは後手に回るしかなくなる、か。まっ、それももう終わりよ。次か、その次の犯行現場をあたし達が押さえて、そこでこの憎たらしい障霊犯との付き合いもすっぱり切れるんだから！　……はあ」

　叶絵が空に白い息を吐いたのと同時に、『感情捻り』の陣は霧散した。

　最後に思わず出たため息は、完かん璧ぺきと言ってはいるものの計画の進行具合に不安が残る心境の表れであろう。彼女の計画は確かにスマートと評すべきものであり、私も異を唱えるつもりはない。だが、どこかしらに何らかの危うさが潜んでいるのではないか。そんな予感が叶絵に、そして私にも、思考の隅に存在しているのは確かなことのようであった。

「おーい、叶絵。ここの管理者の人がちょっと会いたいんだってさ。そっちの作業はもう終わったの？」

　清太郎が元気に手を振りながらこちらへ駆けてくる。

「あ、うん。ちょうど片付いたとこよ。って言うか、管理者が何の用？　アンタ、ちゃんと説明したんでしょ？」

「それがね、なんでも管理者のおじさんが『霊視探偵、悦えつ子こは見た』の大ファンらしくて、どうしても現役の霊視探偵に会ってみたいんだって。それから、出来れば一緒に写真を撮って、サインも欲しいって」

「そ、そうなの……。分かったわ、行くわよ。ったく、もう」

（そうふくれっ面をせずとも、笑顔で応じてやらぬか。良いではないか、ファンがおると言うことは、お主の仕事ぶりがそれだけ評価されておるという表れ。誉れに思い、握手でも写真でも応じてやるのだ）

「うっさい！　言われなくても、分かってるし!!　踏んづけるわよ」

「はははっ。さあ、ファンが待ってるよ。間違っても、踏むなんて言わないようにね」

　それから叶絵は管理者の中年男性と一緒に写真を撮ってやった。実に精巧な作り笑いを顔に貼り付けて。それでも中年男性は幸せそうだったので、世の中における作り笑いの立ち位置は今後も揺らぐことはないかと思われた。
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　野球場の周辺をひとしきり叶絵が霊視し、我らは帰路についた。

　清太郎と共に自室前まで戻ってくると、背後に雲間から差し込む陽光のように和やかな気配を感じ振り返ったところ茉ま莉り亜あが立っていて、私は全てに得心がいった。今日のように寒い日には特に格別。トコトコと駆け寄ってくる彼女で暖をとった。

「お二人とも、おかえりなさい！　お仕事お疲れ様でしたっ！」

「やあ、茉莉亜ちゃん。ただいま」

「今日は本当に寒いですね。お二人ともそんな薄着で平気でしたか？」

　私は清太郎と顔を見合わせ、茉莉亜の優しい心配りにほんわかした。

「私は基本的に神体ゆえ、寒暖などは超越しておるのだ。その気になれば感じられぬこともないが、わざわざ寒さを味わうこともあるまいて。しかし、茉莉亜の気遣いにはいささか心が温かくなった思いぞ」

「そうなんですね。さすがは恵拏俚様、神様ってすごいんですねっ！　……あの、清太郎さんは？　見たところもの凄すごい薄着ですけど……」

「ああ、平気だよ。僕も暑さや寒さに対する感覚は小学生の頃に超越してね。今日も言われてみれば寒かったけど、特に問題はなかったかな。コツとしては、寒さとは関係のない事を考えるんだ。今日だったら、僕はチーズフォンデュに使ったチーズが余ったらどうするのかをひたすら思い描いていたよ。アレ、最後は飲むのかな？」

「へ、へぇー。すごいですね、あははは……」

　いくら知性と教養に優しさと包容力を兼ね備えた茉莉亜とは言え、彼女はまだ中学生。清太郎の独自に編み出した超絶理論を理解するには悲しいかな経験が足りない。そして私は思うのだが、茉莉亜にはそんな哀色の経験値など積まずにこれからも幸せに生きていって欲しい。

「そうだ！　そろそろお屋敷に行きませんか？　今晩は叶絵さんが招待して下さったディナーですよっ！　えへへ、実は宿題をしていてもそっちが気になって集中できなかったんですよー」

　叶絵は定期的に茉莉亜と清太郎を夕食に誘う。しかし彼らはいつも遠慮してなかなか応じない。「タダで住まわせてもらっているのに、ご飯まで世話になるのは申し訳ない」と口を揃える。それにもめげず叶絵は食事に誘うので、月に一、二度のくらいの頻度で彼らもそれに応じる。ああ見えて叶絵も寂しいと見える。きっと今頃は首を長くして二人を待っているであろう。

「じゃあ、茉莉亜ちゃんと恵拏俚は先に行っておいてくれるかい。僕は着替えてから行くよ。さすがに一日歩き回った服で屋敷に行くのは失礼だからね」

「さすが清太郎さん、カジュアルとフォーマルを使い分けるなんて、なんだか大人な感じですっ。憧あこがれちゃいますっ」

　茉莉亜の憧れを砂場で作った城のようにものの数秒で崩すのは非常に気が引けるが、清太郎が部屋に戻った以上、私の口から告げねばなるまい。

「茉莉亜よ。清太郎にとって、カジュアルは制服であり、フォーマルもまた制服なのだ。……あやつが制服以外の着物を身に纏まとっておるのを見たことがあるか？」

　その瞬間、茉莉亜の頭上に豆電球のランプが灯ともるのを私は確かに見た。

「……そう言えば、ないです」

「一応フォローしておくとだな、清太郎は制服を５着もっておるがゆえ、清潔感にだけは気を遣っている。そこは間違いない」

「……あの、どうしてそんなに制服が？」

「なんでも高校の特待生制度で、定期試験の成績が学年で五指に入ると特典が貰もらえるらしい。学校に関わる備品を無償で貰えるのだそうだ。そこで清太郎は常に制服を要求し続けて、ついには５着に増えた、と、まあそういう話だ」

　夏の終わりの蟬の声に切なさを馳はせるような表情になった茉莉亜に「あやつは制服が気に入っておるようだから、茉莉亜は気にしなくても良い。さあ、豪華絢けん爛らんな夕ゆう餉げにありつこうぞ！」とおどけて見せると笑顔が戻り、私は心底ホッとした。

　まったく、世話のかかる宿主だ。

　そうやって場面を締めようとしたところ、「その原因はすべて私ではないか」との思いが去来し、今度は私が夏の終わりに鳴かなくなった蟬を見たような気持ちになった。

　軽やかに屋敷へ向かう茉莉亜の背を眺めながら、せめて５着の制服のうち一つくらいには襟や袖そでにフリルでも刺し繡しゆうしてやろうと考える私であった。
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「叶絵さん！　今日はお食事にお招きくださり、ありがとうございますぅ！」

　食堂で待っていた叶絵を見つけると、茉莉亜が鈴の音のような可愛らしい声で謝辞を述べた。そののち彼女は礼儀正しく頭を下げ、ニッコリと笑う。叶絵が胸のあたりを押さえながら「うぐぅ」と呻うめいたのは、茉莉亜の笑顔が刺さったからであろうこと、間違いなかった。私は茉莉亜に続き、テーブルの傍へ向かう。胸を押さえながら。

　どうにか体勢を立て直した叶絵は、

「べ、別に、そんなかしこまるような事じゃないわよ。今日は、料理長がすっごく調子がいいらしいから、ね。そんな日にあたしにしか腕を振るえないなんて、かわいそうじゃない」

　と、ぶっきらぼうに言った。

「ふふっ。そうですね！　料理長さんと叶絵さんに、感謝、感謝です。実は楽しみ過ぎて、お昼ご飯を控えめにしちゃったんです、わたし。えへへっ、食い意地張っちゃってみっともないですね」

「ちょっと、料理長！　向こう半月腕を振るえなくてもいいから、今晩は全力を出しなさい！　いや、全力の六倍出しなさい！　シェフのみんなも、いいわね！　茉莉亜の期待を裏切ったら踏んづけるわよ!!」

　厨ちゆう房ぼうから「ウィー！」と間髪を容いれずに返事があった。叶絵の無茶な注文にもへこたれずに溢あふれ出すパッションは、シェフたちも茉莉亜を喜ばせたいと言う一体感から生み出されているようである。

　それから、茉莉亜に遅れること数分。清太郎もやって来た。彼は、使用人たち一人ひとりに挨あい拶さつをし、あるいは軽く談笑しながら、ゆっくりとテーブルに近づいてくる。皆の衆は知らぬだろうが、彼は誰もやれなんて言っていないのにも関わらず、使用人が仕事をしているのを見つけたら脊せき髄ずい反射で手伝うものだから、いつの間にかこの屋敷にいる人間全員と顔見知りになってしまったらしい。そして何が恐ろしいかと言えば、屋敷の誰に会っても、老若男女、番犬に至るまでの全ての者が彼の事を悪く言わない点である。むしろ、誰に会っても何かしら称たたえられている気がする。本人が無自覚なまま五斑の屋敷を掌握してしまうのではないかと私は考えている。叶絵はもっと危機感を持つべきではないか。

「ごめん、ごめん。待たせちゃったかな。面目ない」

「お前、自分の部屋で支度を整える時間よりも、屋敷に入ってから会う者に挨拶している時間の方が長かったぞ。なにより、おなごを待たせるとは如何いかがする。反省せよ」

「わたしは全然気にしてないので平気ですよ、恵拏俚様！　それに、礼儀正しく誰にでも気さくな清太郎さんは、とってもステキだと思いますしっ！　ね、叶絵さん？」

　茉莉亜にお鉢を回された叶絵が「むぐっ」と言葉に詰まったところを、私は見逃さなかった。

「ほほう、叶絵、お主さては照れておるな？　清太郎の鉄壁模範生ぶりに惚ほれ惚ぼれしてしまい、それを隠そうと黙っておるのであろう？　ぬはははっ」

「う、うっさい、このクソ貧乏神!!　んな事、あるワケないでしょ!?　だ、誰が清太郎なんかに惚れ惚れするもんですか！　コイツが余りにもグズだから、呆あきれてたのよ!!」

　ぬははは、これは完全にツンデレ女子のセリフではないか。語るに落ちたな、叶絵よ。

「はっはっは。手厳しいなあ、叶絵は。ごめん、今度からは気を付けるよ」

「子供のように癇かん癪しやくを起こす叶絵に比べて、清太郎のこの対応よ！　やはり、器の違いであるな。ぬっはははっ──はぁあっ!?　や、止めぬか、叶絵！　お主、無言で『鏡きよう花か塩じお』を私にかけるでない！　私はいやしくも神であるぞ!?」

　いかん。いささか調子に乗りすぎたらしい。『鏡花塩』が神体に染みる。さすがに高価なだけあって効果も高いようだ。今完全に上手いこと言ったなと思うにつけ、先月出会った肉屋の店主を思い出し、私は婆さんキャラへの接近を肌で感じ背筋を冷やした。もう上手いこと言うのはやめようとも思った。私は年を取っていても決して年寄りではない。おい、なにゆえ目を逸らす、皆の衆。

「あはははっ！　あ、ごめんなさいっ。わたし、皆さんのやり取りを見ているの大好きなんです。だって、自然と笑顔になっちゃうんですもん」

　屈託なく歯を見せる茉莉亜を見て、叶絵の怒りメーターは一気に下がる。同時に私の憤りメーターも下がりきり、つまらぬ悩みも彼方かなたへ飛んでいった。恐るべき天使っぷりである。

「叶絵様、お食事の用意が整いました。……どのように致しましょうか？」

　やって来た料理長が、楽しい会食の開始を告げる。

「順番とかはいいから、じゃんじゃん持って来て。約一名、普段はろくなもの食べてないのがいるから。肉とか魚とか、栄養があって食べごたえのありそうなものを重点的に出してやってね。ああ、あたしと茉莉亜は、普通にコースをお願いするわ」

「おおっ、ありがとう、叶絵！　そして、ありがとう、料理長！　今日はハンバーガーも食べられたし、何て素晴らしい一日なんだろう。昨日までは一週間、ひたすらうどんを食べてたからなあ。廃棄されるうどんの麵めんが手に入ってね。汁があれば完かん璧ぺきだったんだけど」

「料理長、大至急よ。清太郎のご飯を最優先にしたげて。コイツの話を聞いてると、普通に生活してるあたしが悪者みたいな気持ちになるから」

「はっ、かしこまりました。おい、清太郎様が食事をされるぞ！　総員、全力を尽くせ!!」

　厨房から「ウィー！」と間髪を容れずに返事があった。その声には必死さが内包され、戦時のさなか学徒動員された新兵もかくやと思われた。

　多分、二週間前の土曜の事を思い出したのだろう。あの日は、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』で一文無しになった清太郎が飢え死にしないようにと、叶絵が遅めのブランチに誘い「食べられるだけ食べて、しっかり栄養を蓄えときなさい」と言ったのだった。その結果、コックが四人倒れた。

「冬眠する前の熊を相手にしているようです」とは、その際の料理長のセリフである。ミシュランで星が貰えるような店で長年修行した彼にしても、清太郎の胃袋は驚異だったらしい。

「あああっ、いい匂いだね！　こんな豪華なご馳ち走そうを食べられるなんて、助手冥みよう利りに尽きるよ!!　では、いただきます。──うん、この肉、美味うまい！　こっちの魚も、美味い!!」

　片っ端から吸い込まれるように消えていく皿の上の料理。そして、これだけのスピードで食べているにも関わらず、テーブルマナーをキッチリ守っている清太郎。茉莉亜の言う通り、こやつの礼儀正しさは凄い。凄すぎて私ですら若干引いている。

「ま、まあ、美味おいしそうでなによりだわ。さて、あたしたちも食べましょうか」

「はいっ。今晩の素晴らしいディナーをありがとうございます、神様。そして、叶絵さん！」

　またしても叶絵が前かがみで「うぐぅ」と呻いたのを見逃さなかった。







「ふわぁっ！　このイチゴの……何でしたっけ？　とにかく、すっごく美味しいですぅー！」

「イチゴのスムージーとワインのジュレでございます、茉莉亜様」

「あ、そうでした！　えへへっ、わたし横文字に疎くて。ごめんなさい、料理長さん。とっても美味しかったです!!」

　デザートを食べ終えて、満足顔の茉莉亜。

「ぐああっ！　──ありがとうございます、シェフとして、これ程の賛辞はありません!!」

　料理長が、茉莉亜の笑顔でコロッとヤラれた。無理もない。

「ぷはぁーっ。僕も、腹八分目ってところだから、このデザートで止めておこうかな。食べすぎは体に悪いしね。ごちそうさまでした、料理長。相変わらず実に美味でした。僕みたいな者が相手で本当にすみません」

「め、滅相もございません！　ご満足いただけたならば、我ら、本懐にございます!!」

　清太郎の食事終了宣言をうけて、厨房がドッと沸いた。耳を澄ますと、「やったぞ、俺は生き延びた」「腕が、もう、腕が上がらねぇよ……」「こっちに担架を！　新人が倒れてやがる」などと、厨房から漏れ聞こえてくる会話とは思えない内容の叫びがこだまする。まあ、眼前に積み上げられた皿の量からしてだいたい十五人前くらいは楽勝で食べているだろうから、シェフたちの過労も納得と言える。

　彼らは紅茶を飲みながら、食後の余韻に浸る。

「そうでしたっ！　叶絵さん、明日あしたは土曜日ですけど、お時間ってありますか？」

「そうねぇ。依頼はないけど、パトロールには行かなくちゃならないかしら」

「そうですか……。やっぱり、お忙しいんですね」

　シュンとなった茉莉亜を見て、叶絵が露骨に慌てる。オロオロしっぱなしである。そんな彼女に救いの手を差し伸べるのは、三杯目の紅茶を飲み干した我が宿主だった。

「明日は僕がパトロールをするから、叶絵は休んだらいいじゃないか。ここのところ、休日もずっと出突っ張りだったことだし、ちょうど良い機会だよ。あ、すみません、紅茶をもう一杯いただけますか。今度は砂糖とミルクとジャムとハチミツも入れてもらえると嬉うれしいんですけど」

「清太郎さん、それって、もう紅茶の枠からはみ出しているんじゃ……」

「そうだね。これはもうただの紅茶じゃないね。ハイパー紅茶だね」

「もー、清太郎さんったら。……あれ、叶絵さん？」

　叶絵の反応に少しばかりタイムラグが発生する。

「あ、うん、そうね。クソ馬鹿ね。いっそ砂糖でも舐なめときなさいよ」

「それはひどいですよー」と笑う茉莉亜の後ろで、私は見逃さなかった。叶絵がたった今、この時、清太郎を霊視していたところを。茉莉亜の声に即座に反応してみせたのは褒めてつかわすが、私の目だってなかなかのものであり、なれば些さ細さいな事も見逃さぬ。

「それに茉莉亜ちゃんも、叶絵をどこかに誘いたいんだろう？」

　そして些細な事もそうでない事も大概見逃す男、清太郎は話を戻した。

「あっ、はい。実は、美み咲さき先輩とですね……。叶絵さんも誘って、駅前のショッピングモールにお買い物へ出掛けられないかなって話をしていまして。よく考えたら、これまで叶絵さんと一緒にお買い物とかしたことなかったから、どうかなぁって思ったんですけど……。やっぱり迷惑、ですよね」

　カタカタと小刻みに揺れる叶絵だったが、心中察するにはその動きだけで充分である。

「ま、まあ、清太郎もそれなりには使えるようになって来たし？　一日くらいなら、任せてもいいかしら、ね。だ、だから、アンタたちがそこまで言うなら、あたしが休んであげても、いいんだけど」

「素直じゃないなあ、叶絵は」

「ほんに、天の邪じや鬼くであるな、お主」

「う、うう、うっさいわね！　黙っときなさいよ!!　踏んづけて、はっ倒すわよ！」

　私達のやり取りを見守っていた茉莉亜が手を組んで、上目遣いで、潤んだ瞳ひとみで、心底嬉しそうに言った。

「じゃあ、明日、一緒にお出かけできるんですか？」

　──天使か!!

　思わず私が叫びそうになってしまった。まごうことなきエンジェルの誘いを誰が断れようか。

「もちろんよ！　茉莉亜の頼みとあれば、話は別だもの！」

「やったぁ！　嬉しいですっ。えっとですね、今は冬物のセールが始まってまして。それから、最近できたスイーツのお店が美味しいって評判で──」

「はっはっは。茉莉亜ちゃんは余程嬉しいんだなあ、叶絵と出かけるのが。まあ、こっちはこっちで上手うまくやっておくから、心配せずに羽を伸ばしておいでよ」

「はっ。どうかしらね。せいぜい、あたしに泣きついて来ないように努力するのね」

　こうして夕食は楽しい雰囲気のまま幕を閉じ、各々が自分の部屋へ帰っていった。

　それから三時間ほど経ち、時計は午後十時半を指そうかという頃合い。

　不意に我らの部屋の扉がノックされた。

「ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ。──ふんっ？」

　やる事がないからと言う理由で清太郎が始めた腕立て伏せが、ちょうど千二百回を超えようとした時分でもあった。

　彼は汗を拭ぬぐいながら、扉を開けた。

「……ちょっと、いい？」

　来客の正体は叶絵であり、彼女が我らの部屋を訪ねてくるなど勿もち論ろん初めてのことだったので私は驚いた。

「構わないよ！　さあ、入って入って。ああ、座布団がないなあ。女子をお招きするのに床に座らせるなんて、これはいけない。ええと、そうなると僕のベッドか。もしくは……うん、腕立て伏せする僕の上か、どちらかに座ってもらうことになるけど、いいかな？」

　清太郎は平常運転であった。なにゆえそのように不毛な二択を自分の雇い主に強いたのかは判然としない。私にすら分からぬのだから、これはこの世の誰にも分かるまい。

　ああ、叶絵は迷わずベッドの上を選択した旨、彼女の尊厳のために付言しておこう。
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「ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ」

　我らの部屋には清太郎の腕立て伏せをする息遣いだけが、蒸気機関車を思わせる規則正しいリズムを刻んでいる。叶絵が退室した訳ではない。彼女は清太郎のベッドに座っている。座っているだけで何もしていない。何も言葉を発しない。通常、夜に部屋を一人で来訪してきた女子に対する場合、男がエスコートするのが普通であり、紳士っぷりには定評のある清太郎がそうせぬ理由がない。しかし、悲しいことに彼の脳内には女性をもてなす方法が存在していない。無い袖そでは振れず、無い知恵は絞れぬ。沈黙を貫く叶絵をしばらく眺めたあとに、「ゆっくりしていくといいよ」とニッコリしてからおもむろに腕立て伏せを再開したのが何もかもの証明であろう。

　世の中、全てにおいて完璧な人間など存在しない。だが、これは良くない。叶絵を見ると、いかにも何かを胸の内に秘めた様子で、やたらとソワソワしている。ここまでサインをガンガン飛ばしているのに、一向に伝わらぬのは見ていて詮せん無なきことこの上ない。

　そこで、ここはデキる女の神と言えばと聞けば十人中八人は恵拏俚と答える事で有名な私が助け船を出すことにした。ちなみに、残りの二人は私の可愛らしさに見み蕩とれて答えに窮することを追記しておく。嘆かわしいかな私がいなければ話も進められぬとは情けのない者どもだが、それはそれで微笑ましいものよ。さあ、私の出す方はこ舟ぶねに乗るが良い。

「のう、叶絵よ。黙っていては清太郎に伝わらぬぞ」

「な、なな、なによ、いきなり!?」

　その慌てようを見て、私は思わず笑顔になる。なんだなんだ、叶絵も人並みに言いにくい事の一つや二つあるのではないか。繰り返すが、私の方舟に乗るのだ、今すぐに。

「大丈夫であるぞ。この時間ならば、茉莉亜はもう寝ておる。なにより彼女の部屋とここは二つほど空き部屋を挟んでおるから、少々声を出したところで聞こえやせぬ。緊張する気持ちも分からぬではないが、誰しも初めてと言う階段を踏んでステップアップしていくものであるからな」

「……何言ってんのか全然分かんないんだけど」

「いや、だから、清太郎は鈍い男であるからして、自分から言わねば伝わらぬと申しておるのだ。夜よ這ばいに来た、と」

「よ、よばっ!?　こ、このくそ馬鹿貧乏神ぃぃぃぃっ!!」

「なにを今さら照れておるぅあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　叶絵が不意に懐から札を出したかと思えば、それが一直線に私目掛けて飛んで来た。どうも攻撃用の呪符だったらしく、私は人間で言うところの自転車で側溝にダイブして膝ひざを強打したくらいのダメージを負った。そうか、私が方舟だと思って差し出したのは泥船であったか。こんな時、何と言えば良いか。てへぺろとか言って相手を馬鹿にするように舌を出すのが正解だったか。ふむ、ではなにゆえ叶絵が二枚目の札を出そうとしておるのか。とりあえず膝が痛い。膝は痛くないが、膝の痛み的な痛さが痛い。私は何を言っているのだろうか。真実はどちらを向いている。

「……ふう。千五百回、っと。それで叶絵、僕に何か話があるんじゃないのかな。恵拏俚が良い感じに硬かった雰囲気を払ってくれたようだし。彼女はこわばった気持ちをほぐしてくれるのが上手だからね」

「……そこで転がってる貧乏神にそんな長所があるとは思えないけど。そもそも、同性として言わせてもらえば品がなさ過ぎんのよ。どうしておばあちゃんになるとデリカシーがなくなるのかしら。人間も神様もそこんとこは同じね」

　ああ、何やら話が始まる気配を感じる。それはつまり、私の負傷も無駄ではなかったと言う事か。ならば、私は今しばらく膝の痛み的な痛さを軽減させるため、何となく膝をさすりながら部屋の隅にて転がっていよう。
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「……ちょっとね。今の仕事も佳境に入ったところだし、私にとって初めての助手であるアンタには、私の、何て言うか、生い立ちじゃないけどさ。これまでの事について話してやってもいいかなって思ったの！　あっ、べ、別に聞きたくないならそれでいいから！　そんな楽しい話じゃないし」

「叶絵が良いなら、もちろん聞かせてもらうよ」

「そ、そう？　結構長くなるけど……。分かった」

　ははあ、叶絵の目的は清太郎との信頼関係をより強固にするための対話であったか。これは私としたことがうっかりであった。清純派で名を馳はせる私としたことが、邪推の極みであったな。いや、私も福の神時代は、それはもう清せい楚そが溢あふれ出して震えるなんてものではなくてな。何故耳を塞ふさぐ、皆の衆。

「あのね、五斑の家系では女の子が生まれると、時々特別な目を授かることがあるの。要するに、視みえる目、ね。ただ、それは確実じゃなくて、普通の子が生まれることもあるの。でも、あたしは視える目を持って生まれた。茉莉亜もそうだし、あたしの母様もそうだから、最近の代は当たりだって親しん戚せき連中は言ってるわ」

「へぇー。じゃあ、ご先祖様がみんな霊視探偵じゃなかったってことかな？」

「そうね。目がある代は霊視探偵として、そうじゃない代は妖よう怪かい払いとしてやってきたみたい。うちは霊能力に長たけた一族みたいだから、まあ目がない世代も食うには困らなかったみたいね」

　叶絵が知っておるのかどうかは不明だが、五斑の家のように特別な目を受け継ぐ一族は日本全国に極少数ではあるが存在する。現在各地で活躍する霊視探偵の多くはその様に、遺伝によって目を受け継いでいるケースが大半である。

「ちなみに会ったことがまだないけど、叶絵のお母さんは？」

「あれ、言ってなかったかしら。母様は今、海外を拠点に活動してんの。日本には年に一度帰ってくれば良い方ね。で、父様も一緒に海外暮らし。だから、日本の仕事は中学生になった頃にあたしが引き継いだの」

「中学生の頃からこんな仕事をしていたのか。すごいなあ。僕なんか、その年の頃はバイトを少ししていただけで、あとは食べられる草とか毒があるけど食べられないことはないキノコとかの種類を覚えるのに必死だったよ。だから叶絵は大人びているんだね」

「うん。アンタの方も、何て言うか大概ね。あたしも、アンタが達観してる理由が分かるわ。お願いだから、草はともかく毒のあるキノコに手を出すのはもうやめなさい」

　私は、三週間前に「このキノコの毒はピリッとしてクセになるなあ」などとのたまいながら、清太郎が嬉き々きとして毒キノコ鍋なべを食べておった事は黙っておいてやろうと思った。

「でも、修行とか辛つらかったんじゃない？　いくら素質があっても、それを使いこなすためには訓練が必要だよね」

「ふふっ、アンタにしては鋭いじゃない。そうね、小学生の頃は毎日、それこそ３６５日ずっと修練をさせられてたわ。でも、母様は励ましてくれたし、たまの休みには父様が動物園に連れて行ってくれたりしたからさほど苦痛じゃなかったかしら」

「その言い方だと、その修練よりも大変だったことがあるのかな」

「……なんか鋭すぎて怖いんだけど。えっ、なに、ちょっとキモイわね」

　清太郎は頭を搔かきながら「叶絵の事なら何でも分かる気がするよ」と照れて「黙れ、変態っ」と叶絵に頰ほっぺたを引っ張られる、という既視感満載の流れをこなしたのち、二人して何事もなかったかのように本筋へ戻るのだから、これはもう私の口を挟む余地はない。

「キツかったのは、目の制御が上手うまくできないのに修練によって力を高めていったせいで起きた弊害、かな。副作用って言ってもいいかも。アンタ、人の心が色になって視えるって言ったらイメージできる？」

　少しばかり顎あごに手を当てて考えた清太郎は、

「……察するに、焼き芋をどうしても食べたい人が黄色に視える、みたいなことだね？」

　と所見を述べた。

「カッコよくポーズまで決めてるところ悪いんだけど、全然察せてないわよ。その理屈でいくと栗食べたい人も黄色くなるでしょうが」

「ははあ、そうきたかあ」

「いや、どうも行ってないわよ。ったく、アンタと不毛なクイズやってても仕方ないから続けるわよ。あたしの幼少期は、目の副作用とともにあったのよ。具体的に言えば、嬉うれしい時は、オレンジ色。悲しい時は、青色。親愛は緑色。敵対は赤色。そんな風に、相手がどんな感情を抱いているのかが全部まるっと視える状態だったの」

「……それは、辛かったろうね」

　沈痛な面持ちの清太郎だが、これは神の私でも分かる辛さであった。四六時中、対面する相手の心が分かるなど、人間の性質を考えればそれはもはやある種の拷問ではないか。精神が未熟な幼少期にその様な経験をするなど、並大抵の苦痛ではないだろう。

「自分で言うのもアレだけど、この時期のせいで人格が結構歪ゆがんじゃったと思う。だって、小学生って正直じゃない。修練のせいで友達付き合いもろくにしてない子供がどうなるかって言ったら、意識するしないは関係なく、とりあえず敬遠するわよね。目に見える人がほとんど赤か紫色してるのよ。ちなみに、紫は警戒心の色。そんな調子で成長して行って、目の制御ができる頃にはもうあたしは誰の心の色にも関心を示さなくなってた」

　ここで叶絵は言葉を区切り、怪け訝げんな顔で清太郎を睨にらむ。

「なによ。いつも以上に呆ほうけた顔しちゃって」

　言われてみれば清太郎の表情が形容し難いものになっている事に私も気付く。おぎゃーと生まれた瞬間より彼に連れ添って十七年と少々。清太郎の考えている事は手に取るように分かり、左の尻しりにあるホクロの大きさまで把握している私にとっても、それは初めて見る顔であった。どうした清太郎。そして彼は、その理由を厳かに語る。

「いやね、叶絵にも意外な一面があるんだなあと思って。いつも強くて自信に満ちている君しか知らなかったからなあ。なんだか不思議な気分だよ」

　本当にどうした清太郎。そのセンシティブな物言いは如何どうしたのか。

「アンタ、あたしを何だと思ってんのよ。あたしだって色々あんのよ」

「うん。そうだね」

　短く答えた清太郎。だが、そのわずか数文字の相あい槌づちに、これまでにはない想いが介在している事を彼は自覚していない。

「な、なによ!?　ったく、調子狂うわね」

　叶絵は耳を少し赤くして、ぷいっと顔をそらして座り直した。彼女は清太郎の真っ直すぐに見つめてくる視線や真っ直ぐに投げかけられる言葉に何やら思うところがあったようであり、同性である私にもこのような時代があったものよと私は独り昔を懐かしんだ。

　清太郎がこれ以上何も言ってこないのを見て、叶絵は今のやり取りがまったくなかった風を装い、続ける。多少無理があるだろう。だが、それは一般論。この場には純真を霊峰より湧き出るあらたかな水で割ったような心の持ち主たる清太郎と、場の空気を読み場の雰囲気を読みなおかつ気配り上手な女神と言えば真っ先に名前の挙がる私しかおらぬ。つまりは、何の障害もない。

　大きく息を吐いて、叶絵は続ける。

「仕事を始めてからは、結構楽しかったわよ。結果を出せばクライアントは拍手喝かつ采さい。内心どんな色してんのかしらとは思ってたけど、賛辞を聞いてると自分の価値が上がったみたいで気分が良かったもの。でも、そんなあたしが壁にぶち当たった。それが今年の夏」

「ああ、『虚言師』だね」

「うん。二つ名の付いた障霊犯だから情報としては知ってたけど、それがあたしのテリトリーに来たって政府から通達が来たときは正直、武者震いしたものよ。これであたしの名声は一気に高まるわ……って」

　政府が霊的犯罪者と認めた者を障霊犯と呼ぶのは皆の衆も知っての通りだが、その中でもお上が特別に厄介だと判断した者には二つ名が付けられる。『虚言師』がまさにそうであり、少し前には『唐から傘かさ』や『人ひと案山子かかし』と言う輩やからが業界を騒がせた。ヤツらに関する詳しい言及はまたの機会に譲るが、どの二つ名付きにも言えるのは実にシンプル。強敵、そのただ一点に尽きる。

「僕が叶絵と出会う前から戦っていたんだったよね」

「そうね。最初は楽勝だと思ってたけど、あたしは自分の力の限界を思い知らされたわ。『虚言師』は愉快犯の中の愉快犯。愉快犯であるがゆえに、犯行にも脈絡がない。起こす犯罪も大規模なものもあれば見逃してしまいそうな小さい悪戯いたずらみたいなものもある。悔しいけど、完全に翻ほん弄ろうされてた」

「僕が会ったのは一度きりだけど、商店街の事件の時も『虚言師』はなんだか遊び半分って感じで、気軽に現場に戻ってきてたね」

「そっ。そんな訳で、あたしは人生初の大敗北を受け入れようとしてたの。あの日も、『虚言師』に唆された男たちが起こした銀行強盗事件を未然に防げず、後処理に向かったんだけどそこで──」

　一いつ旦たん口をつぐんだ叶絵は、少し目を閉じ、思い出の箱を開くように穏やかな声で言う。

「──そこで、アンタと出会ったの」
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「そうだったね。いや、でもその前に会ってるよね。ほら、出会い頭にぶつかってさ。そうそう、叶絵のスカートが捲めくれてパンツが見えげしゃっぷぇ」

　せっかくいい空気の中、回想がクライマックスを迎えようとしておるのにいらぬ口を出すものだから、当然のように清太郎は制裁を受けた。首をモキョる事に関して、未いまだかつて叶絵より秀でた者を私は知らない。ただし、彼女がそれを誇って良いのかも私は知らない。

「第一印象は最悪だったけど、なんだかすごい違和感を覚えて、あたしは久しぶりに人の心を霊視したの。そしたら、貧乏神が憑ついてるじゃない。しかも仲良さそうに喋しやべってるんだから、アンタのランクがあたしの中で頭のおかしい人になるのも当然よね。ただアンタの心は──」

「ん？」

「な、なんでもない！　とにかく、そこで使えそうだと思ったから、アンタを助手に誘ったのよ！　で、これからいよいよ大詰めだから、このあたしの経歴を聞かせてやって背筋を伸ばしてやろうって、そーゆうこと！　とにかくアンタなしじゃ勝てないんだから、気合入れなさいよ」

　ふははは、ここで私はおもむろに笑みを浮かべる。お忘れか、皆の衆、私は神なるぞ。つまりは人の心を読むことなど児戯に等しい。それも霊視探偵は色で心模様を判断するらしいが、こと私に関してはダイレクトアタック。良いか、見ておれよ。

（それで叶絵よ。清太郎の心の色は何色だったのだ？　思わず見とれてしまった清太郎の心は、何色だったのだ？　思えば先ほど、会食の場でもお主は見とれておったのう）

　途端、叶絵がぴょんとベッドの上で跳ね上がった。すぐに状況を理解したのはさすがと褒めておこう。

（なっ、この貧乏神！　あ、アンタ、あたしの心を読んだわね!?）

（ぬはははっ。案ずるな、この念話はお主にしか聞こえてはおらぬ。で、山吹色とはどのような心なのだ？　ああ、いや待つが良い。ここは当ててみよう。そうであるな、私が察するに──）

「ちょっ、踏んづけるわよ!!」

　今宵一番の大声が部屋に響き渡り、叶絵はしまったという顔をした。そして私は一日を通して受け続けた数々の無礼の仕返しができて溜りゆう飲いんが下がった。実に晴れやかな気分である。

　一方、彼女の唐突な罵ば倒とうを当然のように自分に向けられた矛先だと察した清太郎は考えた。彼は考えが纏まとまると行動に移す。

「僕が何の粗相をしたかと思ったけど、分かったよ。せっかく胸に秘めた思いを吐き出してくれたのに、僕としたことが。さぞかし喉のどが渇いただろうね。僕としても、叶絵の気持ちに応えたいと思う。だから、これをあげよう。とっておきだよ」

「……色々言いたいことはあるけど。……なによ、これ」

「ドロップの空き缶に水を入れたものだよ」

「見たら分かるわ！　あたしが聞いてんのは、どういう経緯でこれが来客に差し出されんのかってこと！　節せつ子こか、あたしは!!」

「ははあ、お気に召さなかったかあ」

　清太郎心ばかりの好意を内包した行為は悲しいかな空砲に終わり、その弾丸はポトリと力なくテーブルの上でたそがれる事となった。ちなみに、ドロップの缶に水を入れたものはこの後清太郎が美味おいしくいただく予定なので心配せぬが良かろう。

　そして、そこでめげずに次の手を考えるのが清太郎の美徳であり、清らかな心の為なせる業でもある。

「じゃあ、こうしよう。恵拏俚、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』だ」

　私は彼の意図することがすぐに分かり、やれやれと手を挙げてみせた。まったく、この純朴ボーイめが。

「仕方のないヤツよのぉ。どれ、なるべく節約してみよう。そら、手を出すがよい」

　藤色の光の中から神器が現れる。

「おお、これは凄すごいものが出たね！　さあ、どうぞ叶絵、冷めないうちに」

　清太郎の手の上にはお椀わんがあり、中には温かいぜんざいが入っていた。

「今度はなによ」

「ふうむ、致し方ない、説明してしんぜよう。これは本来『完かん全ぜん剤ざい』と申すもので、口に含めばどんな病もたちまち治るとされる神の妙薬である。……まあ、もはや通例であるが、清太郎の懐事情により形は全然違うがの。よってこれは『甘かん善ぜん哉ざい』、要するに白玉入りの甘いぜんざいだ。ただし、疲労の回復くらいならばゆうに事足りることは保証しよう。ちなみにお値段２８００円なり」

「なに無駄遣いしてんのよ、これからアンタの力が大事だって話したばっかでしょ!?」

「いやあ、叶絵の事を強く念じたらこれが出たんだよ。安心していいよ。これからは、僕が叶絵を守るからね。二人で一緒に頑張っていこう!!」

　こういう時に、恥ずかしげもない主張を盾に突進していく清太郎の突破力は半端ではない。太平洋戦争時代に腕利きで鳴らした零戦乗りでも撃墜は免れないだろう。
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「ええと、そうっ、ぜんざい一つで心が温まってりゃ世話ないわよっ！」

　現に叶絵の語気が一気に弱まった。

（その割には嬉うれしそうであるがのう）

（……っ!!　また、この貧乏神っ!!）

「ううむ、いらないんだったら僕が飲むけど」

「アンタ、疲れてんの？」

「いや、全然。今からフルマラソン走ってこいって言われても対応できるくらいのコンディションは維持しているよ」

「……はぁー。飲むわよ、もったいないし。なにニヤニヤしてんのよ、はっ倒すわよ!!」

　そして『甘かん善ぜん哉ざい』を啜すする叶絵。『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』が無駄にならず清太郎も嬉しそうだ。

「そうそう、明日あしたはクレープを食べるんだよね？」

「なんで知ってんのよ」

「さっき美咲からメールが来たんだ」

「くっ、ちょっとずつ現代機器に適応してきてんじゃないわよ！　って言うか、さっきは茉莉亜の前だったからああ言ったけど、この大事な時に遊んでる暇なんか……。やっぱり断るべきよね」

「だったらさ、恵拏俚も叶絵について行ってあげなよ。もし何かあればすぐに対応できるように。恵拏俚もそれでいいよね？」

　私の宿主は清太郎であるが、憑ひよう依い霊のように一昼夜その者にまとわりついておかなくてはならぬ訳ではない。

「私はお前の頼みとあらばやぶさかではないが」

「じゃあ決まりだね」

「えっ、ちょっと！」

「僕の事をもっと頼ってくれていいんだよ」

　清太郎は時に人の話を聞かない。それが良いのか悪いのか、この場合はどちらだろう。

　その後しばらく叶絵は反論を続けたが、その電気のヒモを相手にシャドーボクシングするが如ごとき暖の簾れんに腕押し的な行為が虚むなしくなったらしく、最終的には首を縦に振るのであった。

「……はいはい、もう好きに言ってなさいよ。あたしは疲れた。ものっすごく疲れたから、もう寝るわ」

「うん。おやすみ」

　叶絵が去った後、清太郎は腕立て伏せを再開した。だが、その表情は複雑怪奇。特殊相対性理論を前にした大学生がいれば同じような顔になると思われた。その、お前の胸がざわついている原因。他者に向けている普段の慈しみとは些いささか毛色の違う、その感情。どうにも腑ふに落ちないと首をかしげて腕立て伏せをしておるが、やはりと言うか、察しがつかぬか清太郎よ。人より多くの苦労をする事で人より多くの知識を得てきたお前でも、その名前にはまだ気付けぬと見える。

「のう、清太郎よ。お前──」

「……。ああ、ごめん。何だろう、恵拏俚？」

「……いや、なんでもない。邪魔をしたな、あいすまぬ」

　そんな彼の小さな変化に、ささやかな感情の芽吹きに、今私が余計な手を出すのは無粋であろう。
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　明朝、十一時。

　叶絵たちの待ち合わせ場所、平ひら目めヶが丘おか駅には既に美咲の姿があった。

　茉莉亜がトテトテと駆け寄っていきハイタッチしたのち、美咲は叶絵にダイブした。ルパン三世だろうか。

　そんな様子を私は上空20メートルにて見守っている。昨晩、清太郎に「ついて行ってやれ」と言われたので彼女たちの様子は伺うが、若い女子の集いに同行するほど私も野暮ではない。姿を見せれば、叶絵はともかく茉莉亜などほぼ間違いなく私に気を遣うであろうし、そうなれば一人視みえない美咲が疎外感を覚えるやも知れぬ。それではせっかく苦労して叶絵を遊びに送り出した清太郎も浮かばれぬ。ここは気を利かせて気配を消し、彼女たちには気持ち良く気晴らしをしてもらうが肝要であろう。

「うにゃー!!　叶絵っち、ひっさしっぶりー!!　んんーっ、今日も今日とていい匂いですなぁー。実に芳しい、奥行きのある甘い香りですなぁ!!」

「ちょ、や、やめなさいよ！　こんな人だらけの場所で、くっついてくるな!!」

「だってぇ、叶絵っちったら、グループチャットでも反応が素っ気ないんだもの！　こうして直じかに会えるチャンスは、絶対に活いかさなければじゃん！　隙があれば抱きつくし、隙がなければ作って抱きつくし!!」

「ああ、もうっ！　分かったわよ、今度から返信も愛想よくするから！　スタンプもつけるからっ！　とりあえず、一回離れなさいよ!!」

　振り払われた美咲は、茉莉亜と顔を見合わせ「言質を取りましたぞ、茉莉亜隊員っ」「さすがです、美咲隊長！」と、はしゃいでいる。なんとも微笑ましい。そんな感情を抱いたのは私だけではなかったようで、叶絵も自然と笑顔になっている事に気付く。そしてそんな変化を、彼女が見逃すはずもない。

　人差し指で叶絵のほっぺたをつつきながら、美咲は言う。

「おやおや、おやぁ？　叶絵っち、今日はなんだかご機嫌な感じ？」

「そんなわけないでしょ!?　アンタの目が曇ってんじゃないのっ」

「失礼な。ウチの視力は両目とも２．０だし！　そして可愛い女の子を見る時にはその視力が三倍になると言っておこう!!　この眼力は霊視探偵にだって負けないぞっ」

　憮ぶ然ぜんとした態度で誤魔化そうとしてはいるものの、誰の目から見ても今日の叶絵は普段の五割増し程度には機嫌が良さそうである。

「お二人とも、やっぱり相性がいいんですねっ。なんだか、ずっと前から親友だったみたいに見えますよ。ふふっ」

「マジで!?　茉莉亜ちゃんがそう言うって事は、つまりはそういう事かぁ!!　ヘイヘーイ、叶絵っち、ウチとユーは親友に見えるんだって！　親友と書いて、マブダチと読むっ!!　さあさあ、美咲お姉さんの胸に飛び込んでおいでー!!」

「まっ、だから、やめっ！　ぐっ、苦しいってば!!」

　少し目を逸らすと、今度は叶絵の顔が美咲の、彼女のそれよりも数倍ボリュームのある胸に埋められていた。世の男どもであれば涙を流して喜ぶシチュエーションであろう。

「あーっ、ずるいですよ、わたしも入れてくださいっ!!」

「なぁっ!?　茉莉亜まで!?」

「よーし、よしよし！　二人とも可愛いなぁっ!!　存分に可愛がってやるさかい、安心してやー。わっしゃっしゃっしゃー」

　結局三人は、このように他愛のないやり取りを実に30分もの間続けていた。叶絵は時々、自分の体裁が保たれているか確認する素振りを見せたが、そのような事を確認するまでもなく体裁は崩れており、珍しく彼女らしからぬ無駄な努力を繰り返す様は私の目も楽しませた。

「はあーっ。楽しかったですぅ。しかも、三人でもみくちゃになったおかげで、なんだか体が温まった気がしますねっ」

「おおっ、茉莉亜ちゃん、いいところに気が付いたね！　そうとも、この女子を揉もみしだくウチの必殺技は、寒くなるちょうど今のような季節に真価を発揮するのだよ!!」

　いらぬお節介だが、たとえ同性相手でも「揉みしだく」とは、もう少し言い様というものがあるのではないか。少なくとも人が行き交う駅前で公然と口にするものではない。

「そうなんですね！　美咲先輩はいつもわたしの知らない事を教えてくれるので、とっても勉強になります！」

　美咲よ、うちの天使を唆すでない。

「で、これからどうするのよ？」

　叶絵はその場を収めようと、スケジュールの確認を買って出た。先程も申したが、三人は同じ場所にもう30分以上滞在している。吹き抜ける風は冷たかろう。先刻より大時計の前で営業の待ち合わせをしている風なサラリーマンの視線も冷たかろう。風邪をひく前に移動するが良いかと思われる。

「そうだねー。冬物のセールに飛びつきたいところだけど、先にそれやっちゃうと荷物を持って移動しなくちゃいけなくなるからねー。ってことで、女子が三人集まったんだし、まずはスイーツでも食べて英気を養うか！」

「あっ、先輩が言ってた、美味おいしいクレープ屋さんですね!?」

「そそっ。ウチのリサーチによると、値段の割りにかなりのクオリティらしいよ？　そりゃもう、行くっきゃないよね。据え膳ぜん食わぬは女の恥って言うし!!」

「言わないし。ってか意味わかんないし。……目的地が決まったなら、さっさと行くわよ」

　そう言って威風堂々と先陣を切る叶絵に、美咲が声をかけた。

「あれ、叶絵っち、場所知ってる？　ちなみにそっちは逆方向だけど」

　バツが悪そうに回れ右をする叶絵の背中を、茉莉亜が楽しそうに押し返す。

「さあ、行きましょう、叶絵さんっ」

「はいはいっ、こっちだよー。ちゃんと付いてきてねー」

　叶絵は、「ふんっ。道に迷ったら承知しないから」と悪態をついて、二人の後ろに続く。

　いつも先頭を歩く彼女にとって、列の最後尾は初体験かもしれない。ただ、存外居心地は悪くなさそうでもあった。
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　場面が変わると、叶絵は困っていた。

「結構並んでますね。さすが評判のお店ですっ」

「平気、へーき。この美咲さん情報によると、ここのお店は店員さんの手際がいいから回転率速いらしいよ。５分も待てば食べられるんだってさ」

「どれも美味しそうですー。目移りしちゃいますね。全部で46種類もあるんですか!?」

「うむむー。確かに、これはなかなか、乙女心を惑わすラインナップだねぇ」

　キャッキャと賑にぎわう二人をよそに、彼女は動物病院に連れてこられた猫の様に所在なさげだ。それを気取られまいとしているが、上から見ている私には丸分かりである。

　今まさに、クレープ屋必殺の46種類、色とりどり選より取りみどりのスイーツが彼女の脳に多大なる負荷をかけているようだった。叶絵は昨晩言っていた。「クレープとか食べたことないし。あれってそんなに良いものなのかしら」と。年頃の娘としての必修科目である、正しく流行のスイーツを分析する能力の鍛錬を怠るとは、叶絵らしからぬ采さい配はいのミス。

　だが、事ここに至ってはもはや手遅れ。「もはや己のフィーリングを頼りに凌しのぐしかあるまい」との覚悟を決めたようであるが、右端から順繰りに視線を泳がせていたところ、プレーンメニューの坂を越えて生クリームメニューの谷を渡り、息を荒げてアイスクリームメニューの山を登ってフードメニューにたどり着く頃には立派な遭難者になっていた。

　それもそうだろう。一度でも体験した事ならば経験値は少なくとも１以上あることになり、その場の情報を掛けることでその数値を増大させる事も可能。だが、未体験の事象と相対す時、経験値はゼロなのだ。ゼロにどんな数字を掛けたところでゼロはゼロとしてどっしり腰を据え続けることは小学生でも知っている。

　叶絵にとって必要なのは、有りもしない正解を探すことではなく、素直に降伏したのち殊勝な心で差し伸べられる手をそっと握ることであろう。

　そら、しっかりと見ぬか。すぐそこに温かそうな手が伸びておるぞ。

「……あの、叶絵さん？」

　目と脳を必死にグルグル回していたところ、叶絵は自分の顔を覗のぞき込む茉莉亜と目が合って、どうにか現実に戻って来ることができた様子。

「な、何だったかしら？」

「もーっ、やっぱり聞いてなかったじゃん、叶絵っち！　そんな難しい顔してさ、どうせまた仕事のことを考えてたんじゃないの？　ダメだよー。友達と遊ぶときは遊ぶことに集中しないと！　まったく、マジメさんだなぁ、君は」

「そうですよっ。今日くらい、リラックスしてください!!」

「う、うん。ごめんなさい」

　クレープとの終わりが見えない死闘を独り続けていた叶絵は、その疲れからか、いつになくしおらしい態度で非礼を詫わびた。

「素直でよろしい！　でさ、もっかい言うけど、これとこれと、あとこれを三人で買って、ちょっとずつ食べ比べるってのはどうかなって」

「えへへっ。わたしがワガママ言っちゃったんです。どうしても食べたいのが三つもあって。あ、でもでも、叶絵さんが食べたいのが別にあるなら、そっちを優先してもらって全然構いませんからねっ？」

「──たっ」

　心の底から出た本音を口の中で踏みとどまらせたのは見事であったが、セリフの頭だけがすり抜けたようで、叶絵の放った難解な反応に二人は首をかしげた。

「た？」

　キョトンとする美咲に向かって彼女は慌てて言い直した。

「とってもステキな考えだと思うわ。そうしましょう！　うん、そうしましょう!!」

「えっ、なんで二回言ったの!?　大事なことなの!?　まあ、いいや。じゃ、注文はウチに任せて、二人は先にテーブルを確保しといてよ」

「分かりましたぁ！　叶絵さん、行きましょうっ」

　これ幸いと取り繕った叶絵は、足取り軽く空いているテーブルに向かう。

　程なくして美咲がトレーに載ったクレープを持って合流した。

「さあ、食べよう食べよう！」

「はいっ」

　叶絵は自分のクレープをかじり、茉莉亜の差し出した別の味のクレープを食べ、その間に美咲が叶絵のクレープをモグモグしたかと思うと、今度は順序が逆になる。巷ちまたでは普通に行われているやり取りについて行くのが必死な彼女は、世間の女子がシステマティックに構築した営みに畏い敬けいの念を感じている様子だった。

　そうして必死にモグモグやっているとクレープはなくなり、時を同じくして彼女の精神力も相応の減り方をしていたようで、摂取した糖分に反比例するように幾分か疲れが見える叶絵。友達とのお出かけと言う極上のご馳ち走そうを目の前にしてよだれを垂らす寸前なのに、悲しいかな彼女にはその味わい方が分からぬらしい。

「美味しかったですぅ！　わたしは、美咲先輩のラズベリーとブルーベリーのダブルクリームが気に入っちゃいました！」

「ウチはねぇ、逆に茉莉亜ちゃんのモンブランケーキクレープが琴線に触れて来たねー。ビンビンに！　アレはいいものだよー。ちなみに、叶絵っちは？」

　女子力を数値化したら恐らく読み取り装置のエラーを生むであろう彼女に、またしてもキラーパスが襲う。

　本来、キラーパスとは、直接得点に絡むような場面の決定的なパスの事を指すそうだ。敵に失点を与える、つまり死をもたらすパスというのが語源だという説もある。

　だが、今、ここで美咲から出されたキラーパスは、確実に叶絵を殺しにかかっている。

　そろそろ見ていられなくなってきた。

　彼女のセコンドとして、タオルを投げ入れてやるべきではないか。もはや彼女はライフゼロ、残機もゼロ、絶体絶命である。頑張った、叶絵よ、お主は頑張った。

「うん、まあ、どれも美味しかったわね。甲乙つけがたいってとこかしら」

「おおーっ。叶絵さん、大人っぽい意見です！」

「ナンバーワンなんかいない、どれもがオンリーワンだって言うんだね、叶絵っち！　ウチはちょっぴり感動したよ。なんて広い心の持ち主なんだ、君ってヤツは！」

　本日、何度目かもはや分からぬ偶然のレシーブを叶絵がこなした瞬間であった。そろそろ辛抱たまらぬと私は彼女に念話でアドバイスをしてやろうと、ついに決断に至りちょうど意識をコネクトしたその一瞬、叶絵の秘めた感情が爆はぜ、こちら側に逆流してきた。

　彼女がなにゆえ、今日に限ってずっとジタバタと釣り上げられた魚よろしく、彼女らしからずのたうちまわっておったのか、その答えを自分の中に見つけたらしかった。

　昨夜の叶絵が教えてくれた幼少期の体験を思い返す。

　さぞや辛つらい日々だったであろう。そんな中で幼い感情が崩壊せぬようにするためには、欲するものとの完全たる隔絶を必要とした。永久凍土の中心に埋め込んだその気持ちが、茉莉亜と美咲によって少しずつ、時間をかけて温められ、ついに氷解したのだ。

　それは彼女がずっと欲しがっていたものだった。

　──友情。親愛なる友。得難き友人。

　どうやっても手が届かなかったその宝物がふいに手のひらに落ちて来たので虚を衝つかれ、ここまで彼女は醜態を晒さらすことになった。茉莉亜と、美咲と、この先何十回、何百回、今の取り留めのない、形容し難く代替不能な時間を過ごしたいと自覚し、ついに硬い氷壁を突き破ったのだ。一度それを認めてしまえば、あとはもうただ心赴くままに進めば良いのだ。

「さあっ、次は買い物するんでしょ？　早く行きましょうよ。で、それが終わったら、またお茶するの！　ほらほら、時間は待ってくれないんだから!!」

　大切な親友の前で無理に取り繕うのをやめた叶絵は、とびきりの笑顔で人差し指を立てた。

「おおおっ、元気が出てきたね叶絵っち！　よっし、それじゃ、冬物セールと言う名の乙女の戦場へ繰り出しますか!!」

「はいっ。足でまといにならないように、頑張りますっ」

「ふふっ。あたし達三人は、無敵なんだから！　冬物だろうが何だろうが、恐るるに足らないわよ。何なら、二人のファッションもあたしが見立ててあげるわっ！」

　まるで羽が生えたように軽やかに動き、寒風がそよ風に強制変換されるほど爽さわやかに笑う三人。

　彼女たちはウキウキとショッピングモールでの買い物をスタートさせる。

　──私を含め、悪意がそこまで迫っている事には誰も気付かずに。




　　　　＊




　ショッピングが始まり、だいたい二時間が過ぎた。

　三人は、もう何軒目か分からない洋服屋で品定めをしている。

「ねぇねぇ、叶絵っちはミニスカートをよく穿はいてるけど、なんで？」

「あっ、それならわたし分かりますっ。ズバリ、叶絵さんは脚がすっごく綺き麗れいだからですよー」

「別に、そんな事ないわよ。んー、特に意識はしてないんだけど」

　そう言われて見ると、叶絵は今日も丈の短いスカートだ。多分、どんな服にも合わせやすいから無意識のうちに選んでしまっているのだろう。

「じゃあさ、このショートパンツとかはどうかな？　今の季節なら、下にタイツ穿いてもいいし、ロングのブーツと合わせてもオシャレだし！」

「いいですねっ。活動的な叶絵さんにピッタリだと思います！」

「確かに普段とは違った感じで新鮮だけど……。どうして二人ともそんなに薦めるのよ？」

　すると、茉莉亜が微かすかに頰を赤らめた。

　頭の上にハテナマークを浮かべている叶絵を見て、美咲が言う。

「いや、だって、叶絵っちさぁ。よく清太郎にオシオキしてるじゃん？　あと、わざわざ高いとこから登場したり。その時に、アレなんだよねー、叶絵っちアグレッシブに動くもんだからさ。ひらひらーって、ね、スカートが。やっ、清太郎に関しては平気だと思うよ。あれは、ちょっとやそっとパンツ見たくらいで動じる男じゃないから。もう、現代のガンジーって学校でも評判だから。ただねー、周りの目がねぇー」

「そうです！　ミニスカートは、叶絵さんのトレードマークみたいなものなのは分かりますけど、せめて激しい動きをする時くらいはショートパンツを穿いて下さい！　世の中の男は九割が羊の皮をかぶった狼で、残りの一割は狼男だって、うちの母もよく言ってますし！」

「う、うん。じゃあ、試着してみようかしら」

　試着室に入るなり、叶絵はしゃがみこんで顔を手で隠した。

　私は娘のパンツなどに興味がなく、それゆえ彼女がこれまで清太郎の前で惜しげもなくアクティブに動き、その度にパンツと言う名の思春期男子にとって一番の好物を差し出してきたのだと、今の今まで意識したことすらなかった。せっかくなのでこの一ヶ月半の間に何回くらい清太郎の前でスカートの裾すそをひらつかせたのか指を折ったが、両手で足りなくなったところで諦あきらめた。

　視線を叶絵に戻すと、いそいそと着替えながら何かを非常に小声で、それでいて高速で呟つぶやいていた。念仏かとも思ったが、洋服を買いに来て試着室にて唱えるようなものでもあるまい。私は聴覚の感度を上げてみた。

「……あわわわわ、馬鹿、あたしの馬鹿！　蝶ちようのように舞い花のように咲く、可か憐れんな霊視探偵たるあたしが、よりによって衆目の前で、ぱ、ぱぱぱ、パンツを──!!　って言うか、清太郎に関してはもう何十回そんな機会があったのかすら分からないじゃないっ。そ、そのうちの何回がスカートだったかしら……。あああああっ!!」

　念仏だった。それは確かに、自戒がたっぷり振りかけられた念仏のようなものであった。先ほどのクレープにまぶされておったチョコチップとどちらが多いだろうか。とりあえず、私もひと言添えてやることにした。南無、南無。

「サイズ、どんな感じー？　もう一つ小さいの持ってこよっかー？」

「あ、ううん、大丈夫！　すぐに出るからっ」

　急いで身なりを整えると、最後に叶絵はもう一度高速で呟いた。

「これってもう、アレよね。全部、あの馬鹿のせいよ。そうだ、そもそもあの馬鹿が馬鹿をしなければ、あたしだってあの馬鹿にアレやコレしなくて済んだんだから、完全に絶対に恒久的にあの馬鹿が悪いに決まってる。馬鹿、馬鹿馬鹿馬鹿!!」

　そして少しばかり落ち着きを取り戻した叶絵は、試着室のカーテンを開けた。私は今頃、寒空の下独りパトロールを続けているであろう清太郎にも、ひと言添えてやることにした。南無、南無。お前が知らぬところで、なにやら理不尽に怒りがぶつけられておるぞ。南無、南無。

「……ど、どうかしら」

　カーテンを開けた叶絵を、二人の歓声が迎える。

「いいじゃん、すっごくいいじゃんか！　やっぱり叶絵っちはスタイルいいよねー。背は低いのに、バランスのいい体形してるって言うかさぁ」

「むっ、背が低いは余計よ！」

　密かに叶絵は自分の背の低さを気にしておる事を私は知っている。以前、「もう10センチ身長があれば、『霊視探偵、悦子は見た』の主演はあたしだったかもしれないわね」と息巻いておった。あれは本気の目であった。

「でもでも、本当にとってもお似合いですよ！」

「そう？　……ありがと。じゃあ、これ買おうかしら」

「あーっ、なんで茉莉亜ちゃんにだけお礼言うのさぁ！　ウチだって、素直な気持ちで褒めたげたのにぃー!!」

「ふふんっ。美咲の言葉には、自分は背が高いっていう優越感が混じってる気がするのよね。その点、茉莉亜は同じくらいの背丈だし。ねっ？」

　いたずらっぽく「ですよねーっ」と言う茉莉亜。「むきーっ。なにさ、二人してぇ！」と地団駄踏む美咲も楽しそうだ。

　そうして彼女たちは会計を済ませる。

　叶絵は薦められたショートパンツを買うことにしたようである。茉莉亜は裏地が厚めのミニスカートを、美咲はモコモコしたチュニックを買った。全員が普段とは異なるアイテムを買うことになってしまい、会計を終えるとまた三人は顔を見合わせて笑う。

　店員に見送られ、次はどこへ行こうかと相談していたところ唐突にその時はやって来た。

　ジリリリリと、けたたましく鳴り響く非常ベル。三人も含め、周りの買い物客は騒然としている。原因は、続いて流れたアナウンスですぐに分かった。

「ショッピングモール内で、霊的事故が発生しました。お客様は、慌てずに係員の指示に従って、建物の外へ避難してください。繰り返します──」

　人々は、「何事だよ」「機械の故障とかじゃなくて？」「とりあえず逃げるべ」と、困惑の言葉を口にする。パニックが起きる気配がないのは幸いだったものの、だからと言って安全が確保されている保証はどこにもなかった。

「ひ、ひとまず、ウチらも逃げよう！　二人とも、はぐれないようにねっ」

「ですよね！　あっ、あそこが非常口みたいですよ！　近くで助かりました」

「うん。二人は避難して。あっ、それから、悪いけどあたしの買い物預かっといてくれる？」

　強引にトートバッグを押し付けると、彼女は回れ右をする。

「ちょっ、どこ行くのさ!?」

「決まってんでしょ！　あたしの仕事、忘れたの？」

「それは分かりますけど、せめて清太郎さんがこちらに着くのを待ってからじゃ、ダメなんですか!?」

　茉莉亜の忠言を聞き入れるべきは明らかであった。

「平気よ！　あたしは、天下無敵の霊視探偵、五斑叶絵様よ!!　二人は外で待ってなさい。すぐに片付けて、合流するからっ」

　それでも彼女は止まらない。

　この騒動が突発的な霊的事故である可能性も、もちろん存在する。するのだが、それ以上に『虚言師』が絡んでいる確率の方が遥はるかに高いのはもはや考えるべくもない。それでも渦中に飛び込む姿勢を崩さぬ叶絵。蛮勇か。いや、違う。彼女には聡そう明めいな頭脳と優秀な脳細胞たちにタクトを振るう巧みな応用力がある。現状、独りで現場に向かうことが愚策であることも分かっている。それでも退ひけぬのは、茉莉亜と美咲が現場に居るから。それ以外の理由などあるはずもなく、今の彼女にとってはそれが世界の全てであろう。

　人の波を逆行し始めた叶絵を見て、いよいよ私も動く。今動かずして何とする。私が空でフワフワ浮いておったのは、バードウォッチングを嗜たしなむためではない。起こるかもしれぬ有事に備えてである。忌いま忌いましくも起こってしまった有事を前に、私は急ぎ叶絵の隣へ上空20メートルから天井を、壁をすり抜け、最短ルートでダイブした。

（落ち着かぬか！　冷静になれ、お主らしくもない。叶絵がいきり立つ事情は分かる。重々承知ぞ。だが、状況を把握せよ。もし『虚言師』とここでぶつかるような事があれば、お主独りでは対応しきれまい）

「そうでしょうね、腹立つけど。でも、優秀な助手を待つ時間くらいなら足止めできるかもじゃない。このまま何もしないで避難して、もし何かあったとしたら、あたしは絶対後悔する。だったら、危険だからなんて眠たいこと言ってる場合じゃないでしょーが!!」

（ぬう。ならば、今の装備は？）

「残念なことに、護身用に持ってる札が何枚かあるだけよ。あーあ、ホントにあたしらしくもなく、お出かけに浮かれて充分な用意を怠るなんて。これ、母様に知られたらお説教確定ね。でも、うだうだ言ってらんない、しっ!!」

　叶絵の意志は鋼のように固く、固いだけでなく頑かたくなな彼女と押し問答を繰り広げるのは時間と知性の無駄遣いであると私は結論付け、以後の無意味な言い争いパートを放棄し疾走する彼女の後を追う。

　こうなると偶然事故現場に居合わせた可能性に賭かける他ないが、これは余りにも分が悪い。なにより、貧乏神たる私を以もつてして、どうして賭け事に勝てようか。
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　しばらく進むと人の数は疎まばらになり、さらに進むと誰もいなくなった。

　前方に、数人の警備員とスーツの男が一人立っている。どうやら、あそこが現場と見て間違いなさそうだ。

　叶絵はスーツの男に身分証明証を掲げ、

「霊視探偵よ！　いったい何事!?」

　と、状況の説明を求めた。

「なんですと、あなたは霊視探偵さんですか!?　これは助かりました！　いやはや、わたくしではどうしたものかと、途方に暮れていたのですけれども。よもや、施設内にこの街唯一の霊視探偵さんがいらっしゃるとは！　幸運としか言い様がない。なにせ、わたくしどもがこうして集まっていても、何の意味もないのですから。では、早速なのですけれども」

　そう言うとスーツの男はポケットから封筒を取り出し、叶絵に手渡した。

「……ん？　なにかしら？」

「はい、申し訳ないのですけれども、ちょっと中身を検あらためて頂けますか。それが一番手っ取り早いと思うのです。恐縮なのですけれども」

　霊的事故とこの封筒にどんな関連があるのかが分からず眉み間けんにしわを寄せる叶絵。低姿勢を貫くスーツの男の申し出を突っぱねるわけにもいかず、とりあえず封を切って中身を取り出す。

　なにゆえ、私はそれを黙って見ておったのか。

「これは……。御札か何か、かしら？」

「そうなのです。よくご覧になってください」

　見たことのない札だった。書かれている術式も私の知らない構成だ。と言うよりも、これ程めちゃくちゃな構成では術など発動せぬだろう。これが何だと言うのだ。叶絵も同様の考えらしく、こんな札よりも事故の状況を聞かなければと、札を封筒へ戻した。

「──ううっ!?」

　──しまった。

　それが、何かしらの霊能力による攻撃だと気付いた時には手遅れであった。

（叶絵、しっかりせぬか!!）

　彼女は念話に応じない。コネクトには成功しておる。時折、混濁した意識が読み取れるのみであり、彼女が正常でなくなった事はすぐに分かった。

「……あ、アンタ、もしか、して」

　舌が上手うまく回っていない。口もろくに利けぬのならば、精神力を必要とする念話に対処できないのも頷うなずけた。

　どうやら最初から、計算されていたようである。叶絵が『虚言師』探しで標的を囲いこめたと思っていたのも、眼前の男にそう思わされていただけ。全てが、虚構だった。

「くっくく。いやぁ、まったく、お前って子はなーんて間抜けなんだろうなぁ！　こうもアッサリと事が運んでしまっては、まったくもって拍子抜けだけれども。まぁ、仕方がない。駆け出しの霊視探偵など、俺の獲物としては下の下、前菜にもならん。んー？　可哀想に、まだ頑張っているのか。実に滑こつ稽けいなのだけれども」

「……くっ。ふっざけんじゃ、ない、わよ」

　意識の混濁が進んでいる様子の叶絵。それでも膝ひざをつかぬのは彼女の強さであった。

「ああ、よせ、よせ。みっともない。お前にかけた力は、『感かん情じよう封ふう辞じ』という俺のオリジナルなのだけれども。ちょっと目が良いからとイキってるだけの小娘には絶対に解けんよ。なにせ、俺は『虚言師』だ。噓を真まことにするのは十八番おはこ。そら、少しずつ、意識も消え始めただろう。そうだなぁ、あと30秒で、お前は完全に空っぽの人間に成り下がる。最後に、俺の名を教えてやろう。特別だぞー？　鬼き竜りゆう大たい河が、と今は名乗っている。どうだ、強そうだろう？　……なんだ、もう返事もできんか。まったく、つまらん事この上ないのだけれども」

　鬼竜と名乗った『虚言師』は、力なく壁にもたれ掛かった叶絵に何をするでもなく、無人のショッピングモールにコツコツと靴音を響かせながら遠ざかっていった。

　私はなんと無力なのか。出来ることなら、無防備のヤツに一太刀浴びせてやりたい。しかし、私が実体化したところでこの者相手に何ができると言うのか。考えるまでもない。ちょっとしたエンターテイメントを与えてやるに過ぎぬ。

「さあて、あとは彼の到着を待とうか。俺の噓を消し飛ばす人間とは、くくっ、実に興味が尽きないのだけれども。この街での終ついの思い出は、素晴らしいものになると良いのだがなあ」

　去り際に聞いた鬼竜の言葉は、不吉な予言であった。

　事ここに至れば、私の為なすべき事は決まっておる。ゼンマイの切れた人形のように動かなくなってしまった叶絵にすまぬと背を向けて、私はこの場を離れる。

　去り際、振り絞るような彼女の念が耳に残る。

　彼女は言った。

　強力な術に抗あらがって。ものを念じることに強い苦痛を味わうだろうに。

　それでも彼女は言ったのだ。







　──ごめん、清太郎。
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　諸君、ご無ぶ沙さ汰たである。僕だ。天てん満ま清せい太た郎ろうだ。何を隠そう、それは僕だ。

　傍らに恵え拏な俚りがいないと何とも言えない寂しさがある。しかし、解放感も少なからずあるのは何故か。このように、路上でおもむろにバク転からのシライ３を決めても咎とがめられない。普段なら孫のいたずらを目撃したおばあちゃんばりにお小言の嵐に遭うと言うのに。

　思えば恵拏俚が僕からこれほど長時間離れるなんてことは滅多にない。バイトの最中や学校の授業中なんかの合間にふらっと出掛ける事はあっても、半日以上もの時間を別行動となれば、かなり記憶を遡さかのぼる必要がある。あれは確か三年くらい前、近くの小さな映画館で『相棒』の映画を全シリーズリバイバル上映するという噂を聞きつけ、喜び勇んで無銭鑑賞に出かけていって以来だろうか。恵拏俚はああ見えて結構ミーハーなのだ。ちなみに、一番好きな相棒は神かん戸べ尊たけるで、理由は母性をくすぐられるからだそう。僕もバイトの際にテレビで流れていた『相棒』を再放送を含め何度か見る機会があったけど、個人的にはどの相棒よりも杉すぎ下した右う京きようさんが好みだ。出来ることなら僕も彼の相棒に立候補したい。

　これはいけない。何と言う話の脱線っぷりか。恵拏俚がいないと誰も止めてくれないから、ついついさじ加減を間違えてしまう。

　そもそも、今はそんな事について論じている場合ではないのだった。

　先ほどより、今朝方出がけに叶かな絵えが渡してくれた妖力素検知器が、ピーピーと親鳥を待つ雛ひなのように喧やかましく鳴いているのだ。

「……ふむ。何かが起きているのは間違いない。しかし、どうしたものか」

　スマホですら持て余す僕にこのような精密機械がチョチョイのパッパと操作できるはずもなく、途方に暮れている。スーパーのレジスターさばきならばパート歴二十年の小こ林ばやしさんにも負けない自信があるというのに。

　途方に暮れる事約15分。あちらの空から救世主がやって来た。こちらに向かって飛んでくる彼女の姿は、お腹が空いて動けなくなった時に飛んでくるアンパンマンばりの威光を放っており、僕はアンパンマンの仕事の高尚さを改めて知った。

「清太郎、一大事ぞ!!」

「そうなんだよ、恵拏俚！　一大事なんだよ。これ、どうしたら良いと思う？」

「ぬっ？　……うぬ。これは、そうだのう。うむむ……」

　念話をするのも忘れるくらい随分と慌てていたのに、僕の一大事を優先してくれるなんてやっぱり恵拏俚の懐は深い。さらにおばあちゃんの知恵袋的知識の引き出しの多さもピンチの時ほどキラリと光る。

「のう、とりあえず、先刻からこれでもかと自己主張しとるその右下の部分を押してみると言うのはどうであろうか」

　そんな大胆な手法に打って出るなんて僕には考えもつかなかった。だが、僕は反論する。

「ええ……。だって、下手に触って壊しでもしたらどうするのさ」

「ご年配の方か！　ようし、分かった。お前が押せぬなら私が押そう！　ちぇすとぉ!!」

「はあぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　そんな急に精密機械を触ってはダメだろう。そして、そんな急に実体化してはダメだろう。二つの「ダメ、絶対」が重なり、僕は悲鳴をあげた。そして、すぐ冷静になる。どう考えても、僕の悲鳴が一番ダメだろう。ここは「平ひら目めヶが丘おかパークロード」と呼ばれる場所で、大きな公園や図書館、多目的施設などが隣接している。商店街や駅前には及ばずともそれなりに人が行き来しており、先ほどの僕の悲鳴で注目を集めたのは間違いないかと思われた。

　何がまずいって、それはもう完全に恵拏俚である。なにせ、彼女は着物姿でフワフワと宙に浮いているのだ。このご時世、着物姿というだけでも目立つし、宙に人が浮いていたらとんでもなく目立つ。

　僕は騒ぎが起きるのを覚悟して、脱兎のごとく逃走する構えだった。

　しかし、それは取り越し苦労に終わる。と言うか、これだけの人とすれ違っているのに、全員が無反応なのは流石さすがにおかしい。いくら現代人は他人に関心を持たないと嘆かれる昨今の風潮にしても、老いも若きも、大人も子供も、おねーさんも、その全員が明らかに異質な恵拏俚に目もくれずガン無視を決め込むのは不可解極まりない。

　ためしに、犬の散歩中にベンチで休んでいる実に穏やかそうな顔をしたおばあさんに声をかけてみる事にした。我ながら思い切った判断である。しかし、このおばあさんならば「あんれ、まあ」と、恵拏俚を認識しても小川のせせらぎのように軽く流してくれるであろうというかなりの公算があっての行動であるからして、ここは一つ、やってみようではないか。

「あの、すみません。失礼ですが、僕の横に何か見えませんでしょうか？」

「ああん!?　てめぇ、なに見てんだ、ごらぁ!?　何か見えませんか、だぁ!?　見えるに決まってんだろうが、てめぇのカスみてぇな面がよぉ!!」

　……ちょっと、待とうか。

　落ち着こう。まずは、一度整理しよう。人としての器の大きさにはそこそこの自信を持っている僕ではあるが、ちょっとこれは、アレである。その器が、今まさに叩たたき割られようとしている。

　なにゆえ、おばあさんがガチ切れしているのか。僕の聞き方がいけなかったのだろうか。何か、知らぬ間に粗相を働いて、おばあさんの気分を害してしまったのだろうか。いや、でも待って、よしんばそうだとしても、いくらなんでも沸点が低すぎやしないだろうか。多分、これはあくまでも想像だが、コンビニの前で座り込んでカップ麵めんを啜すすりながらタバコをひとふかししている襟足の超長い金髪のヤンキーだって、もう少し優しい口調だと思う。

　恐る恐るおばあさんをチラ見すると、彼女は実に穏やかな表情で犬を撫なでている。犬種はチワワだ。あの空間を切り取って絵にでもすれば、何とも素晴らしいモチーフになるだろう。

　僕は一つの仮説にたどり着いた。「さっきのは、何かの聞き間違いだったのではないか」説である。これには、僕の願望が全く含まれないと主張するつもりはない。ただ、高齢化社会が進む現代日本において、あのように穏やかそうなおばあさんが優しい口調でないはずがない。論理的に考えても、そうであろう。

　そうとなれば、リトライだ。

　僕のポンコツな耳が聞き間違いを犯してしまったのだから、今度こそおばあさんの言葉をしかと胸に刻み、彼女の汚名を雪そそがねばならない。

「いやあ、可愛らしいワンちゃんですね。お名前は何と言うんですか？」

「てんめぇ、息がくせぇんだよ、ダボが！　話しかける前に、てめぇの口臭考えろや、このクソ虫！　犬の名前が聞きたいだあ!?　ビチグソだよ。……てめぇの名前がな!!」

「ガルゥゥゥゥゥ！　ガァウッ！　グルァァァアアァァァァァァッ!!」

　結論から言おう。

　おばあさんにこの世の物とは思えぬ程汚く罵ののしられた上に、愛らしいチワワにまるで猛獣のように唸うなられ、吠ほえられた。それを胸になんか刻んだものだから、僕のハートはガタガタだ。もうひと息で崩れ落ちるだろう。

　体の方は先に崩れ落ちており、地面に両手をついた先には妖力素検知器が転がっていた。

　どうも恵拏俚の押したボタンは正解だったらしく、「妖力素異常検知」と言う表示が街の地図の各所に表示されていた。

「分かったぞ。この奇妙な現象の正体が」

「……ほえ？」

　正直なところ、もうそんな事、割とどうでもいい。ご年配の方にああも塩辛い対応を取られるのが、ここまでの心痛に達するとは。

「このモニターに表示されておる地点を線で結ぶと、ある陣になるのだ。よもや、かように巨大な陣など私も見たことがない。名を『反転の流布』と言う。街全体が、この陣の中に取り込まれてしまっておるな」

「ちなみに、その陣に入るとどうなるの？」

「全てを反転させるに決まっておろう。鏡の中に入るようなものだ。そして厄介なのは、人間性も反転してしまうことだ。善人は悪人に変わり、穏やかな老婆は世紀末の荒くれ者のようになる。そして、自発的な感情は失われる。先ほどから誰もが私を見て何の反応もしなかろう。これは、相当高度な陣であるぞ」

「つまり、僕はおばあさんに嫌われてなかったんだね!?」

「いや、今大事なのはそこか!?　……まあ、そういう事だ。安心せよ」

　そうか、そうだったのか。僕はついに社会からも爪つま弾はじきにされたのかと真剣に震え上がったが、そうではなかったのか。ああ、安心した。

「じゃあ、僕、もう一度おばあさんに声をかけてくるよ！」

「なにゆえ!?　今はすべき事があるであろう!?　これは、緊急事態ぞ!!」

　その後、おばあさんに「てめぇみたいなフニャチン野郎見てっと目やにが溜まんだよ、げろしゃぶが!!」と痰たんを吐きつけられて、漸ようやく僕は完全なる冷静さを取り戻した。

　諸君、よろしいか。事態は火急である。心せよ。
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「なんだって!?　叶絵が!?」

　恵拏俚のもたらした一大事はとんでもなく一大事であると同時に、凶報であった。あの叶絵がそうやすやすと敵の手に落ちるとは考えづらいものの、それが現実であるとするならば敵の強大さは半端なものではない。余程周到に用意されていた罠わなにかかったとしか思えない。

　とにかくこんな未み曾ぞ有うの状況に至っては、何を置いても専門家の意見を必要とする。頼みの綱の叶絵と連絡が取れないのは、痛恨であった。痛恨ではあるが、取れない連絡に後ろ髪を引かれてばかりいても状況の好転は有り得ない。生え際が後退するのがオチであろう。つまり我々は、霊視探偵抜きで霊視探偵が取るべき行動、対処法を選択し、速やかに実践したのち叶絵救出に急行する必要に迫られている。

「要するに、ここのところ毎日のように叶絵が破っていた『感情捻ねじり』の陣一つ一つが、『反転の流布』を構築する巨大な陣のチェックポイントになっていた、と」

　問題にぶつかった際、どのようにそれと対たい峙じするかは人それぞれ、千差万別だ。僕の場合は、まず自分の置かれた状況を口に出して言ってみる。そうすると、頭の中の整理が捗はかどるのだ。それに、これは僕に限ってのことだが、普通の人だとただの独り言で終わるこの行動に何らかのリアクションを貰もらえるという点も大きい。

「まさに、噓のような陣であるな。ここは素直に『虚言師』の力量を褒めてやろうぞ。現状、私たちが取れる行動は大きく分けて二つある。一つは、この『反転の流布』の陣を破壊し、街の正常化をはかる。ただし、ここまで広範囲に仕掛けられた陣であるから、一つの柱を破壊するのにもかなりの時間と力を要するのは覚悟せねばならぬ」

　赤ペン先生に匹敵する的確な助言をもらい、僕もない知恵を絞り出す。

「厄介なのは、そのルートを選んで仮に順調に陣を破壊できたとしても『虚言師』には近づけないし、対応は後手に回ることだよね。それに、僕はなにより叶絵が心配だ。彼女は『虚言師』は僕に興味を持っていると言っていた。それなのに、僕が今、こうして異常事態を異常と感じていられるということは」

　そこまで言うと恵拏俚が「うむ」と頷うなずき、言葉を引き取る。

「叶絵は完全に敵の手中ぞ。と言うより、私もこの目で見た。私が付いておりながらこのような事態になったのは面目次第も無い。今、叶絵がどのような状況にあるかは分からぬが、これ程の手て練だれだ、事は常に悪い方へ思慮すべきであろう」

「一つ質問なんだけど。この手の陣は、大元を破壊する以外に解呪する方法はないのかな？　……例えば、術者を倒す、とか」

「あっぱれである！　いつになく冴さえておるではないか、清太郎。それが、二つ目の行動パターンだ。どちらを選ぶかはお前に任せるが……まあ、聞くまでもなかろうな」

　僕は黙って立ち上がり、目的地へ向かって方向転換した。

「僕は速やかに叶絵の許もとへ向かい、彼女を助ける。そして、勢いそのままに『虚言師』を捕らえる！　やる事はシンプルだ。まずは、ショッピングモールに行こう！」

　強い決意を胸に、戦いの第一歩を踏み出した。

　その一歩が、どうやら先刻のおばあさんのセンサーに触れる位置だったらしく、「てめぇ、誰に許可もらって汚きたねぇ声を出してんだ!?　熱したガラス尻しりの穴に流し込むぞ、ごらぁ!!」と去り際に恫どう喝かつされ、些いささか心がもにょりと曲がった。

　これは厳しい戦いになりそうだ。同時に、負けられない戦いだ。

　猛たけり狂うチワワを背に、僕は思った。
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　件くだんのショッピングモールまでの距離は20キロ程あったが、僕たちは僅わずか１分で現場に到着する。

　もちろん、タクシーを利用したのではない。と言うか、車でも20キロを１分で走るのは無理だ。リニア新幹線でも無理だ。戦闘機だったら可能かもしれない。

　今更勿もつ体たいぶって出すのもアレであるし、諸君も既に察しがついているであろうから、そんな空気の中とっておきの発明品を取り出すキテレツ君のように振る舞うのはかなり不合理であり、なにより僕が恥ずかしい。

「どうだ、驚いたであろう、この『滑かつ走そう草鞋わらじ』の効力に。これは、摩擦力を無に帰する事によって、素早さを得る神器。その速さはまさに疾風迅雷と呼ぶに相応ふさわしく、かの韋い駄だ天てんが利用したとも伝えられる。難点は、清太郎の提示した額では実体として維持できるのが２分程度であることだが、もう着いてしまったのだからその辺は良かろう」

「えっ、なに、その説明口調。急にどうしたの？」

「いや、私にもよく分からぬ。ただ、見えぬ力に、説明せよと囁ささやかれたような気が」

「やだ、怖い。あっ、草鞋が消えた」

　さて、とにかく、諸君も聞いたとおりである。この期に及んで力の出し惜しみをするは愚か者の証明であるというのが、僕と恵拏俚の共通見解だった。よって、速やかに『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を行使し、神器の力でここまで飛んで来た。正確には飛ぶように地面を滑って来たというわけだ。通常ならば、このような強硬手段は人の目があるため御法度だが、『反転の流布』が作用している今においては誰も僕の只ただ事ごとではない疾はやさを気にも留めない。そのおかげでと言うと語弊が生じるものの、とにかく殆ほとんどノータイムで移動できたのは幸運だった。

「清太郎、注意を怠るでないぞ。ショッピングモールの外観からでも分かる程の力が漂っておる。何か、強力な術が待ち構えておると見て間違いない」

「まあ、考えるまでもなくそうだよね。気を引き締めよう。ただ、今日の僕はいつもの僕と一味違うよ？　昨日、ご馳ち走そうを食べたおかげで体調は万全。それに、ここのところ『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』による浪費も最小限に抑えられていたから、貯金もまだ少しある。こんなにコンディションのいい日は年に一度あるかないかだ」

　ショッピングモールの駐車場にて、準備運動とストレッチをしながら僕は言う。恐らく荒事になるだろうから、いつでも動けるように体をほぐしておかなければ。

「ふむ。清太郎から力がみなぎっておるのは私も感じる。しかし、慢心するでないぞ。忘れたか？　あの、カンピロバクター腸炎になった日のことを。あの日も、お前は稀まれに見る絶好調で、向かうところ敵なしだったと記憶しておる」

　カンピロバクター腸炎。以前にも語った記憶があるのだが、何度でも言おう。辛つらかった。僕は、生まれて初めて死を身近に感じた。そして、僕が腹を壊したのは、後にも先にもあれっきりだ。当時の記憶が蘇よみがえる。あれは、年明けの寒い日。登校途中に百円を拾い、昼食時には購買のおばちゃんから潰つぶれたからと言う理由で焼きそばパンを無料で貰い、バスケ部の助っ人とで大活躍したのち、ファミレスのバイトも普段の五倍は効率よく働いた。その日が終わる頃には、「この先に、一体どのような純金製の未来が待ち受けているのだろうか」と心を躍らせ床に就いたところ、待っていたのはカンピロバクターという悪魔のような属菌だった。一般的に鶏レバーに多い属菌のくせに牛レバーに潜んで油断させられるところまで踏まえて、ヤツは完かん璧ぺきな悪魔であった。

　言われてみれば、今の充実したコンディションは忌まわしきあの日と重なるところがある。思い出すのもまっぴらな忸じく怩じたる記憶だが、人とは経験から学ぶ生き物である。同じ過ちを繰り返してはいけない。ここは、ふんどしを締め直す代わりに、パンツを尻にキュッと食い込ませ、精神を一つ上の高潔な段階へと昇華させるべきだろう。食い込んだパンツは歩くたびに股こ間かんをヒリヒリとさせたが、この痛みが己を覚かく醒せいさせてくれるならば幾らでも衣きぬ擦ずれすれば良い。無事に帰ったあかつきには、股間にまんべんなくオロナインを擦り込んでやれば済む話だ。

　気合と警戒心を主に臀でん部ぶへ集中させた僕は、今や悪の居城と化したショッピングモールの西館入口までやって来た。途中に通過した駐車場では、多くの買い物客と思おぼしき人たちが行儀よく座り込んでいた。彼らにも『反転の流布』の影響は及んでいるらしく、ある者はおおらかに、またある者はがなり散らしながらも、その場に留とどまっていた。

　実はその輪の中に、美み咲さきと茉ま莉り亜あちゃんの姿を見つけていた。

　見つけていたのだが、敢えてスルーした。術にかかっているとは言え、見たところ身に危険が降りかかる様子もなく、これからそうなる可能性も低いと思われ、なおかつその場に姿のない叶絵の救出を優先すべきと判断したからである。……半分は、噓だ。諸君を謀たばかっても仕方がないので、恥をしのんで口にしよう。

　僕は、『反転の流布』にかかった美咲と茉莉亜ちゃんに会いたくない。

　だって、相手は普段からテンションが高くそれでいて細やかな気配りの出来る美咲と、聖母と見間違える程穢けがれのない少女である茉莉亜ちゃんだ。さっきの穏やかそうなおばあさんですらあの有様だったことを鑑みると、この二人がどのように変容しているか、想像しただけでも恐ろしい。美咲に、冬眠中の爬は虫ちゆう類るいの様な光のない目で「視界から消えてよ、カス虫」と心を抉えぐられたら。茉莉亜ちゃんに、シンデレラの義理の姉の様に心が捩ねじくり返った底意地の悪い口調で「貧乏が服を着て歩くなんて、恥ずかしくないのですか」と投げつけられたら。……多分僕のか弱い心臓は、ショックで停止するだろう。それを運良く免れたとしても、前述した僕のみなぎるコンディションは一瞬で奪われ、残るのはモチベーションを失った寄る辺のない貧乏の燃えかすである。

　僕は正気を奪われたこの街で、もはや唯一残ったまともに動ける人間なのだ。その自覚を持って、泣く泣く僕は、彼女たちを見過ごした。そして、無力な自分には勿もち論ろんのこと、僕の親愛なる者をも巻き込んだ元凶たる『虚言師』に憤ふん怒ぬの炎を燃やす。
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　急展開であった。

　西館のエントランスをくぐると、そこにはショッピングモールの従業員たちが多く残っており、当然のことながら術にかかっている彼らは、本来の自分を反転させながらも職務にあたっていた。

　問題は、そんな人々の中に、微動だにせずこちらを見据えているスーツ姿の男が立っていることである。そしてその顔には見覚えがあり、それはかつて出会い、佐さ藤とうと名乗っていた『虚言師』に間違いなかった。

「ようこそ！　俺の作ったテーマパークへ!!　待ちわびた、この時を実に待ちわびたよ、天満清太郎君!!　俺は、君という人間に感性をくすぐられてねぇ。いや、まるで恋い焦がれる淑女になったような気分だった！　……ああ、これは失礼。以前は佐藤太た郎ろうなどと、名を偽ってしまっていたのだったけれども。改めて名乗ろう。今の俺は、鬼き竜りゆう大たい河が。まあ、これも偽名なのだけれどもね」

　なんと、まさか、門を開けたら倒すべき標的がいきなり立っているとは、さすがに想定外である。僕も恵拏俚も面食らった。以前会った時の印象ともかけ離れていた事も、僕たちの動揺を誘った。だが、再三繰り返すが、今日の僕は絶好調なのだ。すぐに頭を切り替える。これは好機ではないか。今、この鬼竜と名乗る男を倒してしまえば、一ひと先まず脅威はなくなる。そののち、ゆっくりと叶絵を探せば良い。

「では、鬼竜さん。僕はあなたを捕まえます。そんなに興味を持ってもらえているのは光栄です。話なら後日、あなたが拘留されたのち、ゆっくりとお付き合いします、よ!!」

　勝機を摑つかむは、一瞬の一いつ閃せん。

　僕は思い切り床を蹴けって、鬼竜との距離を縮める。当然、鬼竜は防御姿勢に移るがテンポが一つ遅れている。完全に、僕の手は鬼竜に届いていた。

　が、摑まえてみるとその手応えは酷ひどく脆もろく、おおよそ人間のそれとは思えない。

　僕に押し倒されて、床に転がった鬼竜が悠然と口を開く。

「見かけによらず、勇猛果敢だね。それに思い切りも良い。だけれども。だけれどもだよ、天満君。残念ながら、俺としてもこんなに色々と仕掛けを用意したのに、それを披露できないままフィナーレなんて望んじゃあいないのだよ。今、この場に姿を見せたのは言わば挨あい拶さつ。そして、アトラクションの始まりを告げるため。いいなぁ、楽しいなぁ。俺は、一度こういう、ベタな悪役をやってみたかったのだけれども、なかなか機会に恵まれなくてね。さあ天満君、君は勇者だ。早くお姫様の目を覚まして、倒すべく俺のところへやってきたまえ！　くっくくくく……」

　完全に関節を締め上げているにも関わらず言いたいことを好き放題喋しやべり散らかしたかと思えば、鬼竜の体はドロドロと土のように崩れていった。

「どうなっているんだ、これは」

「落ち着け、清太郎。……こいつは『模も人じん』だ。人の形をしてはいるが、中身はない。人の偽物とはまさに『虚言師』らしい術とも言える。つまりは、鬼竜とやらの噓っぱちにまんまと一杯食わされたのだ」

　恵拏俚がそう言うのなら、そうなのだろう。

　しかし、僕には間違いなく崩れ去った土塊は鬼竜に見えていたし、何の違和感もなかった。これが噓を本当に変える『虚言師』の力の片へん鱗りんだと言うのなら、畏い怖ふを通り越して呆あつ気けにとられたというのが正直な感想だ。しかし実際、直接向き合ったのにまるで手応えがなかった。相手は本当に人間なのかと不安になる程であった。

　そして、鬼竜は僕をそんな感慨にも浸らせてくれないらしかった。

　それまで一部暗かった店内の照明が一斉に灯ともり、視界が開ける。真っ先に目に入ったのは力なく横たわる、彼女の姿だった。

「叶絵!!」

　急いで駆け寄り、彼女の体を抱き起こす。

　今度は偽りなく、正真正銘の人間だ。僕の雇い主であり大切なパートナーでもある、五ご斑まだら叶絵、その人に相違なかった。

「叶絵、しっかり！　おおい、僕だ、清太郎だ、分からないのか!?」

　どうも様子がおかしい。彼女の目は開いているのに、僕や恵拏俚を見ても反応がない。気を失っているようにも見えない。『反転の流布』の影響を受けた人とも違う。ただ、そこに五斑叶絵という存在があるだけで、肝心の中身が何処かへ行ってしまっているようだ。

「どうしたんだ、いつもの元気はどうした、頑張れ、頑張れ、元気出せ!!」

「待て、待て待て、清太郎！　叶絵を心配する気持ちは分かったから、ちょっとばかし手を止めよう。そうやって無理くり叶絵を振り回しても解決はせぬから！　と言うか、何となく察せないものか。どう考えてもこの様子を見れば、何かしらの術による影響を受けているものと思うものだろうに。いやいや、あいすまぬ。叶絵の状況をお前に伝えておらなかった私にも責任はある。とにかく、一いつ旦たん手を置いてはくれぬか。見ているのも忍びない」

「なんと。そこには思い至らなかった。僕としたことが」

　具合の悪い時は気合と空カラ元気で乗り切ってきた僕である。言い換えると、それ以外の方法で不調を脱した事がない。「世の中の人間が皆自分と同じだと思うな」とは、僕の敬愛する父が生前遺してくれた金言だ。それを忘れるとは、叶絵の有様に僕も相当の動転と混乱を起こしてしまっていたらしい。

「では、どうすれば。なんだか、さっきよりもグッタリしている気がするんだけど」

「……うむ。まあ、お前、あれだけ四方八方にブンブン揺すったら、そりゃあ顔色の一つも悪くなるだろう」

「そうだったのか。何たるミステイクだろう。……よし、では、一先ずこうして」

「やめぬか！　手を胸の上で組ませるな。顔にハンカチを被かぶせるな。これ、完全にご臨終したみたいな絵面になっておろうが。しばし待て。……ふうむ。これは『感かん情じよう封ふう殺さつ』の類と見て、間違いなかろう。力任せに思考の全てを奪う、乱暴な術だ」

「うん。それはもうだいたい分かってるよ。僕が聞きたいのは対処法なんだけど」

「お、おう。これは私としたことが。と言うかお前、何やら態度が冷たいが私に当たらんでくれぬか。叶絵に関する伝達ミスについては深く反省しておるゆえ、な？　それで、だが。確実な解呪法は断言しかねるが、恐らく、一種のショック療法が効果的である事は間違いない。……ああっ!!　待て、何を振りかぶっておるのか!?　言っておくが、ほっぺたをペシペシやっても術は晴れぬぞ!?　腫はれるのは叶絵の頰だけぞ!?」

　危ないところであった。

　恵拏俚の忠告がなければ確実に、「帰ってこい！」と叫びながらビンタを三往復くらいするところだった。実に際どい。頰の腫れた叶絵も、釣り上げられたハコフグのように可愛らしいとは思うが、それで仮に正気に戻ったとして次に意識を失うのは報復される僕であることは間違いなく、結果、得るものはあっても失うものも大きく、しこりも残る。

　ショック、つまりは叶絵にとって激しい衝撃を与える必要がある。それも、当然物理的なものではなく、心理的なものでなくてはならない。しかし、彼女もこの歳でプロの霊視探偵をやっているくらいなので、肝の据わり方も相当なものであるのは当然のこと。さすれば、そんな彼女を驚かせる方法など、容易なものでは叶かなわぬだろう。

　ちょっと待ってくれ。

　それはつまり、叶絵は、五斑叶絵は、これからずっと虚うつろな瞳ひとみの人形のようなままだと言うことになるのか。いつも強気な横顔も、ぶっきらぼうな照れ顔も、時々見せる弾はじけるような笑顔も、それらは全て二度と見られないと、そう言うのか。

　待ってくれ。

　これまでの人生で数多くのものを失って来た僕だが、その度に「仕方がないね」と済ませてきた。「人生は一期一会、お別れだってあるさ」と達観ぶったセリフを吐いてきた。では、叶絵を失う事も仕方がないの範はん疇ちゆうなのか。いつものように「また見つけるよ」と薄ら笑いを浮かべてやり過ごせるのか。

　冗談ではない。

　欲求と言う感情はとうに消え去ったと思っていた僕であるからして、自分でもこのような気持ちになるのは想定外と言うか、相当驚いているが、それがゆえに確固たる意思の証明でもあると思われた。







　──彼女は僕にとって特別な人間なのだ。







　その瞬間、僕の中で一つの答えが急速に組みあがっていった。パズルのピースが次々にはまっていき、僕が今この場にて何をすべきなのか自分の魂が訴えかけてくる。

　自分でもこれ程驚いているのだ。

　だったら、この事実を彼女に伝えてみよう。きっと腰を抜かすサプライズに違いない。何もせずにただ突っ立っている木偶でくの坊に成り下がるよりは、男らしくこの可能性に賭かけるべきだろう。誰にも同意は求めない。なぜなら、僕のこの気持ちは誰にも変えること能あたわずだからである。

「……叶絵」

　僕は彼女の両肩を摑み、顔を近づける。深呼吸をして直ちよく截せつな言葉を彼女に贈る。と言うか、着払いで送りつける。同意がないのを良い事に。

「僕はね、叶絵。君のことが好きだ」

「ぶるほぉ!?　ちょ、なに、今それを言うのか!?」

　隣で恵拏俚がロバみたいな声を出して鼻水を吹いたが、気にせず続ける。

「無論、愛していると言う意味だ。ライクではなくラブだ。まだ一ヶ月半の付き合いだけど、君の優しいところや、それを素直に顔に出せない不器用なところ、全てが好きだ。何度でも言おう、大好きだ!!」

　なにやら、摑んでいる叶絵の肩がカタカタと小刻みに震えているような気がする。これが何を意味するのかは分からないが、何となく沸騰する前のやかんを思わせる雰囲気からしてもう一息な気がするので、なればこそ、せっかくなので僕はもう一息グイッと踏み込んでみる。

「失礼」

　本来、相手の同意を得ずにこの様な事に及んではいけない。相手の意識がないとなれば尚なおの事よろしくない。良くて事案。最悪、罪に問われる場合もある。これだけ言い含めておけば、諸君も軽々に真似をすることもないだろう。なに、普通そんな事するか、阿あ呆ほう、だと？　そうとも、僕は阿呆である。

　彼女の前髪をあげて、額に接せつ吻ぷんをした。

　一体、誰が？　誰憚はばかることなく、僕である。

「モルスァ」

[image: ]

　恵拏俚が奇っ怪な鳴き声をあげながら、すごい勢いで横に飛んでいった。

　何をしとるんだ彼女はと呆あきれたのち視線を再び叶絵に戻すと、彼女の顔は真っ赤に染まっており、目にはうっすら涙を浮かべて、鋭い目線は僕のそれとガッチリ交差し、それはすなわち叶絵の帰還を意味していた。

「やあ、眠り姫が目を覚ましてくれたようで、僕もほっとしブルスコファァァァァァ」

　俊敏に立ち上がったのち、いつもの様に頰をつねられるのではなく、強力無比なハイキックが僕の側頭部をしっかりと捉とらえ、奇っ怪な声とともにすごい勢いで横に飛んでいった。

　一体、誰が？　何度でも言おう、僕である。
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「はあ、はあ、はあっ。人が動けないからって、なっっっにしてくれてんのよぉぉぉっ、アンタ──!!」

　一世一代の愛の告白をよもやハイキックで返すとは、流石は僕の惚ほれた人である。

「無事で良かった！　どこか、痛いところはない？　調子のおかしいところは？」

「ないわよ!!　おかしいのは、アンタの頭でしょうがぁっ!!」

「はっはっは。こいつは一本取られたなあ。でも、顔が赤いけど。熱でもあるのかな？」

「こんのぉぉぉぉっ、くそ馬鹿ぁぁっ!!　それ以上つまんない事言ったら、顔中あたしの靴の跡だらけにするわよ!!　こ、このあたしに断りもなく、き、き、きき──キッスを！　考えらんない、考えらんないわよ、この変態ぃぃぃっ!!」

　これはもう間違いない。明白に、混じりっけなく、まがい物でもなく、掛け値なしに、彼女は五斑叶絵だ。どんなに巧みな噓を操ろうとも僕が彼女を誤認するものか。

「お待たせ、叶絵。遅くなって申し訳ない」

「ホントにそうよ！　いっつもグズなんだからっ!!」

　彼女に怒られながら今度はいつものようにほっぺたをムニムニと引っ張られているが、その感触が日常を想起させ、柔らかい求ぎゆう肥ひ餅もちみたいになっている僕の両頰も喜んでいるようだ。

「……あー、えー、おほん。そろそろ、終わったであろうか？　イチャイチャしているところ、まっこと言いにくいのだが、お主ら、囲まれておるぞ」

「い、イチャッ!?　誰が、いつそんな事したのよ!?　──ってぇ、何よこいつら!?」

「叶絵、叶絵さん。君がそれ言っちゃダメだよ。ほら、霊視、霊視」

「う、うっさい!!　まだ本調子じゃないのよ！　……っ！　こいつら『模人』じゃない！」

　僕の目では、辺りを取り囲んでいるのはショッピングモールの従業員さんにしか見えないが、彼らは先ほどの鬼竜と同じく『模人』なのだそうだ。シチュエーションは、閉鎖された建物の中で化物に取り囲まれると言う、パニック映画やゾンビ映画の典型なのだが、いかんせん彼らは普通の人にしか見えない上に身なりも整っているので、どうにもムードが出ない。いっそ彼らが皆『ウォーキング・デッド』の「ウォーカー」であればさぞかし盛り上がる場面なのに、これは非常に惜しい。

「お客様、失礼します！」

「あいた」

　つまらないことを考えていたら、死角から恐らく『模人』と思われる綺き麗れいなお姉さんの刺客にバールのようなもので思い切り殴られた。

「ちょっ、噓でしょ、清太郎!?　大丈夫!?」

「うん。大丈夫。でも、あいたたた、少し血が出たよ。まったく、酷ひどいことをするなあ」

「セリフの順番的に私がツッコまねばならんのか。……清太郎、普通の人間はバールで強打されたら痛いじゃ済まん。まずは大怪我、下手を打つと死ぬのだぞ」

「はっはっは。お恥ずかしい。日頃から鍛えてるからね」

　叶絵がじっとりとした目で「そういうレベルじゃないでしょ」と、まるで水族館に展示されている珍しい生き物、例えばチンアナゴを見るように言うので、僕は照れて頭を搔かいた。すると、今度は真正面からゴチン、オシャレな格好をしたウェイターさんに「お忘れ物がございます」とバールのようなもので殴られた。近辺に工具店でもあるのだろうか。と言うか、これは困った。そこら中バールのようなものを持った人だらけではないか。これは、反撃しても良いものか。『模人』と一般人の区別が付かず、僕は判断に困る。そうしている間にも、ガツン、ベチンと僕の体は殴られ続けている。

「参ったなあ。これも、鬼竜の術なのかな？」

「うむ。これは陰陽術の一種で、名は『人じん造ぞう模も人じん無む尽じん蔵ぞうの陣』と言う。ヤツの能力は存外多才であるようだの」

「……早口言葉かな？　ちょっともう一回言ってみてくれる？」

「容た易やすいことよ。人造人間無人君の陣……であろう？」

「さっきと言ってる事が違うじゃないか。はっはっは」

「吞のん気きな事言ってんじゃないの！　要するに、無限に『模人』が湧いて出る陣がどこかに張ってあるのよ。それを壊さないと、ジリ貧だわ！　──きゃあっ」

「危ない！　あいたっ」

　どうもこの『模人』たちは、先ほどの鬼竜の『模人』とは違い、単純な動きしか出来ないようである。今も叶絵の背後から襲いかかって来た『模人』は、場で最も体力の低い女子を狙うと言う戦いの定石を無視して、進行上にいた僕をとりあえず殴った。高い知能を有した『模人』が無尽蔵に生み出されるとなるとお手上げだが、これなら対応はできそうである。そして、僕はこの短時間に一体何度『模人』と口にすれば良いのか。諸君も『模人』『模人』と連呼され、うんざりしているだろう。でも、言わせてもらえれば、僕の方が絶対うんざりしている。

「緊急時につき、詠唱は省略！　『霊れい視し断だん・隔かく沙ざ刀とう』!!」

　叶絵が視線を手にやると、持っていた札が発光してピエロがジャグリングで使うような小さな輪っかが現れた。かと思うと、次の瞬間にそれ自体が光を放ちながら真っ直すぐ飛んでいき、僕の前の人影を二つ切り裂いた。

「おおーっ。格好いいなあ」

「何を感心しとるのだ。お前も闘わぬか、清太郎」

「そう言うけどね、恵拏俚、僕は叶絵みたいに術を使うことはできないよ」

「先刻の事をもう忘れたか！　お前は鬼竜の『模人』を破壊したであろうに。お前の身体能力を以もつてすれば、『模人』くらい適当に蹴けったり殴ったりすれば消し去ること、造作無い」

　そう言われてみればそんな気もする。

　右手前方から金属バットが振り下ろされようとしているので、それをいなしたのち、僕は拳こぶしを握る。人を殴った事はないが、まあ、流れ的に大丈夫だろう。

「それでは！　──あいたっ」

「何してんのよ、清太郎！　そいつらは人の形してるだけで、人じゃないのよ！　ためらう必要なんてないんだからっ」

　僕の右ストレートが繰り出されようとした瞬間である。叶絵の指摘の通りその拳は、携帯ショップの制服を着たお姉さんの顔の前でビタリと止まった。結果、僕は何度目か分からない打撃を丁寧に自ら体を差し出すように拝領した。「痛い」と嘆く。

「うーん、それは分かっているんだけどね。もしかして、僕の勘違いで一般人に怪我をさせてしまったらと思うと、どうにも踏ん切りがつかなくて」

「菩ぼ薩さつか！　なんと、優しき男であろうか清太郎よ!!　そのように低い確率であるにも関わらず、自分が被害を受けるのも厭いとわず、それでも敵を討てぬとは！　ようし分かった。もう何も言わぬ。そのままお前の道を駆け抜けるが良い」

「馬鹿！　駆け抜けちゃダメ!!　ぶっちゃけるとあたし、攻撃系の術って『隔かく沙ざ刀とう』しか使えないんだからね！　しかも、この術すっごく燃費が悪いの!!　札だってもう片手で数えられるくらいしかないんだからっ！　こんな所でガス欠になってたら、鬼竜のヤツをとっちめられないじゃない!!　このままじゃ、ジリ貧よ、じ、り、ひ、ん!!」

　なんと、驚きよう愕がくのニュースが飛び込んできた。

　僕は、勝手に叶絵の事を何でも出来る万能霊視探偵だと思い込んでいたが、彼女にも不得手なものがあったとは。それを聞くと、どうにか助力したいと思うのが惚れた男の人情というもの。どうしたものか。僕に彼女のような目があれば、万事解決するのだが。

　ここで好都合に打開策をパッと閃ひらめけるのだから、やはり今日の僕は絶好調だ。

「素晴らしい案を思い付いたよ。叶絵、僕の目になってくれないか」

「何言ってんの？　馬鹿なの？　踏まれたいの？」

　辛しん辣らつである。頑張って考えたナイスアイディアを、まさか披露する前にここまで叩たたかれるとは。それでもめげずに、僕はその作戦を決行する。無論、彼女に説明しても多分凄すごい勢いで罵ののしられたのちに「濡ぬれたタオルでひっぱたくわよ」で締めとされるのは、言うも愚かなことである。よって無許可で、その上見切り発車をすることにした。

「よし、ちょっと不安定になるから、しっかり摑つかまってくれるかな。落ちないようにね」

「はあ!?　──って、みぎゃああぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　諸君、ここで一つ問題だ。

　僕は今、一体何をして、なにゆえ叶絵は絶叫したのでしょうか。

「な、な、な──!?　馬鹿、この馬鹿ぁ!!　ちょっと、降ろしなさいよ!!」

　叶絵から大ヒントが提示された。お分かり頂けただろうか。

「我ながら、完かん璧ぺきなプランだと自負するよ。こうしていれば、まず叶絵の身に危害が及ぶことはない。そして、僕は叶絵の指示に従って動くことで誤って一般人を傷つける可能性もなくなる。どうだろう、蟻ありすら入る隙間のないこの完成された、いたたたた」

　しっかり摑まれと言ったのは僕だが、そうやって耳を執しつ拗ように引っ張られるとセリフを口にするのもおぼつかない。出来れば摑むのは頭にしてもらえないだろうか。

「冴さえに冴え渡っておるではないか、清太郎!!　これぞ互いの欠点を補い合った、完全形態!!　……いや、愛の形、と言った方が良い、かな？　ぬははっ──はっ!?　やめよ叶絵、なにゆえお主は先の術を私に向けて撃とうとしておる!?　照れ隠しの域を越えとるぞ、叶絵!!　貴重な札なのではないのか!?」

　どうも叶絵の怒りが収まりを見せない。こんなにステキなプランだと言うのに、何が気に食わないのだろうか。仕方がない、ここは一つずつ不満を解消していこう。

「馬鹿、馬鹿コンビ!!　問題だらけよ！　あたし、スカート穿はいてんのよ!?」

「平気だよ。僕からは見えないし。周りの人たちは正気をなくしているし。誰も叶絵のパンツなんか覗のぞけっこないよ、いたたたたた」

　よし、一つ解決。

「だ、だとしても、人一人肩に担いでまともに戦えるワケないでしょ!?」

「それも問題ないかな。なにせ、僕は普段から鍛えているからね。それに叶絵は軽いから、全然障害にならないよ。あと、命を賭かけてもいいけど、君を落とすような事には絶対にならない。断言する。いたたたたたたた」

　さらに、一つ解決。

「って言うか、アンタ、なにどさくさに紛れて脚触ってんのよ!?」

「うーん。こればっかりは、ねえ。叶絵を絶対に落とさないためだから、我慢してもらうしかないと言うか。ああ、でも、叶絵の脚は綺麗だし、こうやって触ってみるとスベスベしていて、どこも恥ずかしがることなんてないと思うよ。いたたたたたたたた」

　うむ、また一つ解決。

　……おや、反論がなくなったところを見ると、彼女も納得してくれたのであろうか。それならば何故未いまだに耳を引っ張りつつ、脚で首を絞めているのかが分かりかねるが、まあ年頃の女子の気持ちなど僕のような無頼漢には元々理解しかねるものだから、仕方ない。正直なところ、この程度の抵抗など戦闘の妨げにはならない。逆に考えれば、これだけガッチリと脚を首に絡みつける姿勢を取ってくれているのは、安全性からすると正解なのかもしれない。

「……もうっ！　勝手にしなさいよ!!　ただし、は、早くするんだからねっ？　モタモタしてたら、その、ええと、アレよ、アレだからっ!!」

「はははっ。了解したよ。では叶絵、目標の指示を頼む」

　さあて、障害は全て片付いた。『模人』の者ども、これより反撃に移らせてもらおうか。

　この、『人型決戦モード・霊視探偵ドッキングバージョン』で。

　ちなみに有り体に言えばこのような状態のことを、『肩車』とも呼ぶことを念のため、注釈しておく。
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「そこの左！　柱の横にいるヤツを１番として、１と３と５と６と７が『模人』よ！」

「承知！　でりゃああっ」

　叶絵を落とさない程度に力強く振り抜いた拳の先で、『模人』が次々と土塊に変わっていく。率直な感想を述べると、この程度の相手なら仮令たとえ百体襲いかかってきても一掃しきれる自信がある。だが、それだと疲れてしまうので、やはりここは、『模人』の発生元を破壊してしまうことを先決とすべきであろう。

「清太郎、気を付けよ!!　六時の方向から飛来物！」

　叶絵の目で前方の敵は全て射程内。そして、目の届かない真後ろには恵拏俚が控えている。だから、このように不意を突いた投とう擲てきにも──。

「ぬんっ。おお、キャッチできた。僕の大事な叶絵を狙うとは、不届き千万。それ、お返しだ!!」

　適時対応できると言う訳だ。飛来した大理石で出来た灰皿は『模人』の体を突き破ったのち、バラバラに砕けた。なんと勿もつ体たい無い、さぞかし高級品であろうに。

「だ、れ、が、僕の大事な……ごにょごにょ……よ!!　調子に乗るんじゃない!!」

「はっはっは。いや、つい勢いで言ってしまった。失礼。……せいっ」

　そして叶絵や恵拏俚に頼らずとも、こうして『模人』の数が減ってきたおかげで、攻撃の瞬間を見定めることができれば僕の判断でも反射的に迎撃できる。慣れとは恐ろしいものだ。

　気が付けば、フロアいっぱいに溢あふれかえっていた『模人』の数も当初の四分の一程度まで減少し、随分と見晴らしが良くなった。反面、『模人』の成れの果てである土塊は増え続けているので、このままでは掃除の人の仕事は文字通り無尽蔵だ。早く陣を見つけなければ。

「ふふんっ。あたしの目は欺けないわ！　清太郎っ、そっちよ！　あそこっ、あの時計屋の中から強い力が視みえる!!　絶対に、確実に、陣のありかはあそこよ!!」

「よし来た。ふむ、これなら行けそうだね。少し走るよ。揺れにお気を付けあれ！」

「えっ？　──うひゃあああああああっ」

『模人』も一般人もとりあえず優しく押し退けて、僕は時計屋を目指す。頭の上から「もっと慎重に動きなさいよっ」とお叱りを受けるも、一ひと先まず駆ける事にだけ専念した僕たちを待ち構えていたものとは。

「……なに、これ」

　叶絵の読み通り、そこには奇妙な文字列で書かれた円形の陣があった。問題は、その前に立ちはだかっている者だろう。果たして者と呼ぶべきか、物と呼ぶべきか。恐らく、モノノケと呼ぶのが正しかろう。

「察するに、『模人』が集まって合体した末に出来上がった化物であろうな。名を付けるとすれば、『大模人』であろうか」

　恵拏俚が『大模人』と呼んだソレは、通常の『模人』とは異なり、既に人の形を成してはいなかった。人の形をしていたモノが集まり、組んず解ほぐれつ、混合した結果、実に気色の悪いフォルムのクリーチャーが完成している。よく見ると所々がブヨブヨしていて、これこそゾンビ映画に出てくるべきデザインである。

「どうしようか」

　身の丈３メートルはあろうかと言う『大模人』。今も、隙あらば触手のようなブヨブヨを伸ばして攻撃してこようとしている。話し合いで通してもらうのは、無理だろう。と言うか、仮にコイツが喋しやべれるモノであっても、発声と同時に得体の知れぬブヨブヨが飛んできそうで僕は絶対に相手をしたくない。そもそも、どこが口なのだ。

「あたしに策があるわ。ちょっと清太郎、降ろしてくれるかしら」

「それはいいけど。策とは？」

　久方ぶりの地面を懐かしむ叶絵が、『大模人』を指差した。

「あの真ん中で光ってる所、分かる？　この手の霊的な集合体の化物には、だいたい核となってる部分があるのよ。言うまでもないと思うけど、それを破壊すれば……ってワケ。で、ここからが作戦ね。あたしが『隔かく沙ざ刀とう』で核をぶっ壊すから、アンタはその核が露あらわになるようにして」

「……一応聞くけど、どうやって？」

「そりゃ、決まってんじゃない。体力自慢のアンタなんだから、力任せにちぎったり、引っぺがしたり？」

「ええ……」

　あの生ゴミを煮に凝こごりにしたみたいなグロテスク極まりない物体Ｘをちぎれとは、何と言う注文であろうか。僕だって、いくらなんでもアレに突撃するのは勘弁してもらいたい。

　さらに追い打ちをかけるように、嫌な事実が判明する。

「のう、二人とも。これは、そこの洋服屋から拝借してきたものなのだが、これを『大模人』のヤツに触れさせてみると……」

「……溶けたわね」

「……うん。溶けた」

　どうやら『大模人』の表面を覆っているブヨブヨは、布くらいのものならば溶かしてしまうらしい。ショワワワと言うまず日常生活では耳にしない嫌な音とともに、丈夫そうなジーンズが跡形もなくなった。……尚なおの事、ヤツに関わりたくなくなったのだが。

「まあへっちゃらよ、アンタなら！　多分。そこはほら、いつもの勢いでバーッとやっちゃって！　男の子でしょ!!」

「……嫌だなあ」

「じゃあ、あたしにやれって言うの!?　あたしがアイツに服溶かされて、なんかサービスシーンみたいなものを提供しろって!?」

「……それは」

　諸君に聞きたい。叶絵があられもない姿になるのと、僕があられもない姿を晒さらすのと、どちらが見たいだろうか。……聞くまでもない質問だっただろう。僕だって、どっちを見たいかで言えば、答えなんて口にするまでもない。と言うかこの場面であれば、女子が最初にちょっとだけ装備を溶かされてお色気を提供するのがお約束だろう。分かっている。僕だって、そんな事は百も承知だ。しかし、しかしだ、諸君、僕にはできない。先ほど「愛している」と言った地盤も踏み固めぬうちに、どうして最愛の人の恥ずかしい姿を、赤裸々に御開帳させることができようか。ならば、もはや結末は決まっているではないか。

　数分のインターバルののち、僕は覚悟を決めたのだった。

「ぬおぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉっ!!」

『大模人』に特攻するのは僕。高校入学以来、ずっと苦楽を共にしてきた制服の一着が、少しずつ溶けていく。僕は泣いた。泣かずにはいられなかった。何が悲しくて、僕はこんな事をしているのか。おまけに、ブヨブヨしているのは表面だけかと思ったら、中までしっかりブヨブヨしている。つまり、どこまで突貫してもブヨブヨが続く。ブヨブヨが続けば、服は溶け続ける。だから僕は、憚はばからずに泣いた。

「オッケー、避よけてよ、清太郎！　『隔かく沙ざ刀とう』、集中砲火っ!!」

　光と爆音を道連れに、『大模人』は崩れる。その後ろにあった『人造模人無尽蔵の陣』も、一緒に消滅していく。時を同じくして、もう一つ消えようとしているものがあった。

　僕の服一式と、羞しゆう恥ち心しんである。
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　見事に溶けたものだ。むしろ、これだけ盛大に溶けて、肉体が無傷なのはどうしてなのか。ファンタジーな世界のモンスターは的確に女子の装備のみを溶かすジェントルマンである事は先ほども少しばかり触れた話の延長線だが、まさか相手が男でもその道理が適応されるなどと夢にも思わなかった。あの外見で紳士とは、『大模人』もコミュニケーションさえ取れることができれば意外と話せるヤツだったのかもしれない。

　ところで、諸君にお知らせしておかなければならない事がある。

　現在、僕は全裸だ。

　一糸まとわぬ姿だ。生まれたままの姿と言い換えても良い。

　人だらけの街中にて何故だか自分だけが服を着ていないとは、思春期男子のよく見る悪夢の定番メニューの一つであるが、これが現実になる日が来るとは思わなかった。

　さらに続報だ。『大模人』に特攻する前はあれほど恥ずかしく涙さえさめざめ流した僕だったが、今は何やら清すが々すがしい気分で心は晴れやかである。と言うか、何と言う開放感だろうか。服という名の社会性を脱ぎ捨てることが、ここまで甘美な味だったとは。僕は禁断の果実を口にしてしまったのかもしれない。

「いつまでそんな姿でそこに立ってんのよ!!　せめて、前を隠しなさいよぉぉぉ!!」

　今では叶絵が僕の代わりに恥ずかしがる始末。なにも自分が裸になった訳でもないのだから、そこまで怒鳴らなくとも良いものを。

「もうっ、分かった！　そこのお店で何か拾ってくるから、アンタは待ってて!!」

「そんな、叶絵に手間をかけさせるのは悪いよ。僕も行こう」

「だあぁっ!!　来んなっつってんでしょ!?　その姿で軽やかに走んないで、お願いだから!!」

「あっ……。行ってしまった」

　僕は、恵拏俚と顔を見合わせ、両手を挙げてロバート・デ・ニーロのポーズをする。僕としては一向に構わないのだが、確かにこの姿のまま待ち受けているであろう鬼竜の前に出て最終決戦を始めるのは、些いささか狂気じみた画えになる可能性を多分に孕はらんでいる。そうなれば、多分叶絵はこちらを見てもくれないだろうし、最悪の場合、諸君も僕のことを見てくれないかもしれない。それは、非常に困る。よって、ここは素直に叶絵を待つことにしよう。

　──スクワットでもしながら。

「ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ。ふんっ」

　館内は空調が効いているとは言え、やはり全裸では少し肌寒い。そういう時は運動をするに限る。さっき叶絵に走るなと言われたので、スクワットをチョイスしてみた。腕立て伏せも最終候補に残ったのだが、この格好でそれをすると僕のアレが床にアレして、色々とアレなので、やむを得ず棄却される運びとなった。男子諸兄は分かってくれるだろうか。女子諸姉は分からない方が良い。

「かぁーっ。どエライ変態がおると思ったら、コイツが旦だん那なの言ってたターゲットかい！」

　僕は今、陣のあった時計屋の前で叶絵の帰りをおとなしくスクワットをしながら待っている。スクワットをしながらと言うのが「おとなしく」に含まれるかどうかの議論は、この際棚に上げておこう。で、だ。そんな僕に向かって放たれたるは、野太い声。これはもう、確実に叶絵のものではない。と言うか、そんな自己紹介を含んだセリフを吐かれると、こちらとしても話の進行上無視するとはいかなくなってしまうではないか。

　諸君、敵襲である。

「ワシは、刃は部ぶ蛇だ尾び児じって言う者や。元々は刑事やってたんやけど、鬼竜の旦那に才能を見み出いだされてな。こんな立派な名前を貰もらって、今では旦那の一の子分ってワケや。しゃっしゃっしゃ！」

　さらに自己紹介を続けるとは、何と言う自己主張の塊か。

「つまり、あなたは鬼竜の『虚言』によって、何かしらの力を付与されている、と。そういう認識でよろしいんですよね？　常人なんて、及びもつかない体なんですよね？」

「おうよ！　よう分かっとるやんけ。強いで、めっちゃ強いでー。ワシの体には蛇の鱗うろこが宿っとって、そこらの力自慢なんぞ、太刀打ちできん耐久力を手に入れたあんびしゃああああああああす!?」

　僕の全力全裸パンチが刃部の顔面にヒットして、そのまま反対の壁際まで吹っ飛んでいった。

「清太郎、お前……。いくらなんでも、敵が能力を説明しておる間くらい待ってやらぬか。それはちょっと、流石にあの者が可哀想だぞ。しかも登場して２分も経ってないとくれば、こんな時何と言っていいのか、私には分からぬ」

「仕方ないじゃないか。だって彼が、自分は敵ですって言うんだもの」

　なればこその先手必勝だろう。こんな中ボスに尺を割いてやれるほど余裕はないのだ。特に、金銭的な余裕が。『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』は出来てあと二回が限度。こんなところで浪費するのは愚の骨頂。

「お、おどれぇ……。舐なめくさったこと、しおってからに！　許さんぞ、ジワジワ嬲なぶる予定やったが、変更や!!」

「おお、彼、まだヤレるみたいだよ」

「そうか。ほんに良かった。出番があれっぽっちでは、目も当てられぬからのう」

「誰と喋っとるんじゃああ！　喰くらえ、必殺ぅ、『蛇じや威い暗あん斗と』ぉぉぉっ!!」

　刃部の両腕が、まさに蛇のように伸びて襲いかかってくる。これは、完全にアレだ。ナメック星人がよく使うアレだ。そして、腕は自慢の鱗で強化してあるらしく、当たればなかなか痛そうだ。

「ふんぬぅぅっ!!」

　思い切り力を込めた裏うら拳けんを、ものは試しと左右同時に繰り出してみた。何でもやってみるものだ。もしかしたら上手い具合にダブルヒットして、モーゼが海を割ったように伸びる腕をパッカーンとやれるかと思ったら、これが見事にハマった。

　刃部は、両腕が真逆の方向へ移動しようとするエネルギーに逆らえず、仁王立ちの姿勢になる。運動の法則は絶対なので、それに抗あらがうのは難しかろう。

「それでは、刃部さん。少しの間でしたがこれでお別れのようです」

「ひゃ、ひゃい」

「先を急ぎますので、これにて!!　そいやぁっ!!」

　無防備の頂に到達している刃部に、これ以上なす術すべなどなかった。僕は、せめて帰り道に迷わぬようにと、彼がやって来た方角へ向けてミドルキックを見舞った。

「あひゃしょれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　刃部は壁と壁にピンボールのように何度もぶつかりながら、エントランスをくぐって外界へと消えていった。生まれて初めて人を蹴けったが、これは悪いことをした。僕に叶絵ほどの腕前、いやさ足さばきの才能があれば、余計なダメージを与えずに済んだものを。反省せねばならぬ。

「ちょっと、なんかすごい音したけど、何かあったの!?」

　そして叶絵がお帰りあそばされた。手には何やら袋を抱えている。

「いや、特別なことは何もなかったよ。ねえ、恵拏俚」

「そうであるな。相違ない」

「あっ、そうなの？　まあいいわ。じゃ、アンタはこれ着て。サイズは多分大丈夫だと思うから。んで、いよいよ決戦よ！　気合入れなさいよね!!」

　聞いての通りだ、諸君。クライマックスは近い。
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　僕達は、ショッピングモールを駆ける。

『模人』の妨害もなく、刃部のような刺客も現れず、そろそろ中央のイベント広場に差し掛かる頃合である。

　僕は、必死に探した。鬼竜を？　違う。服屋だ。男物の、敢えてもう一度強調して言うが、「男物の」、服屋だ。このショッピングモールの西館は、基本的にレディース向けの店が並んでいるらしく、目当ての店が見つかる気配はない。

　もういつ鬼竜が襲いかかってきてもおかしくないのに、なにゆえ僕が悠長に服屋を探しているかといえば、僕の格好が空前絶後におかしいからである。

「なにキョロキョロしてんの!?　集中しなさいっ」

　叶絵に怒られる。

　だが、しかし、それは酷というもの。

　ここで、僕のイカした装備を紹介しよう。上はピンクのキャミソール。下は、デニムのホットパンツ。仲間に「そんな装備で大丈夫か？」と聞かれたなら、「逆に聞くけど、どうして大丈夫だと思ったの？」と、まず間違いなく聞き返すだろう。大丈夫なものか。問題ないものか。これなら、全裸の方がマシだった。叶絵は言った。「サイズは多分大丈夫だと思う」と。うむ、サイズはピッタリだ。その点に関しては討議するまでもない。むしろ僕の身体にフィットするレディースサイズがあった事はもう小さな奇跡と言っても良い。叶絵は、僕の上司であり、そして愛する女性でもある。そんな彼女が「着ろ」と言ったので着たのだが、それは正解だったのか。上の言う事を猜さい疑ぎ心しんも抱かずイエスマンに徹するのは、日本人の悪しき慣例ではなかったか。

　過ぎたことを後悔するよりも、今は一刻も早く装備の変更だ。後生だから、ラストダンジョンの最後のセーブポイントを提供してはくれまいか。僕はヒットポイントやマジックポイントの回復を擲なげうって、初めの街で買ったものでいいからそれに装備を変更する。

　願えば願いが叶かなうなんて、幻想である。現実とはいつも無慈悲だ。

　イベントステージの奥から、鬼竜が現れた。

「なんと、これは驚いた。何と言ったら良いか、少し考えたいのだけれども、宜よろしいか？」

　穴があったら入りたい。

　血で血を洗う大決戦の幕が上がるはずだったのに、何だこれは。これでは、雑ぞう巾きんの絞り汁で雑巾の絞り汁を洗う戦いだ。命の危険が伴うのに、何でそんな臭い汁を身に浴びねばならぬのか。僕が何か悪いことをしたのか。悪いことをしているのは鬼竜の方ではないか。ならば、なにゆえ僕がこのような憂き目に遭わなければならないのか。宇宙の真理に反するのではないか。

「やっと見つけたわよこのクソ『虚言師』!!　さっきは油断してたけど、あたしは同じ間違いを繰り返す趣味はないの。年貢の納め時ね、鬼竜!!」

　ああ、これ、始まる流れだ。

「やれやれ、君に興味はない旨、先ほども伝えたはずなのだけれども。頭が悪いのか、往生際が悪いのか、これは判断に迷うところだ。頼りになる助手が助けに来てくれて、気が大きくなってしまったのかね？　だとしたら、不ふ遜そんだねえ」

　完全に、始まる流れだ。

　諦あきらめろ、切り替えろ、天満清太郎。こうなってはもはや腹を括くくるしかない。どんな格好だって、避けられない戦いはあるのだ。勝たなければならない戦いに挑まねばならぬのだ。

　僕には、鬼竜の攻撃方法が分からない。だから、いつでも叶絵の盾になれるようにファイティングポーズを取る。

「鬼竜さん、僕がここにいる以上、叶絵には指一本触れさせませんよ」

「……その前に、一つ尋ねたいのだけれども。天満君は、変態なのかい？」

　はい。軽く死にたい。

　かつて、これほどまでに心をへし折られそうになった経験があっただろうか。やれ貧乏だ、やれさもしい生活だと、指を差され嘲ちよう笑しようされた事なら何度もあった。それは事実であり、僕も認めているのでノーダメージを貫けたものの、こんな破廉恥な格好を不可抗力でさせられた上に、真顔でそれを指摘されるとなると、これは一ひと入しおである。もしこれが、鬼竜による精神攻撃ならば効果は抜群だ。……ああ、違う。よく見れば、鬼竜の目は気の毒なものを憐あわれむ時のソレである。今から逮捕しようとしている相手に不ふ憫びんに思われるとは、これはもう今すぐ舌を嚙かみ切りたい。僕が成人していたならば、炙あぶったイカを肴さかなにストロング系の酒をガブガブと吞のみ、現実からの逃避を図るであろう。しつこいようだが、もう一度だけ詰問させて欲しい。僕が、何か悪いことをしたのか。

「人の助手捕まえて変態とか、失礼にも程があるわ！　言っとくけど、これでもマシになったのよ！　さっきまでコイツ、全裸だったんだからっ!!」

「……ほう。なるほど、なるほど。承知した」

　なんてことだ、承知された。

　もう、鬼竜の中の僕のイメージは取り返しのつかない事になっているだろう。だが、それで良いのだ。所しよ詮せん、ヤツと僕は敵同士、分かり合えぬのも当然。半端な同情をされた方がかえって戦いづらくなる。

「ところで、お前たち。足元にそんな大きな穴が空いているのに、平気なのかね？」

「──っ!?　うきゃあああっ」

「危ない、叶絵!!」

　まず確定事項として、当然のことながらショッピングモールのイベント広場に穴など空いていなかった。そんな欠陥があれば、施設の安全性に関わる。また、人が集まる場所柄、床の強度は特に注力されているのも間違いない。

　そんな僕たちの足元に、突然穴が空いた。直径２メートル程度の穴だ。見たところ、深さも相当なものだろう。まるで地中に潜んでいた怪物が大口を開けたようである。しかし、何らかの霊的トラップなら視みえる叶絵が察知するはずであり、物理的な罠わなであれば僕が異常を感じるはずだ。

　理由や根拠はサッパリだが、とにかく僕は自分の足元の穴の淵ふちを蹴り、叶絵が穴に落ちる寸前で彼女を横に突き飛ばした。それでは僕が落ちるではないかと思った諸君、安心されたし。しっかりと穴の淵に指を突き立てて、懸垂の要領で飛び上がり華麗に着地を決める。かつてバイト先の高層工事現場から転落しかけた経験がここで生きたのだ。

「無事かい、叶絵!?」

「う、うん。ありがと。……これが、『虚言』の力ってワケね」

「いやはや、アレを避よけるとは、お見事。だけれども、その程度で調子に乗られると心外なのだけれども。気を付けた方が良い。ここの天井は不安定なようだ。今にも、鉄骨が落ちてきそうじゃないかね」

　背中を嫌な汗が伝うのを待たずに、バコンとドラム缶をゴルフクラブで殴ったような金属音が聞こえる。時間にして一秒ない僅わずかな刹せつ那な、僕は考えた。自分一人ならば避けられる。しかし、その場合降ってくる鉄骨がどうなるか予測が立たない。結果、叶絵に被害が及ぶことを考慮すれば、避けるべき選択肢など最初からない事に思い至る。

　僕は、両手を天に向けて、吠ほえた。

「ぐぅぅっ、ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　一体何キロの鉄骨だかは分からないが、さすがの僕でもこれは許容できる範囲を超えている。鉄骨を受け止めた瞬間、腕と肩がビキリと悲鳴をあげ、そののち今度は踏ん張る両足が床にめり込んだ。

　こんなに早く切り札を出さなくてはならないのか。しかし、惜しむ余力はもうない。

「恵拏俚、ら、『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』を、た、頼むっ!!」

　姿を消している恵拏俚に救援を求める。

（拝承つかまつった！　もうほんの一瞬、頑張れ、清太郎。出いでたるは豪腕の力、『金こん剛ごう籠ご手て』!!）

　名前からして凄すごそうだが、僕の手に出現したそれはどう見ても軍手であった。恐らく、相応の福を積めば中世ヨーロッパの拳けん闘とう士しがつける所謂いわゆるナックルガード的なものになったのだろうが、こればかりはどうしようもない。そして、見た目こそ貧相ではあるが、その力はいつも通り、絶大だった。

「せりゃあああっ!!」

　まるでほうれん草を食べたポパイである。

　僕の体を潰つぶすのを今か今かと待ちわびていた憎き鉄骨を、軽々とまでは行かずとも水がたっぷり入ったポリタンクを持ち上げるくらいの労力で、僕は地面に下ろした。

　叶絵が心配そうに駆け寄ってくる。

　僕は、ニッコリ笑って「全然平気だよ」とおどけて見せる。

　彼女は「馬鹿っ！」と僕の頰を引っ張る。「心配させないでよ」とも言った。

　諸君、ここだけの話だ。今の鉄骨攻撃で、僕の両腕はどうやら使い物にならなくなったらしい。『金こん剛ごう籠ご手て』が消えた瞬間に、感じたことのない激痛と自由の利かない感覚が全身を駆け巡り、大ピンチの到来を告げる警鐘を鳴らす。

　これはもしかして、非常にまずい展開ではなかろうか。
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　舞い上がった埃ほこりが晴れると、お気に入りの玩具おもちやを買ってもらった子供のように無邪気な瞳ひとみで、パチパチと拍手する鬼竜の姿があった。

「それだ。それだよ、俺の心を摑つかんで離さないのは！　一体、どんな種があるのか、皆目見当もつかないのだけれども！　天満君、失礼ながら、お前からは何の霊的素養も感じられない。断言してもいいのだけれど、一般人だ。いやいや、勿もち論ろん、常人の理解を超えた身体能力の高さは認めているとも。その格好も含めて、ある意味では普通の人とは違う」

「……はあ、へえ、はあっ、ひい。か、格好の話は、ヤメてもらえますか」

　息も絶え絶え、意識も朦もう朧ろう。そんな僕を前にして、まだご高説を続けるらしい鬼竜。この間に傷の回復は見込めずとも、せめて呼吸を整え、思考力を取り戻すのだ。

「これまで見てきた、どの霊視探偵よりも、どの霊能力者やオカルト関係の人間よりも、俺をワクワクさせてくれるのだよ、お前は！　俺は知りたい。その力の根源を。……どうかね、取引をしようじゃないか。秘密を教えてくれるなら、お前だけを助けてやっても良いのだけれども。まあ、邪魔な霊視探偵の小娘には、少々お仕置きをするのだけれども、ね」

「なんとも……見当はずれの事を言いますね、あなたも。……僕は、彼女の助手ですよ！　叶絵に危害を加えようとする者は、僕が排除します!!」

　とは言ったものの、もはや切れるカードは少ない。

　そして、鬼竜も容赦してはくれない。状況は極めて厳しい。

「残念だ。では、もうしばらく痛めつけてから、再度交渉するとしようと思うのだけれども、どう料理したものかね。……よおし。そら、急な突風に注意したまえよ。なんと、まあ、これは身を切り裂くように鋭い風ではないかね」

「ぐあっ、ぐううっ」

　鎌かま鼬いたちは諸君もご存知の通り、突然鎌で切られたような傷を受ける怪異現象である。あの話には付記があって、スパリと切れ味よく開いた傷口なのに初めのうちは不思議と出血もなく痛みもないということは、余り知られてはいない。その点から考えると今僕の身に降りかかっている現象は厳密には鎌鼬とは呼べず、それに類似した何か、と表現すべきかもしれない。どうしてかと言えば、のっけから全身がしっかり痛いし、腕やら脛すねやらが景気よく切られて、そこら中から鮮やかな血が滴り落ちているからである。

　これでは逆転の目も完全に消えたかと諦めかけた時分、僕は思い出す。

　自分の雇い主は、腕利きの霊視探偵であったことを。

「邪よこしまな気の力は印に吞まれ、我が目を以もつて引き寄せられよっ！　『霊れい視し瞳どう術じゆつ・転てん念ねん吸すい』!!」

　叶絵の周りには小さな札のような物が舞っており、その一つ一つが僕に向かって哮たけり狂っていた凶風を吸い込んでいく。

「うちの助手に、なに好き勝手してくれてんのよ！　コイツはあたしのなんだからねっ！　はっ倒すわよ!!」

「ほほう、一丁前に瞳術とは、生意気じゃないか。少々、苛いら々いらさせられたのだけれども」

　凶風を完全に吸い取り生まれた間隙を衝ついて、僕たちは鬼竜と距離を取る。

「ありがとう、叶絵。でも、今日は何の用意もしてなかったんじゃ？」

「してなかったわよ。だから、現地調達したの。さっき、アンタの着る物を適当に選んだあと、そこのお店のレシートを拝借して即興の札を作ってたってワケ」

（なんと、そのような事をしておったとは。そうであったか、だから清太郎に変態の烙らく印いんを押させるのもやむ無かったと言うことか。私は、てっきり職場イジメか何かかと思ったぞ）

　恵拏俚の指摘に僕も同意する。僕が刃部と戦っている間にそんな事をしていたとは、思いもしなかった。だったら、今の僕の装備が余りにもアレなのも我慢でき……いや、やっぱり出来ない。今の鬼竜による攻撃でキャミソールもホットパンツも、実にパンクな感じにダメージ加工されてしまった。攻撃を受ける度に、どんどん変態性が増していくじゃないか。

「こらっ、なにボーッとしてんのよ。いーい？　あたしの作戦に乗りなさい！」

　彼女が提示した策は、僕が考えていた数少ない逆転の目と合致した。こんなところで心が通じ合うなんてと、小躍りしたくなる気分である。

「ニヤニヤしてんじゃない、この馬鹿！　失敗したらもう後がないんだから、とちるんじゃないわよ！　絶対だからね!?　……あんなヤツ、さっさと片付けて、お買い物を再開するんだから。今度は、アンタもついて来なさい。すっごく美味おいしいクレープ食べさせてあげる！」

「了解だ。僕も、一度クレープという物を食してみたいと思ってたんだよ」

（タイミングはそちらに合わせるゆえ、安心せよ）

　三人で勝つための道筋を確かめ合ったのち、僕は位置につく。

「じゃ、行くわ。せーのっ!!」

　散開。僕は鬼竜に向かって、叶絵は逆向きに、時を同じくして動き出す。

「タイムアウトを認めてあげたのだから、少しは楽しませてくれないと困るのだけれども、さてさて、どうかね。ほう、二手に別れたのか。この場合は、やはり近付いて来る方を迎え撃つのが定石だけれども。……ところで、俺は指を鳴らすのが好きでね。何故かって？　指を鳴らす度に、そこらのものが爆はぜるからだよ。パチン、パチンと」

「っおう!?　ぐぬっ、でぇいっ」

　鬼竜の発する不吉なラップ音が響くと同時に、僕の眼前で爆発が起きる。規模は小さく一撃必殺とは行かずとも、現状の僕が喰くらうとなれば、それなりに致命的な傷を負うであろう。それが分かっているゆえ、僕は必死に身をよじる。腕は既に機能を失っているが、まだ足は健在だ。動体視力にだってそれなりの自信はある。先日、野球部の試合に助っ人とで出場した際、相手投手の１４０キロはあろうかと言う頭部への暴投を見事に避けたのは記憶に新しい。アレと同じ感覚で良い。目の前に爆発が起きる瞬間、僅かだが光が走る。それを目印にすれば、回避できないこともない。

「流石だねえ、天満君。お前を獲るには少々鈍のろすぎるか。ならば、目標を変えるまでなのだけれどもね！　小娘にこれは避けられまいよ!!」

「くっ、叶絵!!」

「ふはははっ。叫んだところで、遅いのだけれども!!」

　鬼竜の標的が完全に切り替わり、饗弾は叶絵を襲う。

　──この時を、僕たちは待っていた。

「火を閉じ込めるは氷、悪火はすべからく滅するっ！　『霊れい視し結けつ界かい・葉ば除じ凍とう封ふう』！　展開ぃぃっ!!」

　叶絵が残った全てのレシート札を撒まき散らし、結界を構築する。封印術には自信があると豪語していただけあって、鬼竜の饗弾五連発を全て凍りつかせる。これには撃った鬼竜本人も少なからず驚いたようで、その瞬間を僕は見逃さなかった。

「恵拏俚！」

（準備は万端である！　受け取るが良い、これがお前の残り福、全てを注ぎ込んだ神器──）

　僕の手のひらに、『射しや魂こん奪だつ』が生成される。

　腕を持ち上げ狙いを付けるが、脳が「それは無理ですよ」と信号を発し、痛みとなって僕の邪魔をする。だから僕は言ってやる。「ガタガタ抜かすな、それでも僕の体か。輪ゴム鉄砲を一発撃つ程度、笑ってできねば何とする」と。体を支配するのは脳ではない、魂だ！

「鬼竜、その首もらったぁぁぁぁっ!!」

　パシュンと撃ち出された『射しや魂こん奪だつ』は、僕の気持ちを乗せて飛ぶ。ここからヤツまでの距離は５メートル。どうやら、鬼竜は複数の『虚言』を同時に使うことができないらしく、先ほどの鎌鼬を思わせる凶風は止んだままだ。もしも、今使われている能力が凶風の方であったら、渾こん身しんの『射しや魂こん奪だつ』は弱々しく地面にひれ伏していただろう。

「……なっ、にっ？」

　僕が膝ひざをつくと同時に、鬼竜が力なく倒れる。

　それは、歓喜の瞬間であった。
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　まさに、紙一ひと重えの運の差による決着である。

　勝因を挙げれば、叶絵の活躍、鬼竜の慢心など多々あるが、一番はやはり、恵拏俚の存在を最後まで敵に知られなかった事だろう。僕たちは『虚言』という正体不明のモノを相手にしていたが、鬼竜も、神という得体の知れないモノと向き合っていたのだ。そこに気付くか否か、実に些さ細さいな差ではあるが、それは決定的な違いでもあり、結果として明暗を分けた。

「清太郎！　ちょっと、アンタ、大丈夫!?」

　結界の解除をしながらも、叶絵が僕の安否を確かめる。

「な、なんとか、ギリギリ、ね。実は腕をやっちゃったみたいなんだけど、これ、労災になるのかな？　いやまあ、牛乳飲んで煮干しでも齧かじっていれば一週間くらいで治るか」

（いや、清太郎よ。病院に行こう？　なっ、頼むから。少しは体を厭いとわぬか）

「待ってなさい、今、そっち行くから」

「ああ、いや、僕の事はいいから、先に鬼竜の捕縛を。なにせ、僕らも満まん身しん創そう痍いだからね。万が一ってことがあってもいけない──」

　待ってくれ。ステージの上にあるはずの、倒れ伏した鬼竜は何処に行った!?

　そこにあるべきものが、忽こつ然ぜんと消えている。

「……驚いた。いや、まさか俺が、この俺が、気を失う事があろうとは。初めての経験だったよ。遊びが些いささか過ぎたようだ。俺も反省せねばならん」

「えっ!?　──きゃああっ」

　叶絵の背後に現れたのは、紛れもない鬼竜であった。まさに悪鬼の如く、地獄の釜かまの底から蘇よみがえってきたと言うのか。いや、今はそんな論議を脳内で行っている場合ではない。

「俺はなあ、用心に用心を重ねる程用心深い男なのだよ。だから、自分自身にも『虚言』をかけておいたのさ。万が一意識を失った時に発動する『虚言』。名前は、そうだなあ、『自じ動どう回かい帰き』とでも呼ぼうか。なにせ、発動させたのも初めてなものでね。色々と、言いたいことはあるが。だけれども……。まずは俺に醜態を晒さらさせた者どもへの、仕置きが先か」

「叶絵ぇっ!!」

　何と言うことか。この期に及び、足が動かない。まず立たねば。そののち、速やかに彼女の許もとへ馳はせねば。勝利の余韻が一転して、大事な人の窮地ではないか。

「小娘、お前はあとだ。気付いているか？　お前の周りは、鉄てつ柵さくで囲まれている。そいつには力が込められているから、触れると怪我をするぞ。おとなしくしておいた方が賢明だと思うのだけれど、まあ死にたいなら好きにするが良い」

　鬼竜が言い終わるやいなや、叶絵は鉄で出来た鳥とり籠かごに囚われる。

　だが、叶絵の動きも速い。念のために残しておいたのだろう、最後のレシート札を取り出し叫んだ。

「なっ!?　こ、こんなもの、あたしの術で!!　……きゃああああっ」

「まったく、人の忠告も聞かんとは、躾しつけのなっていない子供の愚かさには辟へき易えきするのだけれども。さあて、天満君。俺は認識を改めたよ。お前は、俺にとって危険だ。これまで、愉悦のためだけに各地を転々としてきたがお前のような意味不明な人間は初めてだ。これはもう、玩具おもちやにしている場合ではない。俺はね、殺しだけはしない主義だったのだけれども、今回は例外と言う事にしておこうかね」

「……ここまで、か」

　座して死を待つとは、かくあるものか。

　もう、体を満足に動かすほどの力もない。『一ラツ擲キー換ロンダ金リング』をしようにも、その種銭の福が残っていない。文字通り、万策尽き果てた。

「鬼のような力で首をへし折ろうか。それとも、竜の鋭い爪で八つ裂きが好みかね。ああ、虎の牙きばで咬かみ殺すのも一興かもしれない」

「好きにしろ。僕の負けだ」

（諦あきらめるでない！　お前だけは、何としても私が守ってやる!!）

　恵拏俚の叫びが頭の中に響く。

　僕は鬼竜に気取られぬように、小声で彼女に望みを伝える。

「そうか、恵拏俚には何か考えがあるのか。だったら、その力で叶絵を救って……。そうだ、今から、叶絵に憑ついてあげてくれ。貧乏になるけど、命があればそれでいい」

（馬鹿を申すな！　私の宿主はお前だ）

「頼むよ。最後のお願いだ」

　こうなっては少しでも時間を稼ぎ、叶絵だけでもどうにか逃げ果おおせてくれと願うのみ。しかし、立ちはだかる悪鬼は、そんな僕の心を見透かした。

「……待てよ。お前、自分が死ぬよりも辛つらいことがあるな？　俺は、相手の心中を探るのも得意でねえ。天満君、お前の心は読めずじまいかと思っていたが、今のはハッキリと顔に出過ぎた。失策をおかしたな、最後になって」

　全身の穴という穴から、一気に冷や水が溢あふれ出した。歯がカチカチと音を鳴らし、それが自分の震えゆえである事に遅れて気が付く。

「先に、小娘を始末しよう。うん、それが良い。俺をここまで追い詰めたのだから、その罰を与える必要がある。そう思うのだけれども。ふっふふっ」

　僕は、アクセルをまさに死に物狂いで踏み込んで、感情を高揚させた。惚ほれただの愛しているだの聞こえの良い言葉を並べ立てて、結局助けられませんでしたではないだろうに。この場にて、叶絵を救えるのは僕しかいない。

　何を失っても良いから、彼女だけは助ける。

　とにかく、考えろ。これまでの人生を思い返せ。何か、有益な記憶があるはずだ。経験だけは人一倍してきたではないか。神から様々な話を聞いたではないか。なれば、天啓の一つくらい降って湧いても良いだろう。

　──神？　そうか、神か。

「恵拏俚。僕の体に入ってくれ。いよいよとなれば、そうするつもりだったんだろう？」

（ま、待て。確かに私は、鬼竜の目をくらましたのち、一瞬だけお前の体に入りこの場を脱する腹積もりであった。それは認めよう。しかし、お前、今何を考えておる!?）

「長い付き合いじゃないか。口に出すまでもないだろう？　それに、思い出したんだよ、昔、恵拏俚がしてくれた話を。福の神に戻ったら、富と福をもたらすって言ってたじゃないか。……その未来の福を、今、前借りさせてもらう。必要な分、全て!!」

（な、何を言い出すのだ！　神から何かを借り受けることは、容た易やすいことではないのだ。借りた分の、何倍にも及ぶ負債を返還せねばならぬのだぞ。今よりも苦しい生活を、これまでよりも長い間、強いられるのだぞ!?　生き地獄を見ることになるのだぞ!?）

　恵拏俚はどこまでも僕のことを考えてくれる。そして、一番の僕の理解者でもある。つまり、僕が一度決めた事は仮令たとえ閻えん魔ま様に舌を抜かれようとも断固として違たがえない事を、知っているのだ。ならば、もう話は締結しているも同然ではないか。

（ああ、私の予見は正しかった。この者と接触させるべきではなかったのだ。清き者と悪しき者、相反する者のぶつかり合いによって、失うものは甚大。無理にでも、止めるべきだった。何と言う、何と言う……）

　恵拏俚の嗚お咽えつを聞きながら、僕は思う。何もかもを失っても、得るものがそこにちゃんとあるのであれば、それは不幸でも何でもない。むしろ、幸せなことなのだ、と。

「僕にとっての地獄は、愛する人を守れなかった時始まるんだよ。恵拏俚、僕に地獄を見せないでくれ。……頼むよ」

　恵拏俚は、もう何も言わなかった。

　ありがとう。そして、済まない。

（……気持ちを一点に集中し、私に合わせて叫ぶのだ）

「神降ろし！　『憑ひよう依い接せつ続ぞく』っ!!」

　目も眩くらむほどの激しい光とともに、僕の意識が体の奥に押し込まれていく。意識はしっかりしているのにまるで自分を傍観しているような、妙な気分だった。

　諸君、刮かつ目もくせよ。これにて、真の決着となるであろう。
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　僕の体が重力に逆らい、ふわりと数センチ浮き上がる。

　何の感覚もない。むしろ先ほどまでの激痛も消えて、気持ち良いくらいだ。そうか、ひょっとすると『憑ひよう依い接せつ続ぞく』と言うくらいなのだから、僕の感覚は恵拏俚の感覚と連携しているのではないか。そうであるならば、痛みを消すくらい造作もないのかもしれない。まあ、神に痛覚があるのかどうか、まずそこを知らないのだが。

　藤色の光は少しずつ和らぎ、僕の体の全容が見て取れるようになる。僕の視点は、自分の目を通して見る景色の他にもう一つ、上空から、まるで幽体離脱したかのように見下ろす視点が加わっていた。複数のモニターを見ているやり手投資家のデスクに座っているようである。

　と言うか、アレを僕と呼んで良いものか。体は間違いなく僕のものであるが、中に入っているのは恵拏俚ではないか。なればこそ、ここは諸君の混乱を避けるため、一時的に僕の体を恵拏俚のものとしてお伝えさせて頂く旨、了承されたし。

　そして、驚くのはまだ早い。恵拏俚の衣装にも注目だ。見るも無残とはまさに言い得て妙であった先ほどの僕からすれば、何と言う神々しさであろうか。色鮮やかな着物を身に纏まとった恵拏俚の姿は、まさに福の神と呼ぶに相応ふさわしいだけの説得力があった。まったく、元は僕のくせに生意気な事である。銀色の髪は恵拏俚干渉による色が濃く、思わず見とれるほど美しい。

　当事者の僕ですら啞あ然ぜんとしているのだから、叶絵は勿もち論ろん、鬼竜も心の乱れは隠せない様子である。

「なんだ!?　また、訳の分からない事をするのか、お前は！　この上、まだ妙な動きをすると言うのならば小娘が泣くことになると、分かっているはず。お前がそこまで馬鹿じゃない事を信じたいのだけれども、ね！」

　鬼竜はそう言いながら、右手に何やら悪い気を集めて球状にした物体を、今まさに叶絵目掛けて放とうとしている。

（恵拏俚、ちょっと、大丈夫だよね!?）

　これだけ派手な演出を経て、結局何も守れませんでしたでは冗談のネタにもなりはしない。だが、それは杞き憂ゆうであった。

「どこまでも小こ賢ざかしいヤツめ。弁わきまえよ。私の眼前でこれ以上の狼ろう藉ぜきを働かせるものか!!　……むううんっ、かぁっ！」

　恵拏俚の手のひらがグッと握られると、叶絵が囚われていた鳥籠は飴あめ細工を割るように粉々となって灰かい燼じんと帰し、その代わりにオレンジ色をしたシャボン玉のような膜が現れ、彼女を優しく包み込んだ。

「……んん？　鳥籠を破壊したのは見事だが、何だね、これは。このようにフワフワするしか能のない球で、俺の攻撃を防げるとでも思っているのか。だとしたら、実に間抜けなのだけれども！　見ていろ、俺の『黒くろ毬まり』が、まずこの球を破裂させる。そして、小娘の胸を貫く。ふっふふっ……はーっはははは!!」

「品のない笑い方であるな。耳障りも甚だしい。そして、お主は何に向かって、何を放っておるのだ？」

「はっははははっ──は？」

　握った拳こぶしをスイと引き寄せると叶絵の入ったオレンジの膜は一瞬影も形もなくなり、一つ瞬きをすると、いつの間にやら恵拏俚の隣にやって来ていた。瞬間移動と呼べば良いのか、空間移動と呼べば良いのか、名前は未詳であるが、叶絵の身の安全が確保された事実は僕を安あん堵どさせた。

　穏やかでないのは鬼竜であった。

　それもそのはず、僕たちがヤツと相対してかなりの時間が経過したが、ヤツの『虚言』が本当の意味で虚言に終わったのはこれが初めてだったからだ。

「な、何をしたんだ、天満清太郎ぉぉっ!?　こ、こんなはずはっ！　う、上を見るがいい！　お前たちの居る場所に降り注ぐのは、槍やりの雨だ。数は二十、いや、五十！　さあ、どうする!?　まあ、避よけられるはずなど、ないのだけれども!!」

　僕たちの頭上からは鬼竜の天気予報通り、切っ先鋭い槍が束になって襲いかかる。

　パンッ。

　何かと思えば、恵拏俚が両の手を合わせた音だった。

　それを合図に槍は小さく圧縮され、消しゴムくらいの大きさの紙となりひらりと虚空を舞った。

「なっ……。そ、それならば、どんな生物をも凌しのぐこの体で直接攻撃を加えて」

「いい加減自分の立場を理解せぬか、この痴しれ者が。言葉の力を少し上手うまく使えるからと天てん狗ぐになった小こ童わつぱが、神である私を前にして、なんと不届きな。頭が高いわ!!」

「ぐがあっ!?　があがががががががががかあがががががあがががががががががっ」

　もう、どういう理屈でそれが起きているのか理解をしようとするのを僕は諦めた。なので、諸君も、鬼竜が今まさに見えない何かで押しつぶされようとしていると言う事実のみを受け取って欲しい。端的に言えば、僕に答えを求めないで欲しい。だって、訳が分からないのだから説明のしようがないのだ。

「そ、そそそそ、そうかぁぁぁぁぁっ。天満、君はぁぁ、神だったのかぁぁぁぁぁ!!　そうかぁぁ、そうかぁぁぁぁぁ、それなら、俺の敵う相手ではぁぁぁ、なかったと言う事かぁぁぁぁっ。あああぁぁっ、実に無念なのだけれども、ここまでのよう……だぁぁぁ……」

　敵ながら、見事な最期だったと賞賛すべきであろう。ヤツにかかっていた圧はどう見ても人の耐えられるものではなかったのにも関わらず、悲痛な断末魔さえなくそれだけのセリフを喋しやべり倒して果てるとは。ある意味では、口の減らない『虚言師』らしい幕切れだったとも言えるのか。

　完全に動かなくなった鬼竜に、恵拏俚が何か封印術の類いをかけたようで、それを見届けたのち叶絵は政府のお役人に連絡するため一いつ旦たん外へ出た。鬼竜の作った『反転の流布』も解けたはずなので、街も正常化されたであろう。

「清太郎、体を返すぞ。傷も私の憑依により癒えたであろうから、痛みに苛さいなまれることもあるまい」

（なんと、そんなサービスまでしてくれるとは。太っ腹だね、恵拏俚）

「……既に、新たな枷かせを背負ってしまっておるからな、お前は。この程度のことは、誤差の範はん疇ちゆうぞ。では、己の体に意識を重ねよ」

　再び藤色の光に包まれた僕と恵拏俚。

　いつもの感覚が戻り、試しに手をグーにしたりパーにしたりその場で軽くジャンプしてみる。恵拏俚の言っていた通り、どこも痛くない。絶好調だ。あの美しい銀髪には少しばかり心残りだが、髪型含めてまるっと僕である。

　となれば、やる事は一つではないか。

　僕は人が来る前に、男性物の服屋へ全力疾走するのであった。
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　叶絵が、霊能力者と思われる男を数人引き連れて現場に戻って来る。

　聞けばこの後、政府の大本営からも偉い人が何人も派遣されて来るらしい。やはり鬼竜はそれほどの大物であったのかと実感しながら、急いで服屋に走ってスウェットを手に入れた事実を何よりも喜んだ僕であった。勿論、代金は叶絵に借りてちゃんと服屋のカウンターに置いてきたので、安心してほしい。

　それにしても──。

　穴だらけになった床。突き破られた天井。ボコボコにされた壁。それらを見て、僕は感慨にふける。どうやら、自分の役割はこれで終わったのだと。

　僕が叶絵の助手になったのは、鬼竜と言う稀き代たいの犯罪者を捕まえるためだったのだろう。運命論者ではないが、この一ヶ月半を思い返すとそう思わずにはいられない。元々、刺激の多い人生を送ってはいたものの、この一ヶ月半は激動であった。そして、そんな生まれ育ったこの街を守るための時間はとても充実していた。

　それだけに、この街と別れるのは辛つらい。が、致し方ない。

　恵拏俚は言った。これから先、今までよりも更に酷い生活になるらしい。となれば、もう五斑の屋敷にはいられないし、実家のあるこの街からも離れる必要がある。僕の愛する人や、愛すべき友人、そして母親、親類縁者、諸もろ々もろ。彼らにいらぬ心配をかけたくないし、迷惑など尚なお更さらかけたくない。高校くらいは卒業したかったが、それも仕方がない。学校に通わずとも学ぶことは出来るし、仕事をしていれば、まあひもじい思いはするだろうが何とか生きていけるだろう。

　そうと決まれば、旅立ちは早い方が良い。誰にも会わずに、行ってしまおう。

（……良いのか？）

「いいさ。僕だって、顔を合わせれば躊躇ためらってしまうからね」

（……おおっ。清太郎よ、世の中、お前の思い通りにはなかなか行かぬようであるな）

「ん？」

　恵拏俚の勿もつ体たいぶった言い方に、つい振り返ってしまった。

「ちょっと！　どこ行こうとしてんのよ、アンタ!!」

「うわぁっ!?　か、叶絵!?　どうして？」

「ふんっ。アンタの考えくらい、分かるわよ。あたしは清太郎の雇い主よ。辞表も出さずにどっか行こうなんて、常識がないにも程があるわ!!」

　彼女の言い分はもっともである。

「申し訳ないけど、今書くものを持ち合わせてないから、口頭で。……お世話になりました。自主都合にて、退職させてもらいます」

　叶絵は少し黙ったあと、ぶっきらぼうに言う。

「……目、閉じなさいよ」

　ビンタか。これは、ビンタされるのだろうか。彼女の性格を考慮すれば、まあ八割がたビンタで間違いないだろう。最愛の人との今生の別れ際にビンタされるとは、何とも酷な思い出である。しかし、それで彼女の気が少しでも晴れるなら……。

　僕は、静かに目を閉じた。

「あと、しゃがみなさいよ」

　高さ調整までするとは、相当キツい一発が待っていそうだ。

　言われるがままに、身を屈かがめる。

「ったく、無駄にでかいんだから。いーい、絶対に目を開けんじゃないわよ！」

「分かったよ」

　さあ、右でも左でも、何なら両方でもいい。覚悟はできた。いつでもどうぞ。

　……来るべき衝撃が襲ってこない。

　五秒、十秒、三十秒と待ったが、何もされない。

　僕は、彼女の言いつけを破り目を開けた。

　同時に、僕のカサついた唇に柔らかなものが重なる。

　──それは、触れるか触れないか分からないくらいの、短いキスだった。

「……ほっ、ほぁっ!?」

　狼ろう狽ばいしきりの僕に、彼女はいつもの態度で言うのである。

「これでアンタが背負ってる荷物、半分はあたしの担当ね。ふんっ。アンタ一人で負債を払おうとか、あたしのプライドが許さないっての！　これでいいんでしょ、恵拏俚？」

（うむ。だが、ちゃんと言葉にしてやらぬと、伝わっとらんだろうな。なにせ、こやつは清太郎であるぞ？）

「そうね。馬鹿だもんね、コイツって」
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　状況がまったく飲み込めないが、恵拏俚に何やら謀たばかられたのは間違いなかった。

　そして、そんな僕に、彼女はトドメを刺すのだ。

「……好きよ、清太郎。ずっと一緒にいなさいっ！　じゃないと、ペラペラになるまで踏んづけるんだからっ!!　……ホント、いっぱい踏んづけちゃうんだから、ね？」

　上目遣いでこちらを見つめる彼女に対して何と答えたものかと逡しゆん巡じゆんした挙げ句、気の利いた言葉の一つも出てこないのだから僕という男もなかなかに救いがたい。

　だが、それこそが僕であり、天満清太郎が貧乏たる所以ゆえんなのかもしれなかった。

「……分かったよ。そんなに踏まれるのは、痛そうだからなあ」

「ちょっと！」

　叶絵が口を尖とがらせる。顔が赤いのは、怒っているからなのか、それとも。

「まだ、ちゃんと聞いてない」

「ええと、何をかな？」

「アンタの気持ち！　術にかけられてた時にアンタが何か、それっぽいことを言ってたのは、記憶にあるけど……。その、もっと、ちゃんとした……」

　やれやれ、女子に恥をかかせるとは、僕もまだまだ修行が足りぬ。

「大好きだよ、叶絵！　愛している!!　君のためなら死ねる!!」

「ちょっ、声がでかい!!　この馬鹿、周りに人が──」







　未いまだ尖ったままの彼女の唇に、今度は僕が、静かに唇を重ねるのであった。
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　時間はまた少しだけ進み、今年も残すところ十日程となった。

　学校も午前中で終わり、いよいよ明日あしたから冬休み。そしてクリスマスが過ぎればすぐに年も明ける。

　今日は霊視探偵助手の仕事もアルバイトもなく、約束の時間までする事もない。手持ち無ぶ沙さ汰ただと言う理由で振り返るには余りに激しい戦いだったが、あれからの事をすこしだけ話そうと思う。

『虚言師』、鬼き竜りゆう大たい河が。本名は不明。よって、ここでは最後に彼が名乗っていた鬼竜という呼称を継続しよう。鬼竜はショッピングモールにて倒れ伏したのち、駆けつけた政府の職員に連行された。ここからは叶かな絵えに聞いた話だけど、なんでも『障霊犯専用特別監獄島』とか言う物々しい施設へ送致されたらしい。そこは政府の機関でも選えりすぐりの霊能力者が看守を勤める、文字通り絶海の孤島だそうで、ひとたびそこに足を踏み入れた障霊犯が再び本州の土を踏むことは相当に難しいとのこと。実は、そんな鬼竜から昨日手紙が届いた。

　あれだけの大怪我をしながらもう筆が持てることに驚いたが、したためられた文章を読んでさらに驚かされた。鬼竜はどうやら僕のことを本当に神様だと思い込んでいるようで、文面は僕への無礼の謝罪と贖しよく罪ざい、あとは延々と僕が崇め奉られていた。叶絵にも見せたところ、いなごの佃つくだ煮にで作ったジャムを食べたような顔をしていたので、多分一般的に見てもとても気持ちの良い文章とは言えないようだった。

　だけど僕は返事を書こうと思っている。そう言うと叶絵には「このくそ馬鹿っ。くそ天然聖人君子っ」と思い切り頰を引っ張られて、恵え拏な俚りには「清き行いもいい加減にせよ」と言ってからさめざめと泣きすがられた。よって、僕は隠れて鬼竜と文通をするつもりなのだが、一番の問題は僕の大切な雇い主の目を逃れられるかどうかだろう。多分無理に違いない。何か良い言い訳を考えなければと思っている。

　ちなみに、僕の負債を半分受け持つと言ってくれた叶絵に関しては、諸君も気になっていることだろう。僕だってどのようになるのか分かるまでは気が気じゃなかった。

　結論から言えば、彼女は僕の負債の一部を受け取った。

　一部、と言うと曖あい昧まいなのでパーセンテージで表せば、おおよそ10パーセント程度らしい。恵拏俚曰いわく、縁を結べば、つまり結婚して籍を入れてしまえば背負う荷物は完全に五分と五分になるが、今の「恋人のスタートラインにやっと立った」時点では、そのくらいの分配量になるのも自明の理だとか。そして、彼女には五ご斑まだらの豊富な財産があるので、生活が困窮したりするような悲劇的変化はもたらされていない。

　ではその分の貧乏は何に変換されたかと言えば──。

「わあああっ、みぎゃああああっ!?」

「日めくりカレンダーを一気に破いたら時間は加速しないかしら」と、小学生みたいな理屈まで持ち出してまで今日を待ち侘わびていた叶絵が屋敷から出てきて、豪快に転んだ。

　お分かりかと思うが、彼女は貧乏になったのだ。『貧乏くじを引く貧乏』に。人為的、いや神為的に貧乏くじが一定の確率で「こんにちは」と元気よく叶絵に擦り寄ってくる。彼女は「自分で決めたことなんだから、アンタはぶつくさ言わなくていいのよっ」と言ったが、言い終えるやいなや屋敷の使用人が置いていたバケツに足を突っ込み、軽く涙目になりながら同じセリフを繰り返す姿を見て、今後は今まで以上に彼女の支えにならねばと僕は決意を新たにした。

　ああ、僕？　僕のことまで気にしてくれるとは、諸君との絆きずなも随分と固くなったものと思うにつけ、感無量だ。僕に関しては心配に及ばない。どうやら、これまでも貧乏神の祟たたりにおけるフルパワーを無自覚に喰くらい続けていたらしく、そのため生活に変化はない。貧乏の期間が目を細めなければならないくらい遠くまで延びた。その程度である。

　さて、そろそろ時間もいい塩あん梅ばいになってきたか。

　今日は、叶絵がいつか行きたいとその少々控えめな胸の内に秘めていた場所、猫カフェにみんなで行く予定になっているのだ。今回の『虚言師』事件の幕引きのご褒美として何か欲しいものはないかと彼女に問われ、「叶絵の好きな場所にみんなで行こう」と答えたところ、モジモジしながら十年以上も猫カフェに憧あこがれていた事を告白された。「可愛らしい趣味だなあ」と感想を述べたところ「うっさい」とジャンピングチョップを賜るに至り、平和な日常への帰還を実感して僕は幸せだった。

「清せい太た郎ろうよ、そろそろ行かねば。皆が集まっておるようだぞ」

　窓から顔を出してみると、恵拏俚の言う通りメンバーは全員揃そろっていた。

「これはいけない。僕としたことが」

　僕は慌てて部屋を飛び出した。
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「ねぇねぇ、みんなは何色の猫が好き？　ウチは黒猫！　おばあちゃんが飼っててさー。やーっ、あれはいいものだよー」

「わたしは白い猫ちゃんが好きですっ！　もっふもふなら最高ですっ!!」

「おっ、白黒とメインどころが取られてしまいましたなぁー。んで、叶絵っちは？」

　彼女たちはまだ見ぬ猫にすっかりご執心の様子で、僕が近づいても挨あい拶さつすらしてくれない。だが、それも止む無し。猫とは実じつに尊いものであるからして、それに比べたら僕の存在などなんと矮わい小しようなものか。ここは一つ、ステルス機能を発動させて会話にこっそり潜り込もう。

「そうね、あたしは……。山吹色かな。……アンタ、いつの間に現れたのよ」

　なんと、気配を消していたにも関わらず僕に気付くとは。彼女の視線はしっかりと僕を捉とらえていた。

「山吹色の猫かあ。僕も好きだな、お腹が白いとなお良いね」

（清太郎、お前というヤツは……）

　どうしてなのかは分からないが、恵拏俚が呆あきれている。叶絵も何だかげんなりしていて、誰に言うでもなく情報を付け足した。

「山吹色は、純粋無む垢くって感じなの。……裏も表もないアンタみたいにねっ！」

「なるほど。そんな猫がいたらせっかくだからひと撫なでしたいものだね」

　北風にでもさらわれたのか、僕のセリフに返答はなく、代わりに恵拏俚と叶絵が深刻なため息をついた。

　それはさて置き、メンバーが揃った旨を確認した美み咲さきが「ではでは、出発するよー」とツアーガイドのように先頭に立つ。それに茉ま莉り亜あちゃんが続き、叶絵は恵拏俚と何やら話をしながら最後尾を行く。

　ふと天を仰げば雲一つない晴天。冬の空はどこまでも高かった。




　　　　＊




　僕は貧乏である。ただし、もうただの貧乏ではなくなった。

　──彼が今日も貧乏ならば、明日もこの街は平和だろう。

　誰かにそう思ってもらえるのならば、貧乏もなかなかに悪くない。

「おーい、遅いぞ、清太郎！」

「美咲先輩ったら、そんなに急かしちゃ悪いですよぉー」

（ぬはははっ。清太郎、両手に花どころではないな！　うら若きおなごが四人も揃うとは）

「グズグズしてんじゃないわよ！　にゃんこがあたし達を待ってるんだからっ!!」







　みんなの輪に加わりながら、そんなことをふと思った僕なのであった。







[image: あとがき]




　子供の頃、将来何になりたかったのか。今となっては忘却の彼方かなたへと飛び立ってしまったゆえに知る由もなく、それは私の脳が加齢によって衰えた事が原因かも知れませんが、一つはっきりとしていることは、小説家になろうとは間違っても考えていなかったはずだということです。その点において私は、分相応を弁わきまえた少年だったと言えるでしょう。

　朝起きて猫を撫でて、何となく仕事をこなして、猫を撫でて床に就く。時には執しつ拗ように撫でるあまりガブリとやられる日もありましたが、それが大人になった私の生活の全てであり、刺激と言えば読書から得られる楽しげな物語からのみ。ある時、暇に任せて試しに自分でも書いてみようと血迷ったのが、今思えば始まりでした。

　それから数年、あれは昨年のまだ残暑厳しい時分。晩御飯を食べ終えて、冷房のない部屋でグッタリしていると携帯が鳴りました。その時の運命的な通話内容を文字に起こすと原稿用紙が何枚あれば足りるのか分かりませんので割愛しますが、端的に言えばスニーカー大賞において金賞を頂くという、過分極まりないご連絡でした。失礼を承知で白状しますが、まず私は詐欺を疑いました。それから賞金が振り込まれ、授賞式に赴き、改稿が進んでいよいよ自分の書いた拙作が本になるらしいと実感し始めたのがつい先日。今、こうしてあとがきを執筆しておりますが、漸ようやくこれは詐欺じゃなかったのかと感じ始めています。ただし、まだ夢の可能性は捨てきれませんので油断はできません。

　私がすべき事は、何を置いても感謝でしょう。雲の上どころか成層圏よりも高みにおられる選考委員の方々。私のような二酸化炭素を吐き出すくらいしか能のない人間を選んで頂き、本当にありがとうございました。この本を出版するにあたりご尽力いただいた皆々様。その労力は私の陳腐な想像力ではとても計り知れません。本当にありがとうございました。頼りになる担当さん。常に迷子状態の私の手を引いて、さぞかし苦労されたかと存じます。本当にありがとうございました。ありがとう以上に謝意を示す言葉を知らない自分がもどかしくて堪たまりません。

　大人になるまで、そして大人になってからも、色々と思い悩んできた私です。枕を濡ぬらす日々もあり、病気を経験したりもしました。この本を読んで下さった皆さんにも当然、色々と悩みがあるはずです。私は気持ちが暗くなる度に、小説に救われてきました。バトルものの主人公を自分に置き換えて勇気を貰もらい、美しくも儚はかないストーリーで心を洗い、理想のキャラクターを見つけては「こうなりたい」と目標にしてみたり。そうこうしているうちに、どうにか明日あしたも頑張ろうと立ち上がるのです。私のような未熟者が、悩める人の光明になりたいなどと考える事はまことにおこがましく、身の程を知らぬ愚か者になりたくはない程度の羞しゆう恥ち心しんはかろうじて持ち合わせておりますので、口にチャックを致しまして。それでも私の拙作で、ハハッと笑って気分をリフレッシュして、一瞬でも抱えている悩みが軽くなった人がいるのならば、こんなに嬉うれしいことはありません。

　まだスタート地点から一歩踏み出しただけの私です。どこまでやれるのか、依然として皆目見当もつきません。それでも、機会を頂けたからには力の限り走り続けようと、そんな事を考えております。

　最後にもう一度、この本の制作に関わって下さった全ての皆様と、この本を手に取って最後のページまでお付き合い頂いた全ての皆様に、深く深く頭を下げつつ、結びのご挨拶とさせて頂きます。またお会いできる事を祈って……。








五いつ木き　友とも人ひと　　



















本作は、第24回スニーカー大賞金賞受賞作「彼が今日も貧乏ならば」を改題・改稿したものです。









電子書籍特典　書き下ろし短編

『恵え拏な俚りと五ご斑まだら叶かな絵えの内緒話』






　世間は冬休み。春、夏、冬と長期休暇を満喫できるのは学生の特権であるがゆえ、余暇の時間は各々が好きなように過ごすのが良い。

　不意に、部屋の扉がノックされた。そして私が入室を許可する前に扉が開け放たれたので、来客の主が誰であるかは見ずとも分かった。分からいでか。

「まったく、年頃の娘らしく少しは慎みの心を持ったらどうなのだ、叶絵よ」

　五斑叶絵が秀でた才覚の持ち主であることは否定せぬが、些か繊細さに欠けるきらいがある。私のぐうの音も出させぬ指摘を皆の衆も聞くが良い。

「なによ、あたしの家の一部である使用人室の扉を開けるのに、誰かの許可がいるってゆーのかしら？」

「ぐぅ」

　何と言う筋の通った反論であろうか。私はぐうの音しか出せなかった。いやさ、不甲斐なし。そして彼女も余暇の時間を好きなように過ごしに来たようである。

「……あれ？　清せい太た郎ろうは？　確か今日ってバイトはないんじゃなかったの？」

「なんぞ、逢引の誘いであったか」

「ばっ!?　な、なな、なに言ってんのよ!?　馬鹿じゃないの、アンタ!!」

「そう照れずとも良かろうに。しかし残念であるな。清太郎はおらぬぞ」

　口では猛烈に否定した叶絵であったが、清太郎の不在を告げると目に見えてしょんぼりした。

「どこ行ったのよ、アイツ。……まさか、他の女のとこじゃないでしょうね。あと、アンタは何してんのよ」

「私は、ほれ。見ての通り、清太郎が忘れていったスマホにて相棒の再放送を見ておる。あやつのスマホをテレビが見れる機種にしたのは大正解であった。そして清太郎はお主の言うように、他の女のところへ行ったぞ」

「……っ！　はあぁぁぁっ!?」

「ちょっ、か、叶絵、お主、落ち着かぬか！　冗談に決まっておろう！　あやつには浮気する甲斐性もなければ度胸もないし、そもそもそのような発想すらない事も知っておろうに!!　私が悪かったから、その札をしまえ！　よ、よせ、詠唱するでない!!」

　いやはや、紙一重。危うく叶絵から瞳術を浴びせられるところであった。それも結構ガチ目のヤツである。普段から威風堂々とした態度のくせに、こやつ意外と嫉妬深いのか。これは清太郎にも教えてやらねばなるまい。多分気にもせぬだろうが。

　私は渋々札を懐に戻した叶絵に、事の真相を伝える。

「清太郎はバイトの助っ人に呼び出されたのだ。なんでも、パートの村田さんの旦那が三ツ矢サイダーのペットボトルに入れておいた植物の栄養剤をがぶ飲みして倒れたとかでな。急遽の事であったから、スマホも忘れて行く始末。あそこのスーパーのパートは主婦が多いゆえ、他の女のところに行ったと言うのも噓ではなかろう？」

「……ったく、紛らわしい言い方すんじゃないわよ！」

　叶絵はその控えめな胸を撫で下ろし、ベッドに腰掛けた。そのまま仰向けに倒れこむついでに、「って言うか、その旦那、何やってんのよ」とひと言。その意見には全面的に同意せざるを得ぬ。麦茶とめんつゆを間違えると言う古典はあるが、植物用の栄養剤は間違えぬだろうに。

「それにしても、やはり相棒は良いぞ？　どのシーズンも見ごたえがある上に、相棒が違うからそれぞれの味わいも楽しめる。叶絵はどの相棒が好きなのだ？」

　どうやら清太郎が帰ってくるまでこの部屋に居座るつもりらしき叶絵が退屈せぬようにと、わざわざ話題を作ってやるのは私。気遣いのデキる美少女貧乏神。それも私。

「んー？　相棒、相棒ってうっさいわね。……別に誰が好きとかはないわ。どれも普通よ」

　彼女にしては珍しくハッキリとせぬ物言いを聞いて、私の推理力がキラリ。

「ほほう、さては甲斐享が好きだったくちであるな？　分かるぞ、主演俳優が引退したがゆえに言うのが憚られる気分になるのだな？　その点、私の一推しである神戸尊は未だスペシャルなどでは出番があるゆえ、これはあいすまぬ」

　続けて私が神戸尊の魅力について語ろうとしておると、叶絵はそれを遮るように言った。私の相棒講座よりも大切なことなのか、それは。

「……だってさ、アレじゃない。たとえテレビの話でも、あたしが他の男の事好きとか言ったら、アイツに悪いじゃない。……あたしだったら嫌だし」

　──誰ぞ、この可愛い女子は。

　何と言ういじらしさか。普段の強気が全面に押し出され過ぎて恥じらいが周回遅れで追っかけてくる叶絵はどこへ行ったのか。恋は女を変えると言うが、ここまで劇的ビフォーアフターするものなのか。清太郎は匠なのか。私はかの番組のナレーターよろしく「なんということでしょう」とため息をついた。

「のう、叶絵よ。その気持ちを清太郎に少しでも見せてやれば、きっとお主らの絆はもっと強固なものになると思うのだが。ほれ、お主ら、付き合い始めたきっかけと言うか、タイミングと言うか、色々と勢いのままスタートした感があるがゆえ」

　これはいかん。老婆心が顔を出してしまった。つい世話を焼きたくなるのが、私の悪い癖。……今、私の右京さんのモノマネに反応した者は正常な心の持ち主である。それ以外の者に告げる。誰が老婆だ。

「ふ、ふんっ。余計なお世話よ！」

　やはり出過ぎた真似であったか。思春期の多感な少女にこれは申し訳ない事をした。

　繊細可憐な年頃の娘の扱いに未だ慣れておらぬのは、清太郎と長年一緒に居るせいであろう。あやつ、センシティブとは対極の高みに登り詰めようとしておるからな。

　少しの沈黙のあと、叶絵がガバっと上体を起こしたものだから、私は今度こそ札が飛んでくるかと身構えた。すると彼女はモジモジしながら別のものを飛ばしてきた。

「……やっぱり、清太郎も男だからさっ。いつも好き、好きって言ってくれる女の子の方がいいのかな？　……そっちの方が、もっと好きになってもらえる？」

　──だから、誰ぞ、この可愛い女子は。

　不意打ちでこんなラブラブビーム飛ばされたら、私とて危うく心を射抜かれるところぞ!?　皆の衆、無事か？　私は辛くも致命傷は避けられたようである。大丈夫、まだ年長者として果たすべきアドバイスがあるゆえ、倒れはせぬよ。

「世の中、好きと言われて嫌な気分になる男などおらぬと思うぞ。そして、それを言う相手が己の好いた女であればなおのこと。お主らが相思相愛であることはこの私が保証する。……ふむ、そろそろ清太郎も帰ってくる頃合。叶絵よ、その心、その素直な気持ちを鈍いあやつに言ってやれ。朴念仁を好いてしまったのが運の尽き、勇気を出すのも致し方なしと言うもの！」

　私の熱い鼓舞に、叶絵も同調するところ大だった様子。その証拠に、小さな手をギュッと握って、一つ頷いた。

「……わ、分かった。やってみる！」

　そしていつになくタイミングの良い清太郎。タッタッタと、あやつの規則正しい足音が部屋に近づいてくる。そして扉が開く。さあ、今夜は赤飯である。

「ただいま！」

「……あっ、せ、清太郎っ」

「やあ、叶絵！　来ていたのか。そうだ、パートの村田さんがお詫びにって醬油をくれたんだよ。今日はこれをご飯にかけて食べようと思うんだけど、叶絵も一緒にどうだい？　あっ、でも、最近太ったかもって心配していたっけ。確かに少しふっくらしたような気がするから、やめとおいた方がいいかもしれないね。でも、別に僕は叶絵が太ったところで全然気にしないけどなあ!!」

「…………」

　なんということでしょう。

「……こんのぉ、馬鹿ぁぁぁっ!!」







　枕を投げつけ涙目で部屋を飛び出して行った叶絵。

　皆の衆、惚れたら負けとはよく言ったもの。恋の道は修羅の道と知れ。
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